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第1節はじめに
富山県における豚肉の流通・価格形成問題について第2節以下で分析・検討する前提として、こ
の節では、まず最初に、戦後の経済環境の変化が食肉の流通とその価格形成にいかなる影響を及ぼ
してきたか、を考える必要があるO 次に、小論がどのような問題意識と分析視角をもっているか、
を明らかにする必要があるO
終戦後の混迷と苦悩に陥っていた日本経済は、 30年代に入ってようやく安定状態となり、 32年以
(1) 
降の「息の長い高度経済成長期」を通じて日本経済の経済環境は大きく変化してきた。この変化を
流通問題の観点からみれば、少なくとも次の6つの特徴があげられるO
まず第 1は、戦後の産業立地政策が、さまざまな産業保護政策〈独禁法緩和、企業に対する租税
優遇措置など〉とならんで、復興を目的とした産業基盤強化策として4大工業地帯において優先的
に実践されたという点である。このことが 1つの要因となって4大工業地帯の大都市へ人口と産業
が集中化していき、近年では過密現象が起きているO この結果として、地価や住宅地の高騰、都市
近郊農地の改廃による生鮮食料品供給地の移行（都市近郊立地から遠隔地立地への移行〉、公共料金
の値上り、物流に関する輸送技術の向上とともに輸送費の上昇、物流システムの効率性の低下とそ
(2) 
の不円滑化などがもたらされた。これらのことが相互に関連し合って、物価の上昇や消費者の効用
低下という流通の根本問題が表面化していると考えられるO
第2は、高度経済成長に伴つ℃所得水準が上昇し、従って、国民の生活水準も向上し、消費者の
価値観も変化してきているという点であるO これによって、消費需要の多様化・高度化が進み、需
要構造が変化して、畜産企業や畜産関連産業の消長があらわれているし、また、畜産企業それ自体
も消費者の要求やその購買行動を的確に把握し、それに対する適切な施策がますます困難になっ℃
きているO このような変化は、畜産の生産基盤や経営基盤において明確にあらわれているO 近年、
農業構造の改善が進展するにつれて、農業の経営基盤は逐次整備され、副業的・有畜農業から専業
l3) (4) 
経営の畜産が萌芽してきており、食肉の生産供給も年々急速に増大してきている。このことはまさ
(1) 例えば、宮崎義一、 『戦後日本の経済機構」、昭和41年、 16～39頁、によれば、戦後の日本経済の発展が5
段階に区分されて論じられている。中村隆英、 『現代の日本経済』、昭和43年、第1章、第3節（13～25頁
〉に、戦後日本経済の推移と政策が説明されている。この他に．経済企画庁、『経済白書』、日本農業年鑑刊
行会編、 『日本農業年鑑』、各年版を始め、日本経済論に関する多くの著書や論文がある。
(2）例えば、経済企画庁、 『国民生活白書J、昭和46年版、 312～313頁、において流通機構の現状と問題点が指
摘されている。畜産振興事業団、 『畜産振興事業団十年史J、昭和47年。吉田寛一編、『畜産物市場と流通機
構』、昭和47年、 219～？60頁、 359～408頁。
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にそのような変化のあらわれの一端にほかならない。
第3は、国民所得の上昇に伴って国民の食生活は多様化・高度化・洋汎化していき、食生活の内
容にも急速な変革が起ってきているという点である。このことは、国民 1人当りの摂取カロリーが
増加し、澱粉質食品から非澱粉質食品へと食料の質的転換が行なわれ、食肉の消費需要量は年を追
(5) 
って増大していることにみられる。
第4は、国民の生活水準が向上し、食生活は年々多様化・高度化している反面、園内の農産物生
産が停滞気味であり、その上、需要の変化に対する対応の遅れなどのために、農産物の輸入依存度
が年々高まっているという点であるO しかし、 47年夏から顕在化した農産物需給の逼迫によって農
産物の国際価格が急騰し、さらに、農産物輸出国の輸出規制も行なわれたために、海外依存度の高
(6) 
い食料や飼料の価格が高騰した結果、食料や飼料の供給不安が広く認識されるようになり、農業審
議会の答申案や47年度の『農業白書』にみられるように、農産物自給率の向上策や農産物輸入の安
定化対策が真剣に論議されるようになっているO さらに、食肉消費需要量の増大は、貿易自由化と
資本自由化の進展に伴って食肉輸入量を年々増大させるとともに、食肉の需給事情、畜産物に関す
る国内企業と外国企業との競争、圏内企業聞の競争、国土資源の利用の競合などの諸問題をますま
す激化させていることを見逃してはならない。
第5は、大量生産体制や大量販売体制が成立している部門では、中間流通段階の相対的地位が低
下し、小売段階の大型化・総合化が発展しているという点である。この他に、総合商社、飼料資本、
製薬資本、製油資本、食肉加工資本、畜産自体、畜産関係の組合などが一体となっていわゆる商社
系インテグレーションを形成し 食肉の生産・流通部門へ進出し℃いることが認められる。
(3）農林省農林経済局統計情報部、『農業調査』昭和47年版。北陸農政局、『北陸農業情勢報告』、昭和48年度、
77～79頁、において北陸地方の大規模畜産経営の動向が明らかにされている。全国の場合は、例えば、農林
省農林経済局統計情報部、『畜産統計一一・家畜飼養概況一一』、各年版、や農林統計協会、『農業白書』、各年
版、に示されている。
(4）例えば、農林省畜産局、『食肉関係資料』、昭和47年。厚生省大臣官房統計調査部、『衛生行政業務報告』、各
年版。
(5）畜産振興事業団、前掲書、 62頁。この点は統計数値とグラフで示されている。
(6）飼料問題研究会、『飼料需給の動向と安定確保一一飼料問題研究会報告一一』、昭和48年、第1部現状と
問題点の中の第E節で主要濃厚飼料の供給、第E節で主要原料の輸入先国の推移、第百節で飼料の国際貿易
状況、第四節で飼料価格の動向、などが統計資料によって詳細に説明されている。また、飼料問題について
は、農林経済研究所、『日本畜産の新しい未来像』、昭和47年、 72～73頁、亀高正夫編、『飼料の実際知識』、
昭和45年、などに論じられている。森有義、 「飼料問題の起因とその対応策」、 『農業と経済』、 49年7月
号、 13～18頁は、最近の飼料高騰問題について論及している。
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この点は食肉の流通・価格形成問題に大きな影響を及ぼしているO
第6は、最近では、コンシューマリズムが相当の勢いで台頭し拡大しているという点であるO こ
のことが、畜産企業の生産能力の増大によって生じる畜産物やサ｛グィスの多種類化、これに関連
する畜産企業の一方的な販売強化、畜産物価格の大幅な値上げ、、さらには、欠陥食品や汚染食品の
t8J 
出現、畜産公害の発生などによって、消費者の反畜産公害運動やその他の消費者運動が盛り上って
きているO
(9) 
また、地域的に限られた所でみられることであるが、消費者団体の食肉関係事業が、みられる。
これも 1つの新しい活動であるO
以上のように、食肉の流通とその価格形成をめぐる経済環境の大きな変化は、最近に至って食品
流通問題を大きく変化させ、ことに食品流通問題の 1つである食肉の流通・価格形成問題を大きく
変化させ、この問題の近代化をますます困難にさせているO このような事実に何よりもまず注目し
なければならなし、。
次に、最近における飼料価格の高騰に伴う畜産危機の現状にもとづいて、食肉の流通・価格形成
問題は一段と深刻化した問題となっているO それ・だけに、食肉の流通とその価格形成における前述
の特殊事情を十分に踏まえた上で、食肉の流通・価格形成問題を考えなければならない。ことに、
この問題に内在している問題点や課題を探求することが必要であるO この場合、その課題に対する
施策は、食肉の流通とその価格形成における実態ないし現状認識をもってはじめて立案され、実践
されるべき性格のものであるO
このような問題意識にもとづいて、小論は、富山県における食肉の流通・価格形成問題を最近の
実態に即して考察することを目的としているO この考察にあたって、小論は、食肉について取り上
げる具体的な検討対象として「豚肉」を選び、豚肉の「生産・流通・消費段階」に至る流通過程の
(7) 中央畜産会、日本食肉協議！会、日本食肉加工協会監修『日本食肉年鑑』、昭和47年版、 248～250頁、におい
て、「第8節畜産インテグレーションの発達」が説明されている。特に商社系資本の養豚インテグレーショ
ンの動向は、吉田寛一編、前掲書、 388～389頁、に説明され（表 1ー 1）、大手商社の畜産投資による主要農
場については、インテグレージョン研究会編、『商社資本の農業進出』、昭和47年、 41頁、に、また、農協系
統のインテグレーションの動向は、 佐伯尚協、『新しい農協論』、昭和47年、 136～148頁、 に論じられてい
る。
(8）例えば、鈴木保良、『現代流通経済総論（改訂版）」、昭和43年、 271～227頁。 また、経済企画庁、『国民生
活白書』、昭和46～48年版、において「複雑化する社会」の中で人々が「主体的行動」を行なわざるをえな
いことが説明されている。
但）例えば、桑原正信監修、『畜産物流通の経済分析』、昭和45年、 161～193頁によれば、大阪府における消費
者団体の食肉関係実施事業および灘神戸生協の消費者保護活動が引用され、いずれの活動も食肉流動の合理
化に対して適切な提言や行動をすることが期待されている。また、吉田寛一編、前掲書、 410～415頁。
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中でも最も流通・価格形成問題のわからない「流通段階」を取り上げ、しかも、そこに内包されて，
いる本県の家畜市場における子豚・肉豚〈成豚〉の流通・価格形成の実態なじし現状と本県の産地
食肉センターにおける豚枝肉の流通・価格形成の実態ないし現状について調査した結果を検討する
ことに分析の焦点を絞っているO そして、全国的な観点からみた本県における豚肉の流通・価格形
成に関する位置づけを留意することにも分析の視点をおい℃いる。しかし、資料の収集、整理、分
析および分析方法には不十分なところがあることに気づいているO
この分析によって、本県における豚肉の流通・価格形成問題の 1つの側面を明らかにし、さらに
その若干の問題点と今目的課題を指摘し、ひいてはその問題に対する適切な施策を探求することに
も主眼をおいている。
(7）補註 ①インデグレーション生成の基盤は何か、①畜産インテグレ｛ションの存在理由は何
か。また、畜産部門に資本進出が強くあらわれるのはなぜか。① 暴騰する飼料価格はインテグレ
｛ションの進路にし、かなる影響を与えるか、などの諸問題は、どのように考えられるであろうか。
これらの問題点については、例えば、宮崎 宏、「畜産インテグレーションと生産者の対応ム 「農一
業と経済』、 49年7月号、 30～36頁、で論及されている。とりわけ、上記の問題点②に関して、次
のように論じておられるO 農業におけるインテグレーションの中で、特に生産部門に資本進出が強
くあらわれる理由は何か、その畜産別性格はどうか、を明らかにする必要がある。全国農業会議所
が実施した46年12月現在の調査結果によれば、全国各地に進出している農外資本の畜産進出個所数
は347か所に及んでいる。このうち最も多いのが、プロイラーで172か所、次いで採卵鶏が67か所、
肉豚46か所、肉牛27か所、その他35か所となっているO 全般的にみて、小家畜ほど多く、大家畜ほ
ど少ないという傾向がうかがわれる。
しかも、これら畜種別の進出をみれば、①統合の形態と ②その地域性が極めて明瞭である。
まず、統合形態は、プロイラーは「契約型」が圧倒的に多く、採卵鶏では「直営型リ、肉豚は「直
営型」がやや多し、。さらに、肉午では、殆どが「直営型」になっているO 次に、畜種別に進出の地
域性をみれば、プロイラーでは、関東、東海、近畿などの旧産地で都市近郊が多く、採卵鶏では全
国的に分散している。肉豚では、東北、九州、が大部分を占めている。肉牛では北海道が51.9%を
占めているO
このような実態から明らかなように、小家畜では都市近郊で契約生産が多く、中・大家畜になる
ほど遠隔化して、しかも、直営生産という傾向を示しているO このような特徴をあらわす要因は何
かについて、宮崎氏は少なくとも次の3つの点をあげている。
まず第 1に、技術の発展と生産過程、分業化の度合いという点である。畜産の技術は一般的に小
家畜ほど技術の発展水準が高く、生産過程の分業化が進んでいる。例えば、採卵鶏では、品種、飼
養管理などの技術が急速に発展し、種卵、府化、育成、採卵の分業化が進み、分業化したそれぞれ
の担当者間に、計画的な需要と供給が必然的に要求されてくる。この計画的需給が資本の着眼する
系列支配に発展し、統合度を強めることになるO
第2に、生産と流通過程における危険度を、最大限に排除するような資本支配の統合形態が成立
するという点である。生物生産、とりわけ畜産は絶えずリスクを伴った生産物であるO 例えば、肉
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豚経営では事故率の高低が大きなカギになる。その場合、農家との契約は、一定の事故率以上は生
産者の負担に回避するような契約を結ぶ。伊藤忠・霞ヶ浦インテグレ｛ションの場合は、死亡と不
良豚を含めた事故率が4%になっているが、これだけの事故率で経営を長期的に持続している農家
は極めて少ない。また、市場出荷した場合の落物による損失を、枝肉 1k手当り16円（市場価格は枝
肉1k手当り380円で4.2%）としているが これだけの損失では現実の経営でおさまらない。 47年の
上物率は東京市場で41.7%、大阪市場で45%という実態からみても、この契約は資本の強力な支配
によって契約が成立し、 リスクを農家がいかに背負っているかが明らかである。こうして、リスク
の高い畜種では契約統合方式が進み、逆にリスクの低い畜種では資本自らの手によって直営統合方
式が成立するO この統合形態は、技術や経営の発展によって、リスクが低下すれば、それに伴って
契約型から直営型に、という進路をとり、統合度がより強くなる。
第3に、地代と労賃水準による畜種別の地域性と統合形態があらわれるという点である。一般的
にみて、大家畜ほど土地の依存度が高く、小家畜ほど地代負担カが高い。従って、大家畜ほど遠隔
地に、小家畜ほど都市近郊に、という進出パタ｛ンがあらわれるO さらに、自然立地条件による生
産力格差にそれほど差異がなければ、低地代や低労賃の地域に積極的に進出が企てられる。採卵養
鶏はその例であり、技術の発展によって、産卵率がそれほど大きくなくなったために、全国的な支
配網が形成されている。
以上のような3つの基本点が、経営内部からみて畜産インテグレ｛ションが成立する特徴で、ある
が、より広い視野で、経営外部からみた結合形式と畜産が先進する要因を明らかにする必要があ
る。
インテグレ｛ションの成立が、いち早く畜産部門に鋭くあらわれた理由は何か。畜産経営をとり
まく外部的要因を解明する必要がある。しかも、その要因が日本資本主義の発展と、農業・畜産そ
．れ自体が内包している特殊性との結びつきに起因していることに注目しなければならない。
第 iに、海外の飼料に依存した「加工畜産」と商社支配という体質である。濃厚飼料の70%を海
外、特にアメリカに偏重した輸入に傾斜し、この輸入が商社資本によってがっちり握られ、飼料資
本との系列化が小売市場まで垂直的にっくり出されたことであるO 飼料の供給がインテグレーター
の支配下におかれ、契約を強いられるという発展過程をとってきた。
第2に、素畜の輸入支配が商社を軸にして先進したという点である。鶏のヒナ、種豚、肉牛など
35年以降急速に輸入された「素畜」は、商社イニシアティプのもとで導入され、いわゆる青い目の
鶏、青い自の豚が殆どというまでに制覇し、横文字の品種名が定着した。この素畜市場の商社支配
は生産性の高いことが、導入される必然的条件になっているが、裏返して言えば、それだけ日本の
自然と、立地条件に適合した品種の開発が立ち遅れていたことを意味する。アメリカの素畜も、ヨ
｛ロッパの素畜も、地場で地場の環境からはぐくみ育てられたことを考え合わせれば、日本で和牛
の黒毛和種を除けば、殆ど見るべきものがない。ここに、日本畜産が小家畜で、ある鶏、豚が先制攻
撃を受けた要因がある。
第3に、第 1、第2の飼料と素畜の畜産における基本的生産財市場が相互に強く結合しながら、
インテグレーションが形成されていることである。商社系列の品種が、それに適合した配合飼料を
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生産し、両者をセットで供給するという統合が進められ、生産者の主体的防衛が極めてむずかしい
条件下におかれたことである。
第4に、巨大資本の金融力によるオJレガナイザー機構が、強力な支配力を形成したという点であ
る。前述のように、 6大商社で輸出入市場の40～50%を掌握し、国内卸売市場の20%近い市場支配
力をもつに至った。この独占化は、国家と結びついて成長を遂げているO この基本的な支配力は、
金融市場から形成された。 6大商社の自己資本比率が3.4%で、 9兆円以上の資本を使い、 その2
倍以上の21兆円を売り上げ、しかも、 7兆円を売掛、貸付、前渡し、という金融市場を形成して
いるO このような実態は他社にもないし、諸外国の企業にもその類例を見ないであろう。この資本
が資金力の弱い零細企業に流れ、農家の弱体な経営に結びつくのである。
第5に、販買市場の系列支配が商社を軸に展開されているという点である。三井物産のプロイラ
｛は第一冷蔵のアイスボックスと結びついて店頭にあらわれ、三菱商事のプロイラ｛は日本ハムの
系列小売店に流れるというように、流通・販売市場が商社を軸にして系列化されているO この系列，
下における畜産物は、 「差別価格」を形成し、やがて「管理価格」にまで進展しようとしている。
このような販売市場競争の要求を生産者に持ち込んで、品種の統一、飼料の統一、そして飼育管理ー
技術の指導ということで、農家の主体的経営を切り崩すのである。 (31～34頁け
さらに、 「インテグレーV ョンと農協」については、佐伯氏は次のように論じておられる（前掲ー
書〉。
商社の畜産インテグレ戸ションが系統農協に提起した問題の本質は、端的に、次のような形に要
約できる。すなわち、畜産についてはズプの素人ともいうべき商社にできた流通のシステム化が、
なぜに玄人である系統農協ではできないのか、と。販売・購買・金融のどの 1つをとってみても、
系統農協の物的・人的蓄積は膨大であり、大手総合商社に匹敵するか、あるいは、それを上回って
いる。また、組織的にみても、商社資本による系列化やクツレ｛フ。化に比べて、系統農協の段階組織
のほうが本来より強固なはずである。さらに、商社には系統農協のように補助金、低利融資などの
政策的援助はいっさいない。つまり、どの点からみても、系統農協が格段に有利であり、むしろハ
ンディキャッフ。を負っているのは商社のほうなのである。それにもかかわらず、系統農協が商社に
遅れをとったのはなぜか。
答えはある意味では簡単である。系統農協における硬直化した体質が、個々の農協の力を有機的ー
な全体としての力をまとめあげていないこと、統合力、機動力という点で系統農協は商社に比べてー
決定的に劣っていること一一そこに基本的な理由がある。具体的にみれば、少なくとも次の3つの
点があげられる。
第iに、個々の農協としても、販売・購買・金融・加工・指導などの諸機能が、必ずしもうまく
総合されていないという点であるO 系続農協のもつこれらの諸機能が、真の総合としてはたらカL
ず、単なる集合に終わっているのである。これについ℃は、いまさら具体的な例をあげる必要もな
いであろう。第2に、公式的な系統3段階の固執が、しばしば疏通効率化の障害になっているとい
う点であるO 流通施設の合理的な配置という点 1つをとりあげてみても、系統3段階を通じて責任
のなすりあいがなされるというケースがしばしばみられるO 第3に、流通最終市場の組織化という
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点である。他の販売分野と同様に、農産物販売の場合でも、流通の組織化がどこまで成功するかの
決め手はこの部分にあるが、その点で系統農協は決定的に立ち遅れている。
「これらはいずれも、これまでくり返し指摘されてきているところであり、いわば平凡な自明の
ことばかりであるO それだけではない。畜産インテグレーションとしづ方向は、その内実は系統農
協の畜産営農団地構想とまったく同ーといっていいのである。営農団地構想の根本にある流通に合
表1-1 総合商社系資本の
I ！~鴨！場 規 模 な主となる畜産会社 第 次
v三井物産 岩 手 県 花巻畜産設立44年9月 現在肥育豚年間出荷3～4.000頭（常
花 巻 市 資本金1.000万円 時1.000頭〉
; （三井物産40%、雪印食品40%、養豚組合20%)
｛伊藤忠商事 茨 城 県 霞浦畜産設立27年 現在肉啄年間出荷3～4,000頭
I 
土 j甫 市 （系列化38) 資本金 2,000万円 (44/6～46/3) 
' 
（富士製油96%、その他4%) 種啄年間出荷2.000～3,800頭
(44/9～46/3) 
1日商岩井｜長野県
:1 1上田市
日信畜産設立44年8月
資本金2,000万円
（日商岩井35%、信川｜ハム50%、
ニップン飼料10%、
大阪信州ハム 5%)
現在肉豚年間出荷
3.000頭（常時1,000頭）
子諒生産年間900頭
（長野県東信地区〉
6.6万mc常時種豚50頭〉
????
東京都千代田
区丸ノ内
ジャパンファーム
設立 44年7月
資本金授権10億
払込み 2億5,000万円
（三菱商事40旬、日清製粉、日本農
産、日本ハム、菱和飼料各15%)
九州地区鹿児島県大口市に45年4億
3,000万円投資（畜産団地構想〉
種豚1.000頭
トーメン｜茨城
石岡
県 l茨城ファーム
市｜設立40年4月資本金2.000万円
（茨城飼料60%、 トー メン40%)
現在肉啄年間出荷 5,000頭、種豚
常時250頭
i住友商事［栃木県i直営
｜鬼怒川｜
資料：吉田寛一編、前掲書、 388～389頁。
SP F豚導入 3カ年
40億円投資
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わせた生産過程の組識化という発想は、まさにインテグレーションの発想そのものである。」 (146, 
～147頁o） 
養豚インテグレーションの動向
ど（計画）
計画達 成 時
肉豚年間出荷1万頭（常時5,000頭）．種啄
年間10頭
特 事 項
? ???
①販売は雪印食品花巻加工場でハム・ベーコン、枝＂ I
肉は包装し提携スーパーへ 1; 
＠物産の加工、販売は主としてゼンチク、魚、力スー
パー、西友ストア、サンコー、東京ボランタリ－ I; 
チェーン
48年まで年間出荷1万頭、種啄7.500頭 ¢肉豚600戸農家への委託飼育を集約大型化し、一
部直営方式に切りかえる（管理農場方式〉
＠福崎へも進出中
①販売はプリマハムと芝浦へ t.: 
④46年からSp F導入
年間出荷1万2.000頭（常時1万頭〉投資8億円
4～5年間計画20万頭投資40億円
販売は信用ハムと大阪信州ハム、スーパーへ
48年まで肉豚年間出荷10万頭（常時6万頭〉
子豚は直営と委託飼育を併用（原種豚、種豚年間10
万頭）
処理場、加工場を建設
①直営の大農場の構想（母豚は直営が主力〉
＠販売は日本ハム、西友ストアーその他へ
肉豚年間出荷1万頭（ 1～2年計画）
茨城、東北一貫経営農場事業費30億円直営20%、預
託80%5カ年計画で肉豚年間出荷12万頭へ
①現在は試験農場としているが、将来は大農場建設
も
①販売は指定屠場だが、今後は伊藤ハム、西友スト l' 
アーなどへ
10万頭飼育 サミットストア、オーケーミートと結合
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第2節豚肉の流通・価格形成の基礎構造
富山県における豚肉の流通問題とその価格形成問題を検討することが小論の主題であるが、その
前提としてやはりこの節では、豚肉の流通とその価格形成に関する基礎構造について、本県の現状
ないし実態に即して検討し、考察する必要があるO この場合、（1) 県経済に占める農業の地位、但）
県農業に占める畜産の地位および全国に占める県畜産の地位、（3）豚肉の供給構造、持に豚飼養の現
状、（4）豚肉の需要の現状、（5) 豚肉の商品特性、について順次考察するO
しかし、豚肉の流通段階の前段階である豚肉の生産段階について、ことに豚肉生産の中で最も重
要な「豚肉生産の経済性J、例えば、生産費からみた豚肉生産の実態やその経営経済的分析・技術
h的分析（品種改良のことなど〉について考察することは、ここでは割愛している。この点について
は、小松和生氏の優れた研究調査とその論説があるO
1. 本県経済に占める農業の地位
そのときどきの経済情勢が各産業の動向に影響を与えることは、周知のことである。
ここには、本県経済の動向を概説していないが、例えば、鉱工業生産総合指数だけでみれば、本ω 
県の経済情勢も日本経済の情勢とほぼ同じような経過を辿っていると推測される。
ここで、本県の経済における農業動向の概要についてみる必要があるO この場合、ここでは、農
業動向として、以下の説明で用いる農業指標の慨況についてみることにするO その指標には、農地
の移動と農地価格、個別農家の農業投資状況、土地基盤投資状況、制度資金の貸付状況、組合金融
の動向、農業関係予算などがあるが、これらの点を検討することは割愛する。
本県における産業別純産出額の推移をみれば、 35～47年度の期間において、第2次産業の県内純
産出額は約5.4倍、第3次産業のそれは約5.8倍とめざましく成長したが、農業のそれは約2.5倍の
成長で、あった。
県内産業別純産出額の構成比についてみれば、農業の占める割合は、農業基本法施行前の35年度
の14.3%から41年度の11.2%、45年度の7.7%、46年度の6.9%、44年度の6.7%へと低下傾向を辿
h倒 小松和生、 「富山県における畜産経営の現状と問題点」、富山県総務部県民課、 『食肉の流通と価格形成実
態調査報告書』、昭和49年3月、 17～34頁。
'(1) 表 2ー 1 鉱工業生産総合指数 (45年＝100) 
年度｜ 36 1 37 I 38 I 39 I 40 I 41 I 42 I 43 I 44 I 45 I 46 I 41 I 48 
富山県 J36.o [ 35.2 ¥ 38.3143.7146.5 j 52.3161.9 j 12.4J86.5i100.oi 104.41112.4j 135.4 
全国 l I 142.4 I 41.1 ¥ 4s.2151.6 I 68.1 I 18.4191.51101.4l 103.3J 110.1 I 
資料：富山県総務部統計調査課、 『富山県の鉱工業生産の動き』、昭和36～48年版、により作成。
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っているが、全国の4.8%(46年度〉に比べれば、本県農業の全国に占める地位は依然として高いこ
（也）
とがうかがわれる〈表2-12）。また、 35～47年度の期間において農業純産出額の成長を支えた農家
人口の動向をみれば、農業就業人口は年々減少傾向を辿っており、 47年度は35年度の約60%と省方
(13) 
化の浸透が進んでいる。
OZ) 表2-2 産業別県内純産出額 （単位：百万円j
年 I ·~i'l'.tllml I農業 Itil I IXi'l'.業 I1'12 lki'l'.業 Ili' 3 lki'l'.業
度 実数｜構成比実数｜構成比実数｜構成比実数｜構成比実数｜構成比
% % % % % 
昭和 35 123,746 100.0 17,692 14.3 19.325 15.6 46.053 37.2 61, 939 50.0 
仕司
年度
昭3和5 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
41 286.946 100.0 32, 136 11.2 37' 383 13. 0 97,035 33.8 152, 528 53.2 
42 340.?64 100.0 41,860 12.3 47.992 14.1 117.862 34.6 174,910 51. 3 
43 394,619 100.0 45,666 1. 5 51. 715 13.1 141.712 35.9 201.192 51.0 
44 470,669 100.0 44,627 9.5 51.684 1. 0 181. 685 38.6 237,300 50.4 
45 552.968 100.0 42,578 7.7 49,443 0.9 221, 923 40.1 281'602 50.9 
46 597,510 100.0 40,947 6.9 48,972 8.2 233.574 39.1 314,964 52.7 
47 683,985 100.0 45,740 6.7 53, 721 7.81 265,404 38.5 369,860 53. 71' 
資料：富山県総務部統計課、『県民所得白書』、昭和35.41～48年版、により作成。
註 1 . 47年度は見込額である。
2.純産出額は、各年とも調整項目を含む。
表2-3 農家従事者の状況 （単位：人〉
a b 家b／人a旦ロ！（曾農5ま表家よト数E.4) 、 農人業就業口：農業当口就家り業の1戸農人
別農業就業令人口別
総人口 農人家口 農割
農業 男女 年
従事者 男｜女 16～ 130～ 150 0:上29才 49才
247,916 160,103 1.9 
1.036,23 423,064 40.8 5.3 236,853 155, 378 1.9 53品目3101・m23, 8201so, 823 3 , 155 
1.025.46 414,836 40.5 5.2 244,858 153' 144 1. 9 53,129 100,01522,099158,70733 ,830ト
1. 027' 101 406' 383 39. 6 5. 1 245,296 51.19197,02920.792 ,069' 
1.030,529 400,389 38.9 5.1 244,523 143' 1.9 9, 15394.00718,90024,97759 ,707; 
1.034.498 395,005 38.2 5.0 234,5J6 一一一一 一
1.029,690 386,306 37.5 5.0 248' 970 133, 1.7 44.92788,90718,81144.50128 '701 
1.037.495 375,531 36.2 4.9 234,466 125，一 41, 509 83.90815,645 40.09227 '719 
1.0佑46,21引γγ~~Iγ~I：~訂7叩 35.5 4.9 219,488 113.687 1.5 37, 16176,52611.076 35,S54：~5 ,532 
1.053,37 366,107 34.7 4.9 213,244 101,683 1 .1 32,53969,12410,03330,420 2 .456 
資料：富山県総合計画部、 『農業基本調査結果報告書』、昭和35,40～48年版、 富山県農業水産部、
『農業水産要覧J、昭和49年 3月、農林省、 『農林業センサス』、により作成。
註 1. 農業就業人口は、農業専業従事者と、 1種兼業従事者である。
2. 農業就業者＝ (16才以上の〉世帯員一仕事に従事しなかった人。
3. 36年2月の総人口は45年10月1日国勢調査概数である。
4. 44年2月の農業従事者のうち「農業専業従事者」と「E種兼業従事者」が前後の年と著しく違うの・
は、定義の相違による。 「専業従事者」と「I種兼業従事者」は44年は農業基幹的従事者（ふだん
仕事を主としたし、る人〕とした。
他の年では「農業専従者」の中に、ふだん住事をしないが、家事育事主で農業に少しでも従事した
人も含んでいるが、 44年はこれらの人をE種兼業従事者に含めている。
5. 表中の数値は各年2月1日現在のものである。表2-2の資料の数値とは異なっている。
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〔参考〕 農家労働者の雇用形態別従事状況 （単位：人，%〉
年度 l総 数｜ 職員勤務 ｜恒常的賃労働｜ 内稼ぎ 人夫日雇 自営業
t昭和35 140 ,975人 18.961人 33,215人 5.958人 19,984人 26,857人
40 145.766 25.348 44,879 2,41Q 47,011 19, 102 
41 144,754 26,464 47,070 5.605 48, 165 17,450 
42 149,002 26.663 49,478 5, 175 50.05斗 17 ,634 
43 146,554 25,820 50.481 4,807 46,749 18. 337 
44 150,802 24. 155 57.638 2.854 48.276 17.879 
45 167.326 27,873 63, 760 3.445 54,557 18.491 
46 122,633 26,315 67.230 2.413 26,675 一
47 166,321 28,372 73.525 2. 101 46.249 16,074 
48 167,824 28,612 77,553 2. 146 43,804 15, 709 
159.4 142.8 192.0 57. 8 273.0 68.8 
' 、 35 100.0 18.1 31. 6 5.7 19.0 25.6 
1 構 40 100.0 17.4 30.8 6.5 32.3 13.1 
41 100.0 18.3 32.5 3.9 33.3 12.0 
42 100.0 17.9 33.2 3.5 33.6 11.8 
成 43 100.0 17.6 34.7 3.3 31.9 12.5 
44 100.0 16.0 38.2 1.9 32.0 11.9 
45 100.0 16.2 38.1 .?.1 32.6 1. 1 
比 46 100.0 21.5 54.8 2.0 21.8 一
47 100.0 17.0 44.2 1. 3 27.8 9.7 
48 100.0 17.0 46.2 1. 3 26.1 9.4 
100.0 18.9 28.8 4.7 28.8 18.8 
資料：表2-3に同じ。
〔参考〕 農業雇用労働の状況 （単位：戸，人，日〉
I 1農業年雇｜農業臨時雇 l労働交換 l手 伝 ¥, 
年 度 総農家数 雇農家用数 lI雇実入人数れ 雇農家用数 iI雇延入人れ数 受農入家数れ｜｜延受人入れ員 号農入家数れ｜｜手延人入れ員
昭和 戸 戸｜ 人 p 日 戸 日 日35 82.585 274 43.999 867.727 37,075 284,868 
40 80,364 107 128 41.477 689,223 37,233 301. 559 10,486 60, 735 
実 41 79, 970 81 98 35.699 583,936 40.422 345.536 13,312 84,352 
42 79 ,463 74 90 35, 17 582,988 40,698 351.472 13.640 91 ,812 
43 79,085 60 89 34.567 572.752 39.763 348,393 13,582 90,095 
44 78, 775 115 135 35,068 551.246 41.237 362.839 11.432 74.332 
45 78,036 57 127 35.614 570.218 41.455 407, 124 12,395 90,852 
数 46 7' 149 95 208 31. 796 456,000 38, 360 344,384 10,007 65.074 
47 76, 109 一 28,517 379,014 30,679 285, 593 7,098 49,267 
48 75.252 一 一 24,354 291. 565 26,707 225,897 7 .010 45,200 
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35 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 10J.O 100.0 
40 97.6 53.2 46.7 94.3 79.4 100.4 105.9 88.9 78.7 
指 41 96.8 40.3 35.8 81. 1 67.3 102.0 121.3 112.8 109.3 
42 96.2 36.8 32.8 79.8 67.2 109.3 123.4 115.6 118.9 
43 95.8 29.9 32.5 78.6 66.0 107.3 122.3 115.1 116. 7 
44 95.4 57.2 49.3 79.7 53.5 111.2 127.4 96.9 96.3 
数 45 94.5 28.4 46.4 80.9 65.7 11. 8 142.9 105.1 17. 7 
46 93.4 47.3 75.9 72.5 52.6 103.5 120.9 84.8 84.3 
47 92.2 一 64.8 43. 7 82.7 121.6 60.2 63.8 
資料：表2~3 に同じ。
さらに、その同一期間において、農家数の動向をみても、総農家数、専業農家数および第 1種兼
(14} 
業農家数は、それぞれ年々減少し、劣弱化が続いている。
(14) 表2-4 専兼別農家数 （単位：戸〉
年度」！S:l*~ I総農；数 農家率 兼第業1農種家 ｜ 兼第業2農種家 I 乱I 
ラ令
昭和35 214,062 82,585 38.5 18, 132 35.946 28,507 64,453 
40 224, 988 80.364 35.7 6, 180 35,335 38,849 74, 184 
41 230, 630 79.970 34.7 5,595 34, 114 40.258 74, 375 
42 231. 150 79.463 34.4 4.946 32,315 42.201 74,517 
43 242.744 79.085 32.6 4.634 33,039 41.412 74 .• 451 
44 245.529 78, 775 32.1 4.568 32,955 41.252 74.207 
45 248,342 78,836 32.7 3,228 27.351 47.457 74,808 
46 2J3,347 7, 149 30.5 2.828 23, 804 50,520 74.321 
47 256,899 76, 109 29.6 2.715 20,035 53,359 73,394 
ベ 260,914 75.252 28.8 2.449 16, 103 56,700 
72,803 
%－ 100.0 一 3.3 21.4 75.3 96.7 
資料：富山県総務部統計課、 『農業基本調査』、昭和35,40～48年版、農林省、 『196G年農林農業センサス
農家調査Jおよび富山県、『人口統計調査』、 48年10月1日、農林省統計情報部、『第38次農林省統計
表』、 昭和36年、から、 『第50次農林省統計表』、昭和47年、により作成。
註 1. 数値は各年2月i日現在のものである。
2. 本県の兼業に関する地域構造分析は、例えば、北陸農政局、 『北陸の兼業 兼業の地域類型とそ
の要因』、昭和46年5月、に詳論されている。
3. 「専業農家」とは、世帯員中に自家農業以外の仕事で収入を得ているものが1人もいない農家のこ
とであり、 「兼業農家」とは、世帯員中に自家農業以外の仕事で収入を得ているものがし、る農家の
ことである。 「第1種兼業農家Jとは、農業を主とする農家のことであり、 「第2種兼業農家」と
は、農業を従とする農家のことである。
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これらのことを、例えば、 47年度の場合についてみれば、 47年2月1日現在、農家総人口は371.
837人、総農家数は76,109戸、専業農家数は2,715戸、第 1種兼業農家数は20,035戸であるO ことに、
総農家数が農業総世帯数256,899戸に占める割合、すなわち、農家率は29.6%であり、これを40年
度の35.7%！こ比べれば、表2-4の通り、低下傾向を示しているO 47年度の農業就業人口125,777人
が県内全産業就業人口579,910人に占める割合は約21.7%であり、これも35年度の37.1%に比べれ
ば、低下傾向を示している（表2-2の資料によるけ。
このように、農業就業人口の減少傾向と兼業化の傾向が強まっているが、農業経営の観点からみ
れば、その経営規模は比較的小さく、生産性もそれほど高くなく、他の産業就業者の所得よりも少
ないことなど（各年版の「農業白書Jによる比較であるJ、なお解決すべき重要な問題が山積して
いる。
間 表2-5 47年度の経営耕地規模別農家数 （単位：戸）
I 総農家数 ｜ 専業農家 I －業農家 I －業農家
実数｜構成比実数｜構成比実数（構成比実数｜構成比
% %》 % % 
数 76' 109 100.0 2.715 100.0 20,035 100.0 53,359 100.0 
0.3加未満 1o,139 13.3 258 9.5 149 0.7 7,732 18.2 
0.3～0.5ha 1 1.323 14.9 239 8.8 385 1.9 10.699 20. 1 
0.5～1.0ha 23,603 31.0 675 24.8 3,050 15.2 19.sso 1 37.2 
1.0～1.5加 17.450 22.9 726 26.7 6.922 34.6 9.802 18.4 
1.5～2.0ha 9.449 12.4 439 16.2 6,298 31.4 2.712 5.1 
2.0～3.0hα 3.890 5.1 316 11.6 3,061 15. 3 513 1.0 
3.0ha以上 255 64 2.4 170 0.9 o.o 
資料：表2-3に同じ。
表2-6 本県の農業の生産性および集約度 （単位：円，時間〉
生 産 性 集 帯J 度
年度 出r；，~；群JI:)It産［;i謀長lI正gfl(i柔道主） 芸品縮会JI:*J~ （~i藷）
昭和
40 1,688円 62.9円 226時間 60,600時間
41 2.044 689 43,800 215 63,700 
42 2.617 856 57,500 220 67,400 
43 2,792 733 63,000 229 87' 100 
44 2.808 61 57,90J 206 87,700 
45 2.567 446 45,800 178 102.700 
46 2.529 424 42,8Jr:l 170 101,500 
47 3.242 631 51 ,400 159 96.900 
資料：農林省、 『農家経済調査』、昭和41～48年版、により作成。
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しかし、本県の農業は、日本経済の高度成長過程の中にあって、最近における工業開発の急速な
発展に伴う労働力（農家経済の農外依存による農業労働力の不足〉や水や土地などの資源利用の面
で、工業と競合問題をひきおこしているO 本県の農業は、このような諸条件と自然条件の制約を受
0.6) 
けながら、しかも、近年米の生産調整の実施と米価をめぐる諸情勢の変化の下で深刻な影響を受
けたが、自らの適応性を求め、悩み、それなりの生産性の向上を図りながら、着実に進展してきて
いる。ことに、 47年、 48年と米価が上昇したことや米の生産調整が地域の実情に応、じて緩和されて
きたことに加えて、近年の世界的規模の農産物需給の逼迫、資源、・エネノレギ戸危機の発生などによ
って食料事情をめぐる情勢の変化は、国民食料の安定的供給という観点から、米の生産の重要性を
再認識させているO それだけに、本県の米を中心とした農業は、他の地域に比べて、本県の経済に
占める地位は高く、食料供給基地としての役割を果たすのに十分な条件を具備しているO 例えば、
47年度の場合についてみれば、農家 1戸当りの経営耕地は105.3ha （全国 109.9ha、全国順位は14
位。）であるが、耕地面積は47年8月1日現在、 30.300ha（全国5,683, ODO ha、対全国比約1.4%、
全国順位28位。）であり、このうち水田率は、 35年度以降低下しているが、 94.3%に及び、全国の平
均水田率58.3%に比べて高く、農業粗産出額639.263億円に占める米の組産出額426.53億円の割合
1司
も約66.7%と全国の場合の約34.6%に比べて高いことがうかがわれる。さらに、米以外の作自につ
いても、畜産をはじめとする作目を導入し、その規模を拡大する努力が続けられている。
表2ー 7 就業者 1人当りの県民生産所得の比較および労働時間1時間当りの収入額（単位：円〉
就業者 1人当り県民生産所得（労働生産性〉 農業の比較生産性
労収働1時入間雇語当Z与5札額業金り、ノ年度
農 前業加午E率ti製造前業D手l一雇事」i非民 業 農製造業業 l 農非農業 （農昔業話）＇（実数｜革 実数｜革 実数耳目昨霊
昭和35 94, 100 % 329' 300 % 321.200 % 28.6% 29.3% 180.6 
40 173.534 100.6 460. 188 109.2 581,002 120.7 37. 7 29.9 168.8 167.4 
41 200,062 115.2 530,419 115.3 652,439 12. 3 37.7 30.7 204.4 185.7 
42 266,505 135.2 630,842 118.9 745,043 114.9 42.2 35.8 261. 7 208.4 
43 298,879 12. 1 734.708 116.5 843,688 113.2 40.7 35.4 279.2 237.9 
44 308.432 103.2 899.867 122.5 993. 700 17 .8 34.3 31. 0 280.8 290.2 
45 311. 731 101.1 1.038.479 115.4 1.157.679 116.5 30.0 26.9 255.7 334.0 
46 317, 125 101. 7 1,102.597 106 .2 1.248.041 107.8 28.8 25.4 252.9 386.0 
47 372.727 117.5 1.262. 434 114.5 1.411.628 113.1 29.5 26.4 324.2 428.9 
資料：富山県、 『県民所得白書』、昭和35,40～47年版、農林省、 『農家経済調査』、昭和35,40～47年版、
労働省、 『毎月勤労統計調査』、昭和40～47年版、により作成。
註し 数値は46年の推計方法修正によって、従来公表の数値を修正した。
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資料：富山県農業水産部農産普及課、 『農業のうごき』、昭和49年3月、 50～53頁、により作成。括弧内の数値は構成比（%〉である。
阿部、 『農業のうごき』、昭和49年3月、 1頁、目次の前の表による。q甘
??
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2. 本県農業に占める畜産の地位および全国に占める本県畜産の地位
最近における本県の畜産概況を検討する場合には、まず最初に、最近の全国における農業総産出
額の推移と畜産の動向、特に豚の動向について概観する必要がある。このことは、本県の畜産の全
国的な位置づけをみるのに役立つことである。
32年以降の高度経済成長過程において、日本の農業は米の減反政策やその生産調整の進展、異常
気象などによって、表2-9の通り、 42年度から46年度まで5年連続して農業総産出額の増加率と
生産農業所得の増加率がともに低下しているO 47年度は、天候に恵まれたため米を中心に生産が回
復した結果、農業総産出額では46年度を上回る産出額50.268億円を実現した。
表2-9 農業総産出額および生産農業所得（全国〉 （単位：億円〉
畜 産
年度障産出霊｜耕種計｜養蚕l5十 押し用牛l肉用牛｜ 豚 ｜食鶏｜鶏卵｜生乳｜その他
昭3和5’18. 15.089: 2. 658 133 386 554 135 909 48u 
36 20. 1 6.1 34 600 3.363 164 474 630 199 1.220 619 
37 23. 18. 384 669 4. 071 175 537 820 247 1.456 786 
38 24. 18. 880 808 4.744 186 594 1.058 329 1 .635 892 
628 5.340 189 746 1.096 390 1.632 1,034 
40 30. 23, 704 727 6.002 235 782 1.400 450 1.930 1.154 
41 34. 26.548 976 6.738 277 714 1.857 573 1. 953 1, 325 
42 40. 31. 376 1. 242 7.593 360 746 1.867 591 2,353 1.633 
43 42. 32.749 1. 107 8,510 445 846 2.244 681 2,375 1. 872 
44 45. 34.475 1 .048 9 ,538 394 1.005 2.480 803 2.633 2, 176 
45 45, 34,421 1, 12.2 9.992 373 1.227 2.516 849 2.626 2.3:4 
46 45, 32. 167 1.040 12. 131 3. 105 1. 030 3, 131 4,551 3.293 2.539 
47 50' 35. 340 1.201 13.271 3,268 1. 338 3,375 4.953 3.617 2.673 
資料：農林省統計調査部、 『農業総産出額および生産農業所得に関する統計J、により作成。
註1.昭和46-47年は改訂数値。 47年は沖縄県を除く。 47年は概算である。
% 
61 64.69 11.844 
56 63. 05 12.671 
51 62.36 14.420 
50 60 .45 14.770 
52 59.04 16.144 
52 59. 75 18.184 
39 59. 78 20.482 
43 60.34 24.263 
47 58.60 24.827 
47 56.81 25.616 
47 57.60 26,228 
25.251 
3 29.502 
しかし、最近の厳しい国際農業情勢を反映した農産物生産の停滞、輸入飼料価格の高騰、国内的
には水産物の減収、畜産公害の発生、畜産労働力の不足という深刻な諸問題に直面しながらも、日
本の畜産は、 47年度の食肉消費量が約2.084.000t （対前年比109%）という旺盛な需要に支えられ
て、国内生産量は約1.714.000 t （対前年比6.6%増〉の増加を示し、価格の上昇もあっ℃、その生
産額は対前年比3.7%増の農業総産出額の26.4%、13,271億円を占めるに至った。しかし、畜産物
の輸入量は47年度も食肉を中心として対前年比122.8%と大幅な増加を示し、約370.00Jtに達して
いる〈表4-2も参照。〉。
次に、豚に焦点を絞って全国における豚の動向をみることにする。
まず、豚の飼養動向についてみれば、表2-14、表4-12の通り、豚飼養農家数は、豚飼養の多
頭化・集団化（養豚団地の形成〉・資本装備の進展などの様々な傾向の中で、年々減少傾向を辿つ
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ているが、飼養規模の拡大は、表2-10の通り、引き続き急速に進展している。このように、養豚
は、順調に拡大を続けているが、最近では以前ほどの増加はみられず、やや伸び1悩んでいる。この
理由としては、例えば、飼料価格の暴騰、畜産公害、畜産労働力の不足などによるものと考えられ
る。
表2-10 豚の鼠養頭数、飼養規模別農家数および飼養規模別頭数（全国〉 （単位：戸， 1.coc頭〉
年度
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総数｜ I I I I 1.000頭
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188.80印814.00叫708'300 72. 030125. 3601 4. 460 
881.6001 126.9001 106.4ool 610.280160.910!24.310I 5.5601 2.8981 1,840 
730. 301 148' 70) 543' 50) 458' 040;49' 100124. 401 6 '4101 2 '918J 1, 949) 812 
724.100! 698.2001 552.4001 461.11050.710!24.4901 6,8601 5.2521 2,8141 1, 154 
721, 701 173, 201 548, 380) 427, 580i57, 340:33, 58011 , 6801・8, 3451 6, 051 3. 260j 590 
678,7001148,1001 530,600l 374.000.70,000i44.400:17.400111.78118.07714.0911 829 
54 7' 701 138. 101 409 '601 288. 
474.6001138,4001抗加I22山肌610[29.州日帆別 8,391 5.叫市｜お51 92 
444.5001130.4001 314.1001179.50050,870:37.720:15.780112 321110.28216.1291 9491 4251 128 
398, 101 146 .8ol 251. aol 140,800国，10!29.9oJ 12. 1ol1 3. 500111. 1 ol7. 100「一万五00
339, 901 136 ,201 203. 701 107 ,200 25, 700i25. 1011 . 400112, 400111 . 5JOI 8 ,401 2, 000 
飢叫 13問。116問。｜川叩2.690j22. 1叫o，叫1，刊o，叫 9,18311.5171 吋 274 
飼養頭数
肥 育 豚 頭 数規 模 Iiこ戸り当の
豚なし小 計： 1 ～ 4/5 ～ 9110～ 19J20～29130～49/50～99110~～991 30~9～91 50~9～91頭1 以，O上00教飼養頭
昭3和5 一 一 一 一 一 2.9 
36 一 一 一 一 一 一 3.9 
37 3.583 一 一 一 一 一 一 一 一 4.1 
38 3,418 一 一 一 一 一 一 一 一 一 4.7 
39 3,924 698,700 5.048, 9193 6069 739, 4784 5036 602t~~ 7096 489. 5.4 000 。 00 。 。 。 。 000 
40 4,907 980 3,917 1.007 459 517 316 345 523 323 6.8 
41 6.180 1'132 5,048 919 607 739 478 504 603 709 489 9.1 
42 5,621 1, 063 4.558 71 397 573 391 443 612 803 129 10. 3 
43 5,413 1, 103 4,309 576 328 467 325 431 604 886 279 256 158 11.4 
45 6.335 1,236 5,099 478 447 601 437 521 775 1,000 355 279 206 14.3 
46 6,904 1.667 5.237 372 335 488 320 591 823 1.298 1,010 17.3 
47 6,985 1.679 5,306 287 223 404 315 544 1.207 20.5 
48 7.313 1. 732 5,581 258 206 361 288 495 82 1.581 1, 568 24. 1 
資料：農林省統計情報部、 『畜産統計』、昭和35～48年版、により作成。
註 1.飼養頭数は、表中の数値となるように4捨5入している。
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豚枝肉生産量は、表4-12の通り、年によって多少の変動はあるものの堅調な需要の増加に支え
られて、趨勢としては高い増加率を維持している。特に、 47年度の枝肉生産は対前年比約1.1倍増
の769.4tであり、食肉生産量に占める豚枝肉生産量の割合は約44%と最も高く、依然として食肉
消費の第 1位を占めている。また、豚肉の精肉用も加工用もともに堅調に推移しているo
豚枝肉価格（豚枝肉市況〉は、需要の増大に対して園内生産量が鈍化していることから、表4-
15の通り、特に47年度は安定上位価格〈豚「自上J物1k手当り440円）を上回る高値基調で推移した。
(48年度は飼料暴騰の影響を受けて豚肉市況は高騰している。〉このため、政府は、豚肉供給の増大
を図るために、 46年度に実施された貿易自由化と関税の減免措置付7年4月15日から47年10月31日
まで〉によって、表4-12の通り、 47年度の豚枝肉輸入量は67.932.3tへ〈前年度27.203.9tの約
2.5倍〉と大幅に増加した。飼料の輸入依存を無視して考えれば、自給率二圏内豚枝肉生産量÷
（国内豚枝肉生産量＋豚肉輸入量〉は約92.7%になる（46年度は約97%と高かった。〉。
以上のような全国における豚の動向の中にあって、本県における畜産部門、特に豚について35～
48年間にあらわれた主要な5つの経済指標は、表2-11の通り〈ただし、ここには41～48年度のも
のを示している。）である。
表2-11 全国に占める本県畜産の地位
年 度 42 43 
富山a県I全b国I ajlυ、｜｜全順位国富山a県I全b国I a/hυ｜全順国位富山a県l｜ 全b国I a/b I全順位国
飼飼飼F養F農盟農頭管家室数率t戸頭T拓j1 3.1 o~l 714 ；~＇. o ~~~~I川91！~~ ：：認3.6 .9 豚 151但°15160，犯 1.0 3155;96015975.~00 0.94 3 16. 7 7.2 232. 3 9.4 .2 206 .5 3 
4, 690 504.667 0.9 5,472 520,755 1. 05 
肉
枝飼1戸養当肉養り飼生農頭養家産頭数量数率（（（戸E頭：l 44 1. 770 1066i~~（日JI 0.17 44 2. 0.5 2.5 用 3.51 11576,900 0.22 44 3.13 1551, 70 0. ~~ 4~ 1. 1.4 107.0 8 1.8 1. 113. 
牛 1. 14 1 56' 1 351 0 . 73 9,445 160,602 0.59 
用牛乳 生飼1戸養乳当養り生農飼頭養産家頭量数率数l~千（（頭戸頭~l 0.44 42 1, 490 346,900 2. 6.4 5,i~~ 6.3 5,5 1309.970 o.~5 i~ 1376, 10 0, 43 3 3.6 97 4.0 97. 19 
18 3.414.0 21.0 4.016.0 0. 52 
鶏
鶏飼1戸養養卵当 り生農農羽飼養産家家数羽敬量数率l 千（（（（戸羽羽~l ~~~~I ;r~ 2508.400 0. 701 42 ~92 11~~§00 0.1 39 1祖”。 126；~~~ 1.04 rt 卵 26.2 .5 89. 23 45.9 7 1 8.6 7 7' 680 102 000 0. 7 15,390 1394,000 1. 10 
食
財持宝E拡（霊訪務器j） 
o ＇. ~g 19, 160 
o.：。．2剖目司40 8副引 18,6~~ 
0.43 43 
0.34 0. 1. 
105 21.920 0. 43 3 ,365 0.1§ 42 
鶏 1.050 246:6？~ 91 2.~t L6s6 166, 6 2.472 3,751 382.061 0.98 
事 IJ開輔副）1329~§116~：制 I I オ 11司 0:1~1352. 195,076 . 
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総！喜望I！町一括 ／ 出額（%） 10.2 19.2 ｜「11.6 8~：~~1 0.931 20.1 
地家面積数（加~ 174,6461 I I I I I : I ~1 .2 73, 5897 .OOJ 1.4 30 （戸 79,970 I~. 4~~ 5419. ooo , . 45 33i79. 6g5j535o.120 i. 4 3 
年 度 』 44 ~b 45 ~~b 県l全b国la/b I議富~県I ~b 国 I a/b I高富L県！よ国 Ia/b I融
豚 飼枝飼1戸養養当肉養り飼農生農頭養家産家頭数率数量数！頭戸9：！
2, ？｜川川川川山0.4川川佑何吋γii:;:5: ：~： J, 泣~I＿：~伊いii 犯制批8ι， 0. 31 40 1. 7.5 
55298 5429,08" 1.03 3 56.40016335i000 0.89 48,40 69つ4,000 0.70 38 
6. 1. 8 226. 3 32. 8 4. 3 229. 4 39. 1I,/ 229.5 5 
5.26 508,461 1.04 6, 1 q 734, 1961 0.83 6571. 833, 4 0.79 
肉
枝飼1戸養養当肉養り農農飼生養頭家家産頭数率数量数（（〔（（戸頭頭吋J 44 1.8 7.8 1.3 16.9 1.2 14. 用 3, 100 1794, 780 0. 17 44 3' 180 1789 '000 0. 1 42 3.42iJ 1759. (JQ 0. 19 42 
2.2 1.9 115.8 9 ~80 2.0 150. 3 3 7 2. 168.2 4 
牛 1.174 ?15,96リ 0.54 1, 4 278,039 0.5 1497.6 296' 16 0 .51 
用牛乳 I 層生飼1戸重乳当養り生量飼産頭養豪頭量数華数（（頭干（頭zのl .3~： 421 850肌制日初｜I 43 6.1 1.4 5. 7 .1 ~.2 6 1663.360 0.43 44 6,8;01804,oou 0.38 44 6,8001856,000 0.37 44 ~. 1 1 02.0 17 6 .4 5. 9 108.5 16 8.0 6.6 121.2 13 
I 4,50 ,0 0.55 22.51 4,761.0 0.47 23.21 4,819.8 0.48 
鶏
鶏飼1戸養養卵当 生農羽飼養産家数羽瞳数量率（千（（（戸羽弱）） 1 it~~ 1941,000 0.59 42 引川山d 叩；~1 o ： ~~I 4「：12ドド円円主~·日悶淵刈！3泊訓訓釧90／仙ol山川1i ；~1 ~I 36. 1 1 . 9 31 . 8 6 . 9 25. 7 157sr~6 i. 34 29 2,415 169,277 1. 28 877 172.226 41.6 24 
卵 り ＞ Ts3 .2 226.2 8 259. 4 9. 4 26 6 3. 8 125. 0 7. 4 t) 19.57J 1569.0JO 1.25 23,03J 1684,595 1. 9581801 ,319 1.5 
食盟♂ 鶏飼飼飼1肉戸生養養当産り量聾民飼羽（養廃家数鶏羽数率数を｛千含（｛戸羽珂む）） ） ） !r'日2引＇.＇. 17. 3~t1 0.62 39 120 17,740 o. 0.1 0 0.2 0.4 4 ,08  81 36 479 53,7 0.89 35 510 63, 113 0.8 34 
3. 2,36 129.5 17 4,435 3.0 145.5 12 4,§50 3,558 11984 12 
4, 520.40 0.92 5,335 595,9 I 0.901 5, 44 639 ,974 0. 4 
理IJ鵠臨ま昌弘＋I 13! 13.お1 0.8il ) 384.7222,876 17 I 13~1 15.刊0.881462. 290.927 0.16 I 1叫 15J~31504.01 305. 5 0.2 
総l害報I自蜘括 ／ 出額（%） 13.8 9. 53:1 0.941 21. I 98 ：~／ 15.7 21. 1112.~l 11.35~ 19.1 26 
奪｜童
～商襲（加~ 173，おi悶 2州1. 451 28i73 '882卜；＇~6 ，刊 1 ： ~~i l~i ：印4同1サ 71 （戸 78,77I 78.0365 1,800 1 4 3377,14915260,670 1.4 
年 度
-gJ1県I~b 固い／b I観富み｜全b国Ia/b I鐸
飼飼枝1戸養養当肉養り農農飼生頭養家家産頭数数率量数（（（（（戸頭頭帽t） ） ） ） 1,1「糾；il52J；~f7：：~~m1 2~~~： :1 6.5 1.2 6.2 豚 4680 69852000 0.67 3952,200i490,0（山 0.70 40
40. 0.6 196.1 10 59.5 24.1 246.9 5 
6594. 769,056 0.86 
肉
自飼枝1戸重当肉養り量飼生頭養霊産頭童数数量！~頭頭tl 0. 1 44 0. 120~ o. 7 1. 用 3,9 1749 ,O 0.22 42 4,1601818,0U 0.23 41 5 2.6 211. 5 3 8.1 3. 270.0 ~ 
牛 1. 7 294,680 0.59 
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乳
自宇生戸重主乳生量議産豪議量華（i千事~： :; 四剖日~ 242. 901 0. 34 42 61~ 212,300 0.29 42 4.6 o. 6・ 1 用 6, 1819，判。.37 44 6,430 1780, 0 0.36 44 7. 51 10. 7 16 10.5 8.4 125.0 13 
牛 2 4.937.31 0.46 
鶏
飼鶏1戸養養卵当 り生農農飼羽養家産家数羽量数率数（千（（（（戸羽羽~l 3,32~ 1058,000 0.31 45 1. 970 8461~·~~ 4. 20.1 2.6 2.~5~ 164.034 1.48 2~ 2,f9 163.n~ 1.45 27 
卵 115 48J.9 1 563.2 32.492 1794,816 1. 81 
食鶏 飼鶏1戸肉養養生当産り農飼農羽（廃雫家鶏数Fを数率数l千含ぽσ（羽む長）） ） ） ｝
102 15.259 0. 67 371 i[ 14.511 D.681 37 
o.3 o.~ o.3 
67,98 0.67 38 52 80, 17 0.66 37 4 ，~日4~t 4,45f 100.0 21 5,3槌 5.52~ 97 .51 19 
6, 626,500 0.99 
飼料｜｜草配地合造飼成料面流積通累量計（千（年t計） i 1691 20' 1201 0. 841 ) 537 .8 338 ,600 o. 1 
総 1書室！i!（億円） Iペ13.27:11.481
括 ／ 出額（%） 19.8 26. 
～面 l~~j 181吋戸）76,1095170,430 1.47 
資料：富山県農業水産部畜産課、『富山の畜産』、昭和41～42年版、昭和44～48年版、
により作成。
註 1. a/bは富山県が全国に占める割合である。
2. 数値はいずれも各年2月1日現在のものである。ただし、草地造成面積累計
は各年3月31日現在、耕地面積は各年8月1日現在のものである。
この期間における本県の豚の主要な動向の概況としては、少なくとも次の4
つの特徴があげられる。
第1に、本県の農業総産出額と農業粗産出額をみれば、表2-12の通り、こ
れらの指標は年々増大傾向を示しているO ことに、農業組産出額は、 35年度に
は269.82億円であったが、 47年度には639.26億円となり、この聞に約2.3倍に
増大しているO しかし、 47年度の本県の農業粗産出額は全国のそれ（50.268億
円〉の約1.3%を占めているにすぎない〈表2-12）。
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表2-12 本県の農業粗産出額とその構成比 （単位：100万円〉
iF~ 1:£E~：1 計 米 野菜そ他 畜産養蚕i実数｜構成比l実数｜構成比1実ぷ構成比実数｜構成比実数｜構成比
昭和
27.264 23,957 21.4831 
% % % % % 
35 1, 031 1.442 2,6~~ 28 41 49,%5 43.435 37,771 76.3 2,873 5.8 2.791 5.6 5, 1 10.3 §z 0.0・1 42 62, 145 54,361 48,580 78.6 3,001 4.8 ~， 770 4,4 6,§56 10.1 0.0 43 68 .330 59.~J~ ~~， 435 3,589 5.3 .049 4.5 7, 0 1 .6 30 0.0 44 66,20~ 5, '728 3, 721 ~.6 3,399 5.1 9.0H 13.7 30 0.0 45 6~.00 50,363 41. 838 4.614 .6 3,911 6.4 9,8 16.: 37 0.0 46 60. 11 47 ， ~~6 38.931 65. 4,562 7,7 3.952 6.~ 11.2 4 19. 37 0.0 
47 65,954 50. 0 42.653 6. 4.055 6.4 4, 172 6. 12.662 19. 35 0.0 
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年度 種加工 I! 除'l¥i I Ull'.fil'l
昭3和5 
実数｜｜構成比% 種加工原． ｜実数 1｜構成比% 
i 41 1,3 2.6 460 49,446 100.0 
4~ 1.49~ 2.4 479 61, 666 100.0 
! 4 1, 32 1.9 808 67.522 100.0 
! 44 1,316 1. 1 883 65, 324 100.U 
45 1. 729 2.8 1.046 60,961 100.0 
: 46 1. 334 2.3 1,008 59' 103 100.0 
47 2.376 3.7 2.028 63,926 100.0 
資料：農林省富山統計調査事務所、 『富山県農業所得統計（試算）』、昭和35.41～47年版、により作成。
註 1. 既発表の45年度における耕種の「野菜」、「その他」を一部修正した。
2. 10万円以下を4捨5入したので、合計が内訳に合わないものがある。
3. 構成比欄で0.0%とあるのは、微量であるため数値にあらわれないものである。そのため、
組産出額の構成比は内訳に合わない。
4. 35年度の控除分は、農林省統計調査部、『第38次農林省統計表 36年』、昭和37年12月、
によって、 282百万円とした。従って、粗産出額は26,982百万円となる。
畜産物の粗生産額をみれば、これは、 47年度には126.624億円であるO これを35年度の21.70億円
に比べれば、約5.8倍に増大している。しかし、 47年度の畜産物の粗生産額が全国のそれ（13.271
億円〉に占める割合は約0.95%であるにすぎないが、表2-13のように、その割合は年を追って増
加している。
畜産物の組生産額は表2-13の通りであるが、その構成比は、 47年度には農業粗産出額639.263
億円の19.8%となり、米に次ぐ地位を占めている。この傾向は35年以降ず、っと続いているO
畜産物の粗生産額の中でも豚肉のそれをみれば、表2-13の通り、 35年以降常に畜産物全体の25
%前後を占めており、本県の畜産物の中で鶏卵とならんで重要な地位を占めている。そして、豚肉
の生産流通は本県の豚肉の生産流通の中で大きな影響をもつまでに発展してきている。
表2-13 本県の畜産物の組生産額 （単位： 100万円〉
i豚 肉｜牛 肉 l牛乳｜鶏肉｜鶏卵（その他｜計
年度 生産額｜構成比生産額l構成比生産投構成比｜生産額（構成比！生産額！構成比生産額｜構成比生産額｜構成比
昭3和5 % % % （；／，＿ν ？ I 2,1~0 % 
17. 9 15 16. 1 90 7 100.0 40 1,252 28.6 781 231 ~－ 3 1,288 29.~ 106 }・6 4,3 3 00.0 41 1,493 29.0 697 13.5 8J 15.6 445 .71,539 29. 154 .3 5, 133 10.l! 
!} 1.873 29.6 637 10.1 92 14.8 483 7.7 2,2[J5 35.2 131 2.6 ~：§~~ 100.0 2,452 31 1 650 8 . 2 1 . 04 1 3.2 621 7.7 2,958 37.5 m 2.3 10. 0 44 2.640 28.9 n~ 9.4 1,16 12.7 791 8.~ 3,501 38.2 2.3 9.015 1~0.0 45 2,6 0 26.5 9.9 1.18 11.1 834 8. 4, 196 42.5 43 1.6 9,874 1 0.0 
46 3,0~0 26.8 1, 157 805 7.1 4.988 44. 24 0.2111.286 100.0 
47 2,7 6 22.0 1,489 1. 7 1, 32 10 . 4 965 7.6 6,074 47.9 27 0. 412' 662 100. 0 
資料：農林省農林経済局統計情報部、『農業調査報告書J、 「農村物価賃金調査報告書』、 『牛乳乳製品
調査報告書J、昭和35,41～48年版、により作成。
註 1. 豚肉、牛肉は枝肉換算であるが、鶏肉は生体である。
2. 生産額は「組」 (Gross）概念、である。
3. 数値は100万円以下を4捨5入している。
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第2に、豚飼養の面では、飼養農家数は年々減少傾向を辿っている（表2-14）。飼養頭数は、 35
年度以降42年度の55,960頭まで急増し、 45年度まで横ばいし、 47年度の46,800頭まで減少したが、
48年度から増加傾向にあるO 子とり用めす豚（6か月以上の繁殖用めす豚〉は38年度以降ずっと増
加している。 45年度以降の豚飼養頭数は、全国で40位であるが、豚の 1戸当り飼養頭数は、全国で10
位以内であり、特に48年度の 1戸当り飼養頭数59.5頭は全国（24.1頭〉で5位と全国的水準を上回
っている。
第3に、豚枝肉の生産面では、表3-22の通り、 44年度に5,573tと一時的に減少したものの、 35
年以降年々増加しており、 35年度の生産量，，120tは47年度のそれの6,595tへと約5.8倍強増加し、
生産額もその同一期間内で増加しているO
第4に、このような状、況の中にあって、最近では、子豚や肉豚〈成豚〉の生体取引価格や豚枝肉
価格の好調に支えられて、比較的収益性の高い肥育経営においては成豚の利用を中心として肥育規
模が拡大し、飼養形態にも変化があらわれ、多頭化の飼養が順調に進展しているO しかし、後述す
るように（表2-15）、肥育豚規模それ自体は、 38年度以降1～4頭の飼養農家数が最も多く、依
然として小規模で、あるとみなさざるをえない。
以上のような豚に関する動向の概況とならんで、肉用午、乳用牛、食鶏、鶏卵などの畜産動向は、
全国の水準に比べて極めて低位の水準にあり、本県の畜産が、気候風土、畜産労働力、畜産公害、
畜産金融、輸入飼料の高騰、その他の厳しい制約条件の影響を蒙むり、相当な不振状態にあること
がうかがわれるO
3. 豚肉の供給構造、特に豚飼養の現状
豚飼養の現状は、豚肉の供給構造ないし生産横造を明らかにし、生産段階に後続する流通段階と
消費段階に及ぼす大きな影響を明らかにする場合において決して見逃してはならない極めて重要な
ことであるO
48年2月 1日現在、本県における豚飼養の現状には、次のような特徴がみられるO
本県の豚の飼養頭数は、 52,200頭であり、飼養農家数は880戸である。このことは、飼養頭数で
は全国（7,490,000頭〉の約0.70%であり、飼養農家数では全国（321'100戸〉の0.27%ほどである
ことを意味する。これらの点からみた本県の全国に占める地位は極めて低く、飼養頭数では全国41
位、戸数では全国40位であることがうかがわれるO 表2-14の通り、 48年度の飼養頭数および飼養
農家数は、それぞれ35年度の17,210頭、 6,370戸に比べれば、この聞に、飼養頭数は約3.0倍増加しL
飼養農家数は約13.7%弱減少しているO このため、 1戸当りの飼養頭数は、 35年度の2.7頭から
48年度の59.5頭へと年々増加し、 この期間に2.2倍ほど増加しているO 48年度の 1戸当り飼養頭数
59.5頭は、全国（24.1頭〉の水準を上回っており、全国5位の地位を占めているO さらに、子取り
用めす豚（ 6か月以上の繁殖用めす豚〉の飼養頭数をみれば、これは35年度の2.030頭から48年度
の6,330頭へと年々増加し、この期間に3.1倍ほど増加している〈表3-15）。
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表2-14 本県の養豚の全国対比 （単位：頭，戸）
年 度 富山a県｜ 全 b 国 ｜｜増富山加県率の｜｜増全加国率の l｜ 
［ 飼養農家数 11 P''B＠養頭数
ゆ富d県I全 d 国｜｜は全国b/d1｜富山県ν
昭3和5 1,91川｜ 100~ 100~ % O.~i 17 ,210 0.90 779, 120 2.4 2.~ 36 17,840 2.639,950 103.6 137.1 0.61 6,340 929,900 0.68 2.9 2. 
~~ 25,7§~ 4,032,740 149.4 210. 3 0.~1 6,210 1, 825.260 0.60 3.9 4. 1 28,4 3,296,000 1~t2 171. 8 0. 6 4.260 802,560 0.51 4.1 6.~ 39 ~5·7し0 3.461.280  . 6 180.~ 0.85 8.820 +11.g~o 0.51 ~－ 0 7. 、 40 ·~~o 3,975,960 ~ .8 207. 1 .01 3,650 01. 0 0.51 .7 1. 0 41 51. ~ 5.158,370 01.1 1. 05 3, 100 714.300 0.44 7.2 1~.3 42 55.96 5,9~5,000 325.2 311. 6 0.90 2.880 649.500 0.44 9.2 1 .4 
43 55,000 5,5 5 ， ~~o 319.6 288.6 0.99 2,330 530,600 0.43 10.4 23.6 
44 5g,980 5.429, 0 3~i·5 283.l 
1.0日・i目7! 百3:印 2, 100 46 ,030 0.45 11.8 26.J ~g 5 .400 ~， 335,000 3 .7 330. 0. 1. 720 445,500 0.39 14.3 32. 48.400 ,904,000 281.3 360.0 o 1.220 398,300 0. 31 17.3 39.8 
47 46.800 6,985。,000 271.9 364.3 0. 1. 160 339.700 0.35 20.5 40.4 
48 52.200 7,49 ,000 303.3 390.6 o. 880 321. 100 24.1 59.5 
資料：富山県農業水産部畜産課、 『富山の畜産』、昭和38～48年版、 農林省畜産局、 『食肉関係資料』、
昭和47年、 農林省農林経済局統計情報部、『畜産統計J、昭和35～48年版、により作成。
註 1. 数値は各年2月1日現在のものである。 1戸当り飼養頭数は4捨5入している。
2. a/b、c/dはともに全国に占める富山県の割合である。
本県の豚飼養の経営規模につい℃みれば、 20頭以上層の戸数は、 48年度では本県の肥育豚飼養農
家数460戸のうちの約55.0%強に相当する255戸であり、 37年度の飼養農家数3,779戸の約4.0%強に
相当する 154戸に比べて、相対数ではこの期間に減少しているが、その構成比では増加傾向を示し
ているO 50頭以上層の戸数は、 48年度では460戸のうちの約35.8%弱に相当する165戸であり、 39年
度の2.511戸のうちの約3.7%強の95戸に比べて、この期間に増加しているO また、 1～4頭層の戸
数は、 37年度の全飼養戸数3,779戸の約76.9%にあたる2.905戸から48年度の 130戸へとこの期間に
著しい減少傾向を示している。
1戸当りの飼養頭数は、 35年度の2.7頭から48年度には59.5頭へと増加しており、多頭飼養化の
傾向が着実に進んでいる。このような多頭化傾向を、 48年2月1日現在においてみるために、平均
飼養頭数3.900頭を上回り、しかも、肥育豚飼養農家数460戸の35.8%ほどを占める50頭以上層をみ
れば、頭数では39,000頭のうちの34.440頭で約88.3%という大きな割合を占めていることに注目し
なければならない。この48年度の平均飼養頭数の場合を39年度のそれの約3.410頭に比べれば、 1.1 
%弱ほど増加し、 39年度における50頭以上層の頭数34,10頭の約36.2%に相当する 12,370頭より
も2.7%強ほど増加していることになる。さらに、 100頭以上層でみれば、 48年度では戸数で880戸
の約9.8%強にあたる86戸、頭数で肥育豚頭数39,000頭の約71.0%強にあたる27.715頭であるO こ
のことは、規模の大きな経営飼養農家が飼養頭数では大きな割合を占めていることを意味するO そ
して、このような比較的大きな規模の経営が多数の分散した零細規模経営とともに併存していると
ころに、本県の肥育豚経営の経営的特徴がみられるO
豚の飼養を経営形態についてみれば、繁殖経営と肥育経営とに分けられる。繁殖経営は、死亡危
険率の高い生産段階を担当する経営であるために飼養頭数に限界があり、他方の肥育経営との兼営
の程度にも限界があると考えられて、比較的零細な規模で繁殖だけの経営が行なわれている。 48年
農家
数
構
成
比
頭
数
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表2-15 豚の飼養規模別農家数 （単位：戸，%〉
｜同 m~ 育豚規模 ｜ 
昭和なし 1～頭15～9110～19120-29130--4均｜～州I Q～ 130～ 150～ 1 I1 0川 1小計 合計：
4 I 299 499 999 
-35 5 ， ~~9 360 207 6, 166 36 1 ,053 4. 7 252 305 33 51 35 10 30 4.~r 5,80~ ~~ 690 2,9 5 400 320 58 一 一 3, 9 4つυ .469 i.6~~ 2. 151 348 298 i56 63 38 15 一 一 3,0 9 ,853 39 1,653 343 145 142 164 83 40 2.570 3,653 
40 l~~ 1.383 200 390 60 227 86 46 8 2.400 3. 180 41 1. 113 861 287 185 195 108 51 7 6 2,313 2.950 
l~ 61 848 ~~~ 222 121 94 137 65 12 ~ 1.769 2,380 624 645 23l 17 118 112 72 14 一 1.546 2. 170 
45 332 n~ 203 196 112 116 11~ ~5 14 5 1,388 1. 720 ' 46 460 120 190 60 102 
§3 
8 2 76U 1.220 ' 
47 378 140 80 130 6 12 2 780 1. 160 
48 130 60 20 30 60 79 70 12 2 2 460 880 
一 一一 一 一
36 18.2 5.2 0.5 0.5 81.8 100.0 
37 15.4 65.0 8.9 7.1 1. 3 1.1 7.8 2.§ 一 一 一 84.6 100.0 
38 20.3 ~5.8 9.0 7.7 4.0 1.6 9.8 3. 一 一 79.7 100.0 
39 29.6 5.2 9.4 3.9 3.8 4.4 2.2 1. 5 70.4 100.0 
40 24.5 43.8 5』 6.3 12.2 1. 8 7.2 2.7 1.4 0.2 0」~IL日2~o 75.4 100.0 ' 41 21. 6 37. 12.3 9.7 6.3 6.6 3.6 1. 7 0.2 78.4 100.0 
42 ~~.6 35.6 1. 0 9.3 5.0 3.9 5.0 2.7 0.5 74.4 100.0 43 .7 29.7 10. 7 10.5 5.4 5.5 5.1 3.3 0.5 0.2 一 71.3 100.0 
45 19.3 32.0 11.8 11.3 6.5 6.7 6.6 4.1 0.8 0.2 80.7 100.0 
46 37.8 10.7 9. 15.6 4.9 8.4 4.5 7.4 0.7 0.0 0.1 62.2 100.0 l 
47 32.5 1. 2 10.3 12.0 6.8 12.9 8.0 5.9 1.0 0.1 0.1 67.5 100.0 
48 47.7 2.2 3.4 6.8 8.9 7.9 1. 3 0.2 0.2 52.3 100.0 
資料：富山県農業水産部畜産課、 『富山の畜産』、昭和39～48年版、 農林省農林経済局統計情報部、『農
林調査』、昭和35～48年版、により作成。ただし、昭和44年の場合は資料がない。
註 1. ラウンド‘の関係で、内訳の計は必ず、しも合計に一致していない。
2. 「肥育豚規模」とは、現在肥育目的で飼育している豚で、実際には① 6か月未満の子豚から販
売予定の子豚を除き、① 6か月分以上の豚から子取り用めす豚および種おす豚を除いて、①と
①を加えた頭数とする。
3. 「肥育豚なし」とは、調査日現在豚を飼養しているが、肥育豚のいないもの、例えば、子取り用
めす豚のみ飼養する農家などを意味する。
4. 35～43年の数値は各年とも12月1日現在のものであり、 45～48年の数値は2月1日現在のもので
ある。
表2-16 豚の飼養規模別頭数 （単位：頭，%〉
｜吋？ 肥育豚規模 合計 A～高百＼5～9[10～19[20～29:30～49:50～991100 2～991300 4～991500 9～9911.000～I 小計
39 8.370 4.0901 5,300 2.320 3,380 6.640 5.780 6.590 34, 100 42.47J 
、一一一一－－一一一一一一ーノ
40 6.860 4.620 2.890 6.640 1.400 8.810 6.520 7,510 3.330，一ー一ー一一7一_§9一ー一ー一一一一ー J 42,480 49' 340 
41 6.340 5.160 2.950 4.680 4.790 8,020 8,690 8,720 2.520 5,690 51.220 57.5601 
43 9,869 2.966 3.346 4.107 3.193 5.100 9,55111.853 4.790 3,200 - 48,121 57.9901 
45 7, 150 2.480 3,080 3,950 3. 180 5.385 9,83612.463 4,810 4.089 - 49,300 56.900 
47 7.000 530 660 2,490 1.870 5,590 7.31 13.300 4.840 1,320 1.870 39,800 46,800 
49 8' 560 , 22 J 1.51 0 2' 510 1. 580 4' 720 4' 21日!16.700 3,560 550 3.2~0 39,800 43,3001: 
48 !1吋 45J 450 30J 85012.480 6.72 16,500 5,400 1.520 4.295 39,000 52.200; 
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39 19.7 9.6 12.4 5.4 7.9 15.6 13.6 15.5 80.3 100.0 
、一ー－~一一ーーノ
構 40 13.9 9.3 5.8 13.4 2.8 17.8 13.2 15.2 6.7 15.4 86.1 100.0 
41 11.0 8.9 5.1 8.1 7.9 13.9 15.0 15.1 4.3 9.8 89.0 100.0 
' 42 10.8 6.0 6.7 7.0 5.8 7.4 18.7 18.3 7.2 9.5 2.1 89.2 100.0 ；成 43 17.0 5.1 5.7 7.0 5.5 8.7 16.4 24.3 8.2 5.5 一 83.0 100.0 
45 12.5 4.3 5.4 6.9 5.5 9.4 17.2 21.8 8.4 7. 1 87.5 100.0 
46 17.7 2.5 3.1 5.1 3.2 9.7 8.7 34.5 7.3 11.3 6.7 82.3 100.0 
比 47 14.9 1. 3 14.1 5.3 3.9 11.9 15.6 28.4 10. 3 2.8 3.9 85.1 100.0 
48 25.2 8.6 8.6 5.7 16.2 10.3 2.9 8.2 74.B 100.0 
資料：表2ー 15に同じ。
註 1. 39～43年の数値は各年12月1日現在のものであり、 45～48年の数値は各年2月1日のものである。
2月1日現在、豚の飼養農家数880戸のうちで、子取り用めす豚（6か月以上の繁殖用めす豚〉の飼
養農家数は420戸と約47.5%を占めるが、この飼養規模は、表2-16、表2-15によれば、平均約
31.4頭（13,200頭÷420戸〉であるO これは全国平均の約3頭を大いに上回っているから、 この点
ιにも本県の繁殖経営に関する特徴がみられる。しかし、 39年度の平均飼養規模は約7.7頭（8,370頭
÷1,083戸〉に比べれば、約4.0倍に増大している。このことは、繁殖経営規模の方が肥育経営よ
りも多頭化の規模において増大する傾向を示していることを意味し、さらに、子豚価格の安定化対
策によって子取り用めす豚の飼養がある程度奨励されていることを意味していると推測される。
表2-14のように、本県の豚飼養頭数が増加した理由にはさまざまなことが考えられるO この場
合、少なくとも次の諸要因を指摘することができる。
表2-15において、 50～69頭および200～299頭といういわば中堅層の進出とそれに伴う飼養占有
率の増大であることが指摘できるO これらの層は自営専業養豚ともいうべき家族経営であり、その
下限部分が耕種農業との結合関係におかれていると推測される（表2-12）。これらの層よりも上
の大規模層500頭以上の層という企業的養豚層も傾向としてはみられても、供給生産面における役
害山主それほど大きくないであろう。前述の事業的養豚経営の出現はどのような意味をもっているの
であろうか。一般に、肉豚流通における諸形態は流通の一方の担い手である流通担当者の性格・資
本と肉豚生産者の性格との相互関係によって基本的に決定されるならば、そのような専業的養豚経
営の出現は、本県下の肉豚生産流通のあり方を考える上で根本的解明を必要とするところである。
この層の増加傾向に対して肥育豚10頭未満の副業的零細飼養経営は前述のように減少傾向を示して
いる。また、 10～29頭層、 30～49頭層、 50～9頭層も戸数、頭数において減少傾向を辿っている。
このような生産者の動向が、かつての家畜商の活躍分野それ自体を鈍化させながら、商人資本の性
格や最近の総合商社系資本や農協系資本の性格にも影響を与えることは明らかである。さらに、 10
頭未満の零細規模の生産者層が長期的には減少傾向を示していると同時に、依然として飼養農家数
において大きな割合を占め〈表2-15）、飼養頭数においても大きな比率を占めているという現状
も本県における豚肉の流通機構を検討する場合の基礎構造として注目しておかなければならない。
このような生産者の動向の中で、県下の48年4月現在の飼養頭数は、 53,797頭であり、このうち
の28,010頭は県東部管内いわゆる呉東における飼養頭数であり、残りの25,787頭は県西部管内いわ
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ゆる呉西における飼養頭数であるO 本県の48年4月現在の飼養農家数は、 48年2月1日現在の880
戸よりも増加して933戸であるO このうち東部管内では505戸、西部管内では428戸である。それぞ
れの地域ではそれぞれの立地条件と経験や技術や知識の集積とを生かした養豚進展の時間的経過を
もっている。
41～48年度における豚飼養の現状を市町村別に分類してみれば、表2-17と表2-18の通りであ
る。例えば、 48年4月現在、黒部市が7.886頭で群を抜き、県東部養豚の中心的位置を占めている。
また、県西部養豚の中心的位置は6.513頭を擁する高岡市が占めている。この高岡市に隣・近接す
る砺波市が4.396頭、小矢部市が4.104頭、氷見市が2.819頭、福野町が2.538頭と続いている（図2
-1、表2-18）。また、県東部では、黒部市に次いで、立山町が3.694頭、滑川市が3.690頭、富山
市が3.480頭とほぼ並んで続き、さらに、魚津市が2.310頭としづ序列になっている。これらの市町
の総飼養頭数は、 41.430頭となり、これだけで既に本県飼養頭数53,797頭の約77.0%を占めている。
表2-17と表2-18を表2-14、表2-15、表2-16に関連させてみるならば、既述のように、
1戸当りの飼養頭数が増加し、飼養形態の中で肥育豚経営は多頭化・集団化・インテグレ｛ション
化の傾向を辿っていることとならんで、他方において、わずらわしい農家副業的養豚から他産業へ
の賃労働へ転身する農家人口もあって副業的養豚は後退している市町村のあることがうかがわれる。
このような零細規模の養豚の経済性に関連して地域内部の養豚再編成が進畏していることに十分に
注目しなければならなし、。
表2-17 豚の市町村別飼養状況（県東部管内〉 （単位：戸，頭〉
JI農品協名 ~2l 1日I符1日符1目指1日持1日 48年月4 1日
村名 戸数｜頭数戸数｜頭数戸数｜頭数戸数｜頭数戸数｜頭数 戸数l頭数
東部管内計 上71222.740 889 86323.563 772 59122,722 23. 010 
西部管内計 75518.936 584 54518,931 510 45820.520 25,78可
宮富呉曲水上＝山市橋山中市郷央羽多町条
134 94 1, 182 52 1.068 35 5~8 6 581 
作晶土2 237 2,458 76 1'684 46 7 3J 753 29 1. 110 25 1.~ i 1 1.0~ 82 1.287 6 1. 359 1 2 31 1.357 32 1. 110 13 5 18 9 
山 8 13 1U 2 2 
s 、 13 3 4 
47 393 12 61 5 86 5 55 一 一 4 1 
市 15 83 43 150 13 190 13 96 1 193 15 169 6 16? 43 172 35 115 9 246 5 149 158 4 493 2 480 
言十 432 4.406 327 4. 561 157 3,855 139 3,496 13 3' 661 72 3,460 
魚遺品百
249 2' 312 215 2.489 2.750 119 2.750 601 2. 182 
7 32 5 90 60 3 24 3 24 2 12 
津経 用 9 65 4 105 50 4 74 4 74 21 0 0 
市 言十 2651 2.409 224 2,684 16 2,356 126 2.848 126 2.848 63 2.215 61 2. 310 
JI I 市 135 3.015 6612.川6612.川
市黒部 黒黒部部市信市用
202 3, 193 169 2.637 92 4.414 92 4.n4 7~1 5,445 
一 7 156 7 6 
言十 202 3, 143 169 2.637 9 4.570 99 4.570 3,807 82 5.490 81 7,886 
沢 5421' 
-56一 豚肉の流通・価格形成の現状とその問題点
~I 大山町 I 51 2481 
1i1~ ;I130 
12 5381 
981判
???
? ?
?? ??
??
?????? ???
??
? ? ??
? ?
?? ?
? ?
? ?
? ?
? 『
??
，，，??? ?
??
?
?
?? ?
? ?? ??? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ?
?
?
，，
?? ?
? 、
? ?
』??』
『?
??
?
? ?
｜ ：善町I1571.369 
? ??? ?
?
??
? ?? ????????ー
ベベ
1891.871 
71 nol 
971 6921 
??
??
?
?
?
??
?
?
????
?
?
?
?
??
???
「 ?
?
?
?
?
? ?
? ?
????
?
?
? ??
??
???
?
?
??
?
?
?
?
?
?
? ，?，，，??，??
?
?
??
? 。
?
?
??
??
?
?
????
??????
?
???
???
????
?
?
?
?
?
?
??
?
? ?
????
?
?
?
?
?
? ，
?
? 『???
??
?
??
?
?
????
????
??
?
??
? ，
?
??
?
? ? ，
?
? ?
?
，??
?
?
??｜ ???
??
71 281 
301ベ
41 1301 
1¥ 701 
~I 制｜
31 I~ 
351付
4¥ 4G¥ 
4＼判
281 3191 
3¥ 28¥ 
4¥ 2¥ 
資料：富山県畜産課、『富山の畜産』、昭和41'42, 4～48年版、により作成。
:r 
l著！新湊市 120¥ ~ 16 21 31 371 2¥ 12 I 
日｜氷見市I1821ぺ147i1判1461.045131 州m砺波市 I1081, . 69411091, 8421 811. 8431 891 , 8981 ii ［ •γ引：~I: ：~ ！~I : ：！：~［ !f: ： ~~~I !;i: ~ ！~I ~： ml !Ii:m 
l tI~ : ~ I !！~~I ~ ：！~ ~！ I :;! :!I ：~！ 
’藷l射水I41判231，判 1! 1 . 42¥ 1 ¥ J,2191 
表2-18
31同
42¥ 1バ
? ? ?
??
??
?
?
?
11.21 ¥ 
51 14 2 I 51 
2j 1州141,69ol
-I -I 21 98 
671川591.149 
~！I ！！~I :!：~！ 
281 3231 31 939 
491 3121 381 917 
21 981 
851，判
19 
????? ? ?
?
?
???
?
?? ? ? ? ? ?
?
?
? ? ? ??
「?
? ? ?
??
41，判い56
-57-
5・1 
709 
0 
709 
133 
871 
0 
871 。
。
1 
豚肉の流通・価格形成の現状とその問題点
41 1501 
5412.加71
6612.ねsl
si 1sgl 
41 1251 
中川
91 1801 
? ? ? ? ー ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
村｜
南砺
城端信用
言十
官｜福野町 1
!I福光町村l
!I福岡町l
Jl 
井波町
井波町山野
計
平
下
平
???
???
140 
資料：表2-17に同じ。
表2-17、表2-18の豚の市町村別飼養状況に関連して、子取り用めす豚（6か月以上の繁殖用
めす豚〉、肥育中の豚〈これが肉豚になる。〉および肥育せず売る予定の子豚の市町村別飼養状況を
47年度と48年度だけについてみれば、表2-19の通りである。
（単位：戸，頭〉
ヲ町名一そ＼壁＼＼一
48 47 
長司 養 頭 数 飼養 飼 養 頭 数
農家 百十 ｜子め取すり用豚l肥の育豚中｜｜ 子 豚 農家 言十 ｜！子め取すり豚用｜｜肥の育豚中｜｜ 子 豚
富山県合計 958 68.166 5,623 51. 199 1. 344 45,924 5,674 22,885 17,365 
戸晶全ヨ 山 市 70 1.929 235 1, 394 300 120 1.627 182 1'169 276 
高 岡 市 69 4.893 475 3,416 969 73 5,825 473 3.338 2,014 
新 湊 市 3 15 15 。 。 6 83 6 77 。
告 津 rl1 59 2,099 412 1.231 456 74 2.039 460 1,090 489 
氷 見 市 94 4, 733 691 2, 175 1 ,867 133 6, 175 956 887 4.332 
滑’ Jl 市 41 1,068 82 962 24 58 1.423 108 1. 128 187 
主1 部 市 94 28, 160 1, 189 26.778 193 89 4.321 704 8,070 547 
砺 波 市 82 2. 696 508 1.018 1, 170 93 3,543 695 1,513 1'335 
小矢部市 30 1.080 109 893 78 23 1.259 101 988 170 
子取り用めす豚、肥育中の豚および子豚の市町村別飼養状況表2-19
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井 口 ネす 。
福 里子 町 2 
？高 光 町 41 
福 岡 町｜ 7 
104 18 60 26 2 80 10 40 30 。 。 。 。 。 。 。 。 。
899 97 727 75 25 I 1.050 110 813 127 
1. 681 I 127 I 1. 377 I 177 1 46 I 2, 482 I 211 I 1. 644 I 627 
98 I 13 I 71 I 14 I 5 I 91 I 10 I 81 I o 
資料：富山県総合計画部、『農業基本調査結果報告書』、昭和47年版、昭和何年、 同部、同書、昭和48年
版、昭和49年、により作成。
註 1. 数値は各年2月1日現在のものである。
豚飼養の基礎となる品種改良に伴う品種選択の変化をみれば、表2-20の子取り用めす豚と表2
-21の子豚ではランドレース種と大ヨークνャー種、ヨークシヤ｛種との一代雑種が肉豚品種の主
流を占めている。例えば、 40年度には、ヨークジャー純粋種が2.497頭で総飼養頭数5.076頭の約49
.2%を占め、ランドレ｛ス種は12.4%、一代雑種は29.2%で、あったが、この飼養品種の片寄りは47
年度には変わり、ヨ｛グジヤ｛種は殆どなく、大ヨークνャー種が総飼養頭数の約12.0%に減少し、
一代雑種はその約25.2%であり、ランドレース種はその約60.0%に増加するに至っている。このよ
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うに、肥育中の豚、従って、肉豚の生産においては、食生活が豊かになった近年の傾向として、自
身の厚脂肪の肉質を嫌う消費者の晴好を反映して、脂肪分が35%もある日本の在来種の黒豚が嫌わ
れ、育種技術の著しい進歩によって、赤肉質のランドレース種〈これは初めは欧米から輸入され
た品種である。〉と従来から飼養されていたヨ｛クシャ｛種、ノ＼ンプシヤ｛種などとの聞の一代雑
種（F1）がよく用いられ、現状ではこれが主たる肉豚品種となっている。
また、子豚の生産における品種割合の変化は、一代雑種が総子豚生産頭数の90%前後を占めてお
り、ランドレース種は、 40年度にはその約1.7%、ヨークジャ｛種はその約9.2%で、あったが、 47年
度には両種は殆どなく、その他の種が約o.5%を占めている。このように、子豚の生産においても、
繁殖能力ないし出産頭数が多く、成長が早く、技術的観点と経営的観点からみて育成率が高く、し
かも、飼料効率の高いことなどが利点となって、ヨークジヤ｛種、バ戸クジヤ｛種のめすにランド
レー種の雄、または、ランドレース種のめすに大ヨークシャ種のおすを交配した一代雑種が急速に
普及している〈松下道夫、 『豚の繁殖と肥育」、昭和45年、 50～59頁。〉このように、本県の養豚
も飼料のみならず品種まで外国産の品種、ことにアメリカの動向に振り回わされ℃いるO この点を
みても、 1つの問題点が生じているO 朝日新聞の山本文二郎記者によれば、 「1つは、米国の豚は
トウモロコシで効果を発揮できるように改良されている。どこの国でも自分の国でとれるエサに合
うように、長い年月と多額の資金をかけて改良してきている。日本のように、在来種をあっさり捨
てて欧米から種豚をかき集める国はない。長い目でみて、エサの輸入はこれまでのようにどんどん
ふやしていけるか、決して楽観できない。日本の風土に合って、しかも効率のよい豚をつくってい
しそうした地味な努力が求められ℃いる。その改良に気がついたのはやっとここ2、3年のこと
にすぎない。それほど自分の食べものを他人まかせできてしまった。
米国タイプの豚は、日本の在来種に比べると味があっさりしている。肉類が主食になっている米
国では、日本人の主食の米があっさりしているのと同じように、淡泊だからこそたくさん食べられ
るO それも多様な調理法で補ってうまく料理する。それに比べて日本人にとっては肉は副食で、濃
い味の方が合いやすい。あっさりした豚肉をおかずとして食べるのだから、もっともっと料理法を
工夫しないといけない。
最近、黒豚を見直そうという動きがようやくできた。昔からの黒豚の産地、鹿児島県ではこの春、
東京、大阪、名古屋で黒豚のPR販売をしたところ、予想外の好評で「どこで、買ったらよいかJの
問い合わせがあちこちからきた。これに気をよくして、この10月ごろからまず東京で、ス｛パーマ｛
ケットなど10店ほどで売り出す予定だ。できれば大阪や名古屋にも広げたいという。さらに、黒豚
はおいしいが、発育が遅いので、これからカを入れて品種改良を進めるという。」
（朝日新聞、 49年8月30日号、 「続豚肉の話」。〉
豚飼養に関しては、さらに、畜産労働力、畜産公害、飼料価格の暴騰、畜産金融、畜産関係予算
(18) 
などについても検討を加えなければならないが、ここでは割愛する。
(18) 例えば、畜産公害については、 『農業と経済』、 48年4月号、 「特集畜産の公害問題と対策」の中で次の諸
氏によって論じられている。亀豊是、 「畜産公害はなぜ発生したかーーその原因と展望」、 5～1頁、丸山義
結、 「畜産公害原論一一求められる『新しい選択』」、 12～18頁、白根亨、 「畜産公害の実態と公害規制の内
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表 2ー 20 子取り用めす豚の品種別割合 （単位：頭）
設｜ラバレース 江戸if~ク：i-~I~フιlii~Iヰニ 飼養頭数実数｜構成比 実数［構成比
昭4和1 12~ o~ % o~ 十61； ~~1 629 426 8.4 43 1,481 42 2.309 40.3 173 3.1 1.233 21 56 0.9 235 4.1 1, 724 30 5' 730 1 0. 0 
43 4,282 55 1, 090 14 856 。。1,245 7,784 100.0 
44 4,787 57 1.511 13 504 6 。0 1,596 19 8, 398 100.0 
45 3.817 58 723 1 6 。0 1,908 29 6.580 100.0 
46 3,944 62 636 10 12 2 63 6,360 100.0 
47 3,798 60.0 760 12.0 12 2 50 0.8 1.595 25.2 6, 330 10. 0 
資料：富山県畜産課、 『富山の畜産』、昭和41～48年版、により作成。
註 1. 頭数は小数点以下を4捨5入している。
表 2~21 子豚の品種別割合 （単位：頭）
品ラγド［大ヨーク｜一｜斗イ一同生産頭数レースシヤーシャーシャー 雑
%%%%% 
1. 7 O.~ 9.2 0.0 0.0 88.~ 77.907 100.0 
41 5.4 0.0 2.6 0.0 1.8 90.2 93,452 100.0 
42 
43 9.0 3.0 0.0 0.0 1. 5 86.5 80.684 10. 0 
44 9.0 3.0 0.0 0.0 0.0 87.0 92.065 100.0 
45 9.5 1.0 。 1. 0 0.5 89.0 109. 190 100.0 
46 6.9 0.0 0.0 0.0 0,5 92.6 11. 104 108.0 
47 9.5 0.0 0.0 0.0 0.5 90.0 121. 496 100.0 
資料：表2-20に同じ。
容」、 19～24頁、平山嘉夫、 「家畜糞尿処理施設の経済性を考える」、 25～30頁、横井利直、 「家畜糞尿の農業
利用の基本問題」、 31～37頁、小川政則、 「神奈川県における家畜糞尿活用の実態」、 38～43頁、松本浩一、明
瀬昌夫、綱島照元、亀岡俊則、 「畜産団地における糞尿処理対策一一大阪府下での事例から一一」、 44～49買。
畜産金融や畜産関係予算については、富山県農業水産部畜産課、 『富山の畜産』、の各年版に示されている。
日本食肉協議会、 『食肉および食肉加工品の消費者意識と購買行動に関する調査報告書』、昭和48年。日本り
サーチセンター、 『生鮮食料品価格の流通段階の追跡調査報告書』、昭和46年、 156～169頁。農林中央金庫組合
金融推進部、 『食肉需給の見方J、昭和40年、茨城県生活福祉部、前掲書。桑原正信監修、前掲書、 29～44頁。
これらに、肱肉の需要構造とその特質が実証的に説明され、その分析方法も示されている。
4. 豚肉の需要構造とその現状
本県では、例えば、 40年度の食肉消費量は約6.600tであり、 45年度は約12.800tとこの5年間に約
1.9倍に増加している。これを食肉の種類別にみれば、表2-22の通り、豚肉と鶏肉の占める割合が
大きいのに対して、牛肉の割合は年々低下している。
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本県の豚肉に対する需要は、例えば、表2-22の通り、漸増しているO また、食肉供給量に占め
る割合は、例えば、 44年度には48.4%を占めていたが、 47年度には鶏肉〈プロイラ｛肉〉の増勢が
順調で、あったことも反映して豚肉の割合は低下した。本県においては、豚肉は食肉の基幹としての
地位を確保し続けている。そして、豚肉の需要は精肉用も加工用もともに堅調に推移している（表
3-19）。
表2-22 本県の食肉の需給状況 （単位：頭， 1,000羽， 100万個〉
豚 l勾 牛 ｜苅 実島 肉 〔参考〕 鶏卵
年度 需要量 需要量 需要量 需要量
生産量
実数｜指数
生産量
実数｜指数
生産量
実数｜指数
生産量
実数｜指数
~r I川 65.お1100.0 7. 100 1.500 100.0 142 132 10. 0 
44 33,106 94.228 144.1 6,285 7 ,09 83.0 3.11 3,009 200.6 384 210 159. 1 
45 95.211106.986163.7 7, 118 8,301 97 .1 3,586 3.386 225.6 410 257 194.7 
46 101 . 354 13 '409 173. 5 5.920 6.993 2.499 313 
47 102，吋 120.214183.9 6.265 7. 332 85. 7 3，叫 560 
資料：北陸農政局、 『北陸農業情勢報告昭和47年度』、昭和48年、により作成。
なお、豚肉の需要構造については、豚肉の家計消費、消費地の地域別購買行動、豚肉加工品の購
買行動などのきめの細かし、調査によって多少なりとも明らかになると思われるO
5. 豚肉の商品特性
豚肉は他の食肉と同様に生鮮食料品の 1つである。それだけに、その鮮度と品質が商品価値を決
める重要な要因であるO さらに、豚肉はその他の生鮮食料品にはみられない物理的特性と商品特性
（経済的特性〉をもっているO このことが豚肉の流通とその価格形成のあり方を規定することにな
る。この意味において、豚肉の商品特性についてここで簡単に要約することは、豚肉の流通・価格
形成問題を解明するのに役立つと考えるO
(1) 豚肉が消費者の調理目的に適合した形の正肉〈精肉〉や加工品になるまでには、繁殖→肥育
→成豚（肉豚〉→屠殺→解体→精肉処理→加工食品あるいは小分割肉、という過程が必要である。
この過程のうちで最も特徴的な段階は、署畜場における屠畜（屠殺〉である。屠畜以前の段階は、
生産・生体出荷段階であり、屠畜以後の段階は、流通段階として区分されるO これらの段階におけ
る生体から正肉に至るまでの形態変化の多様性と複雑性の中に豚肉の流通・価格形成問題の特質が
内包されていることにこそ注目しなければならなし、。
なお、生産段階では、家畜市場の 1つの形態である子豚市場が存在し、子豚の流通・価格形成問
題が生じている。このことが、豚肉の流通や畜肉（豚枝肉〉の価格や枝肉市況に強い影響を及ぼす
要因となっていることに注目しなければならない。
(2）屠殺段階において、生体の肉豚は屠殺、解体されて枝肉と副産物（内蔵、毛、皮など。〉とに
分割される。枝肉は、さらにし、くつかに分けられ、抜骨・処理の加工過程を経た後、枝肉はさらに
小売業者で、 ヒレ、 ロース（以上、格付は「極上肉」〉、カタロ｛ス、 ウチモモ、 ラン、ジシタマ
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〈以上、「上肉」〉ソトモモ、シャクシ〈以上、「中肉」〉、パラ、カタパラ、その他〈以上、「並肉」〉
の部位別にカットされ、いわゆる小分割肉〈カット肉〉となるO この肉は小売店で、さらに小さく裁
断され、混合されて、消費者を対象とした正肉に形態変化する。また、加工業者（加工メ｛カ｛〉
でも同様な過程で加工品化されるはずである。
それから、豚肉それ自体も品種による相違があり、同一品種でも、個体差が大きく、個体の体質、
飼養形態、肥育方法、流通方法などによっ℃肉質ひい℃は豚枝肉価格などに差違が生じるO このよ
うに、豚肉は極めて複雑多様な商品特性をもっているO
豚肉の肉質差の多様性を区分する方法を明瞭化し、公正な取引方法や適正な価格を形成するた
めに、食肉中央卸売市場における「豚枝肉取引規格」によって市場における格付基準や小売段階に
おける小売精肉の品質等級分け基準が示されているO これらの基準は、日本食肉協議会によって決
定されたものであるO これによれば、豚枝肉を規格に適用する場合の条件として、次のことが定め
られているO
① この規格は、表2-27によって整形した「皮はぎ」や「湯はぎ」の冷却枝肉、あるいは、温枝
肉の両者を対象とする。
② この規格は、品種、性別、年令の如何にかかわらず適用する。
① この規格による背脂肪の厚さは、第9～第13胸椎関節部直上で最も背脂肪の薄い部位の厚さと
する。
④ この規格の適用については、半丸重量と背脂肪の厚さ、外観、肉質の 3者についてその等級の
条件を具備しているものを当該等級に格付けするO
格付けにー当っては、まず半丸重量と背脂肪の厚さによる等級の判定表によって該当する等級
を判定し、次に外観と肉質の各項の条件によって等級を決定する。
これらの条件を具備した豚枝肉を「極上」、 「上」、 「中」、 「並」、 「等外」の5等級に
判定する規格の本文は次の通りであるO
表 2ー 23
等 外 観
重量範囲（半丸）
称｜肉づき i脂肪付着｜仕上げ級 均
背表範告旬る脂区｛は未以囲〕1）分量上肪、内（的、3にの：片厚従湯匂乙定以未はいさ上満第にめぎ~よ: 〔日 長さ、厚部広が〈きが適当 枝自づく、きながめ特す日旨にら赤かよとで肉く骨 背脂の脂肪も肪のfおl着よびが腹適部度 放病が適なも血なにのどがのどくよ欠、にる卜取点分汚よ扱染での呈損、煩なの疾不傷い極 で、 、フ腿、 ロスー 充カタ
特のし各てに、よついもより、あのくい実の
のよ割肉りに合も対が多い肪るもの
上 ものに限る
毒旬（未は以同上長上胸4〕、2k湯p未以は上満ぎ~§ 長で厚さ、く広腿さが、適ロ当ー 厚割能肉い肪づに合くも対、がのきとなすがめるよ赤らくか枝での 背脂の脂肪も肪のお付着よびが適腹度部 放病が適なん血なにどなのがくよど欠、いにる十取分汚点もよ扱染でのる損、損ほの不疾傷と上 ス ラカタの 、骨おおむ肉ね多各り部あが充実よし ついのいもの よりも
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中
4湯皮~勾坪はは同未未上ぎぎ~満〉満匂19以以上 長全ついと体ずさこり、あれ大のろ広形いにがきさ各優、欠おく部厚れ点い、さ
たな、い大ろもの、になも てた昭のま？ 
特主な欠なにも優普点く、れ通の赤たなで肉、いと大のこも発ろのき 背脂な欠脂肪点のお付の着なよびにい腹大も部のき
点放少傷適な血になのど普になどくよ通、のいるよ取汚大でるも扱染損、のき疾、のな病不損欠が
並 皮4湯；匂ははk向z以上以ぎぎ~上上）：句匂未未満 全つ点体のりあ多の形い、とも各のも部に欠の 恋薄が劣く、 赤付着肉状態割もが、っていのる 合の 背脂の脂肪認肪のめ付おら着れよびにる欠腹も点部の 放でのるり多取認血汚扱染が少めなやのら不損れやど不傷適のる欠十がにも点分あのよ
外等｜ (1) 外以上観の等級はのいずれとにも悪該当しないもの
¥2) また肉質のくにいもの ~f~ 牡黄臭豚そまたの他は脂異肪臭のの質あのるとものくに悪いもの
戸＿／丁t 肉 質
肉しのきまめとり ｜ 肉 の色沢 ｜｜脂肪の色沢と質｜｜ 脂肪の沈着
部位別名称
級
特きくめがこまもりか 党肉で沢色鮮は明淡でよ灰あい紅色 脂tこ肪ば沢よの色あ白ま〈特
適度のもの ヒ レ
極 、しまの の もりの くりヵし： り、によいの 光ね のよいもり、の ロース
上
I tくM こまカ 色近肉色は 淡そでの附れ光
脂ば沢ょ肪のくりがのよし色あいま白もり、iのくね光、
適度のもの カタロース
、しまりの まく鮮Tこt明も工 tこ
上よいもの 沢 ウチモモ
のよい ラン
、ンンタマ
I 欠きと点めもにの大なしいきなも 肉に色特、光に大沢きもとなも 脂のり大肪、しも、オはのきも司色で王沢、り普し通まも
普通のもの ソトモモ
欠、点のないの
中の に な欠点との シャクシ
なの
きめくがやしやまあもり 波度肉色し、は、なまくたかはな過沢り I脂分ばあ肪りは、光やし沢やまも異にもり不十色、十ね分が 過過少多のまたもはの
ノ、フ
並 もらよ、くない に薄かく 、光も で、 カタノミラ
の のよいのり、とも その他でないの
外等｜ ~~~ 衛著生し検く査汚染にさよれる割て除い部るのも多のいもの
資料：日本食肉協議会、 『食肉格付のしおり』、 10頁、により作成。
註表2-23の中の第2表（1）、（2）は、資料の8、9頁にあり、半丸重量と背脂肪の
厚さによる等級の判定表である。
(3) 豚肉は、ロ｛ス、ノ＼ム、ベーコンなどの単味品、ポンレスハム、フランクフノレトソ｛セイジ
などの高級品などに加工されるいわば加工適正をもっている。豚肉の加工領域は、国民食生活の向
上に伴う消費構造の変化によって牛肉やプロイラ｛に比べて一段と拡大されている。このことが、
豚肉の需要量を増大させるばかりではなくて、豚肉の流通・価格形成に大きな影響を及ぼす要因と
なっているO
(4）豚肉のみならず他の食肉も買回品（shoppinggoods）ではなくて、 1回の家計消費量の少
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ない商品である。日本では、豚肉や小分割肉をそのまま消費者が購入する食習慣がないし、各家庭
また、食肉に代わる蛋白源、もあること、などから、豚肉に大きな冷蔵設備があるわけではないし、
のみならず他の食肉の購入量も極めて少なくならざるをえないという事情がある。このことは、結
局のところ小売業者の経営に関連するという販売・消費段階における 1つの商品特性である。
寸
称名~lj 位部の肉豚図2-2
シンタマ
フン
ロース
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ヒレ
『食肉の知識J、13頁により作成。資ギい石川県食肉事業協同組合連合会、
., 
、一豚肉も屠殺解体処理後硬直している枝肉をo～3℃の冷蔵庫内で24～48時間保冷すれば、(5) 
2～5日ぐらいく牛肉では屠殺後3～8日ぐらい〉
で、食べごろの肉質に熟成するといわれるから〈石川県食肉事業協同組合連合会編、 「食肉の知識J、
3頁。〉、小売業者は消費者の調理時に適期となるようにその熟成度を自店の冷蔵・冷凍管理によっ
の保冷状態のときに枝肉内の体熱も完全に放熱し、
て調整する必要が生じるO このような小売業者の行なう精肉調整の際に生じる異種の肉質の肉を配
合調整することも豚肉小売価格の形成に大きな意味をもっている。
(6) 肉豚には他の肉畜と同様に「重量歩留り」がある。この「歩留り」は、子豚や肉豚（成肉〉
の取引市場における生体取引価格、 さらに、枝肉卸売価格や正肉小売価格は当然同じものではなく、
既述の生体の形態変化や生体の個体差、肉質差による多様性などによっ℃生じるものであるO この
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点は食肉以外の生鮮食料品にはみられない極めて重要な商品特性である。
肉豚（成豚〉は屠体の60～80%が肉であり、これは成牛の45～60%に比べて「歩留り」の極めて
高い肉畜である。生肉用・加工用別に多少の差違はあるものの、大体生後8～10か月、生体90～10・
匂のものが、肉質も良く、取引相場も高く、飼料利用率も高く、販売用として最適であるとされて
いる。生体量90k-9ほどの肉豚の枝肉歩留りは60～65%であり、 10匂以上の脂肪の多いいわゆる大
貫物では70%以上の「歩留り」となるが、精肉量からみれば、 90匂ほどのものが「歩留りJが最も
高いのであるO しかし、肉豚は採肉のために飼養される家畜であるから、 90～105均の売り頃のと
きには、たとえ肉豚価格が下落期に直面していても販売せざるをえないこと、また、肉豚価格の変
動が著しいことに欠点がある。経営経済的観点からみれば、豚は投機的な家畜とみなさなければな
らない。 〈小野茂樹、 「畜産市場論J、昭和3年、 19頁、による。〉
また、生体に対する豚肉の「重量歩留り」は、 41年度小売品質基準実地適用調査結果によれば、
生体重90匂ほどの肉豚からとれる枝肉は60k-9ほJとである（表2-24の事例 1)。また、畜産試験場に
おいて「湯はぎ」 〈表2-27)した肉豚50頭について調査した結果の平均値を示したものが、事例
2であり、その場合の「皮はぎ」 （表2-27)をした枝肉を赤肉、脂肪、骨に分けたものを示した
ものが事例3である。
表2-24 豚肉の重量歩留り （単位：匂〉
事 17U 2 （皮はぎ〉 3 （湯はぎ〉
重量｜構成比 重 主主主Ii ｜構成時 ｜重量｜構成比｜ （重量｜構成比
生体 90 100% 生体 86.913 100% 生体 88.800 % % 
屠体 81 31.9~~ 35.94 
65 I 枝肉 日 109
19.3 21.81: 
枝肉 58.5 76.06 校肉 57.500 64.56 5.930 6.66 
40.5 45 保 42.68249.11 （肩〉カタ 19.200 21.62 11.660 13.13 4.990 5.62 
5.4 6 長 6.918 7.96 2.550 2.87 
脂肪 9.9 1 必 10.4031 .97 6.964 
7Jr 臓そのな他ど〉（腎
ロース 11.700 13.17 3.660 4. , 2.7 3 発 1.811 2.09 （背肉〉 1.076 
3.49 3.100 
内臓 14.4 13.54 
ノ、フ
9.840 1 .19 6.386 7. 19 （脇腹肉〉 0.354 0.40 
10.8 12 
不可食部分 3.6 ーと尾特 0.077 ハム 10j00 11.41 0.089 （腿肉） 16.500 18.58 4. 50 4.8 
頭足 4.5 5 頭 4.920 5.66 1 .950 2.1 
皮 7.2 8 発 1.938 2.23 
そ、毛の他など（血〉液 5.4 6 3.452 3.97 
減耗 長 0.669 0.77 0.260 0.15 
註 1. 事例1は、全国農業構造改善協会編、 『コンサルタント・ハンドブ、ツク』、昭和45年、により作成。
事例2と事例3は、伊藤祐之、丹羽太左衛門共編、養豚講座1』、昭和45年、 110～112頁、により
作成。枝肉は封印で構成されるものとする。
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表2-25
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業界が調査した豚枝肉の正肉歩留り計算表（41年8月27日〉
①豚枝肉重量 10k-9 
②市場建値 320円 仲買販売マージン 15円
小売仕入値 @335円 335円×10匂＝3. 350円
① この流通過程中の冷蔵による目減 2% 
10匂×（ 1 ・-0.02) =9.8匂
355円÷0.98=341.836円
④枝肉解体歩留り 70% 
9.8匂×0.7=6 .85匂
341.836円÷0. 7 = 488. 337円……正肉
①小売切身にして販売までの目減 2% 
6.86匂×（ 1 -0. 02) = 6.7228匂
488.337円÷0.98=498. 30306円
⑤各名称別の区分割合 6.72匂 498.担戸
名称
生産割合
目方
100 g:当り単価
売上金額
コマ肉 並肉｜中肉｜上肉｜極上肉
20% I 20% I 15% I 15% 
1.344匂 I 1. 34k-9 I 1. 008匂 I 1.008均
55円 I 65円 I 75円 I 85円
739. 20円 I 803. 60円 I 756円 I 856.8円
30% 
2.016k-9 
45円
907.20円
合計 4, 132.80円
⑦豚枝肉10匂の骨と脂肪
骨 11% 1.1匂 勾当り値＠ 10円 1円
脂肪 18 .6% 1.86k-9 勾当り値＠ 30円 55.80円 計 66.80円
③荒利益
売上金高 4. 132 .80円十66.80円＝4,199.60円
荒利益金 4, 199.60円－3,350円＝ 849.60円
荒利益率 849.60円÷4.199.60円＝0 .2023→（20.23%) 
① 名称別肉の分類
コマ肉
トモパラ
カタノ〈ラ
その他各部位の小切肉
????????
????
????
?
????
?????
???????
?????
??
?
｛
?
?? ?
?
?? ?????
?
?
? ???
??? ?
? ??ー ???
????
（註〉昭和41年9月9日号、 「畜産日報」、により作成。
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表2-26
名称
生産割合
目方
100~ 当り単価
売上金額
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東京都追跡調査による豚肉の歩留り計算表（41年〉
コマ肉 並 肉 中 肉 上 肉 極上肉｜合 計
20.5% I 23.4% I 14.6% I 24% 17.5% I 100% 
1.40竺竺I1.60附 Ia.99制引 1川匂｜ 1. 1的｜ 6仰 E
45円 I 55円 I 65円 I 75円 I 85円
開 116円i1. 231. 2円 I1. 01了間｜ 叩 0問 t
備 I(I) c売上） 4.409・li.4円一（仕入原価） 3.350円ニ1.059 .QM円・・…荒利益
(2) c荒利益） 1 ,059.064円÷（売 上） 4,409.064円均0.240199キ24%…・・・差益率
(3〕東京組合の平均売上 30,000円×27日＝810.000円
考 I(4）枝肉10匂が正肉6.84k-9となる。
名 称｜コマ肉｜並肉｜中肉｜上肉｜極上肉｜合 計 i
生産割合｜ 20.5% I 23.4% I 14・6%I 24% I 17 .5% I 100% ~ 
事｜目方 I 1.3776匂 I1.57248匂 Ia.98112匂 1 1.612s匂 I 1.176円 I 6.72匂｜
100 g-当り単価｜ 45円｜ 問！ 日｜ 閉｜ 的｜
仰1 売上金額 I619.92Fl I制 .864円 I637聞 I1.209 .6円 l 999.6円 I4.ssi.712円｜
備 I(1) c売上） 4,331.712円ー（仕入原価） 3,350円＝931.712円……荒利益
2 (2) c荒利益〉 981.212円÷（売 上） 4. 331.712円キ0.22663~22. 7%……差益率
考 I(3）枝肉10匂が正肉6.72匂となる。
（註〉 昭和41年9月8日号、 「畜産日報」、により作成。
表2-27 豚肉の解体整形方法
要 領
皮 t工 ぎ 湯 は， ぎ
皮？毛？｜｜ 真皮の内面に沿ってはく皮する。 ｜短時跡浸した後はくか。
頭部切断 ｜｜はけく皮後後頭額骨端肉は頭第部に椎残し、他間での頬切部断すは枝る。肉につ｜｜頬肉残は頭部後に残頭骨し、端他と第の頬1部は枝肉につけ、 耳は ' 、 と 1！頚との 頭にし、 頚椎との間で切断する。
自去 ｜｜韓I巧臓関ととも臨に摘出誠する。首長！~盟主： 1 皮は向叩じ
ii~ I手根骨と中手骨間で切断する。 ｜皮はぎの場合と同じ
尾切後肢切断 I 足根骨と中足骨聞で切断する。 l皮はぎの場合と同じ
｜尾根部（第3、第4尾骨間）で切断する。 ｜皮はぎの場合と同じ
静岡駅~i~君臨説明ごて訪の半体｜皮はぎの場合と同じ
資料：日本食肉協議会、 『食肉格付のしおり』、 7頁、により作成。
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第3節豚肉の流通
豚肉の流通については、少なくとも次の3つの観点から、すなわち、 1. 集・出荷経路、 2. 家
畜市場における生体の流通、 3. 産地食肉センタ｛における豚枝肉の流通、に関する実態調査の観
J長からみることにする。
1. 集・出荷経路
肉豚〈成豚〉の産地〈本県〉における集・出荷経路は、他の都道府県の経路とは当然異なってい
るが、その経路は少なくとも次の4つの類型に大別される。
① 肉豚飼養農家一→農協系統〈県経済連、単協など〉
〈肉豚生産者〉
② 肉豚飼養農家ー→家畜商A （集・出荷業者〉
③ 肉豚飼養農家ー→家畜商B （集・出荷業者兼食肉鉱売業者兼食肉小売業者〉
L④ 県外肉豚飼養農家ー→県外中間流通主体〈農協系統、家畜商、その他など〉
一→県外家畜市場一→県内中間流通主体
これらの経路の主要な機能は、次のような点にあると考えられる。経路①では、農協系統〈県経
済連、東部畜連（（4年9月以降その生産部門は県経済連へ合併した。〉〉、単協、その他〉が、肉豚
生産者から集荷した肉豚を本県の屠場いわゆる地方屠場と産地食肉センタ｛へ出荷する、という機
能が存在している。経路②では、集・出荷業務だけに専業する家畜商Aは、旧豚商の集荷力が後退
して、商社系資本、すなわち、総合商社資本、飼料資本、製薬資本、製油資本、食肉加工資本など
や単協や県経済連のための集・出荷へ変化している、という機能がみられる。経路①では、集・出
←荷業務の他に食肉卸売業や食肉小売業を兼業している家畜商〈これを家畜商Aと区別するため家畜
商Bと名づけることにする。〉が、いわば食肉問屋として肉豚生産者から集荷した肉豚の大部分を自
家用屠殺し、残余があれば、これを単協や県経済連など、へ送荷する、という機能がみられる。経路
④では、経路①～①の場合と類似しており、木県の場合には、表3-1の通り、石川県、長野県、
岐阜県、秋田県、新潟県などから入荷している。
この他に考えられる集・出荷経路として、いわゆる垂直的統合 (integration）の経路があるは
ずである。この経路は、本県においても、経路①とも関連しながら徐々に増大している傾向がみら
れる。この経路の概略は図3-1で示される。
図3-1 農協系統（富山県経済連〉によるインテグレーション
子 目巴 農 屠
食産地肉セソタ 枝市場（ 肉
供豚種（ 
農育 農量 協ーーーー『ー＋ 一一一ー ＋ 一ー一一ー＋ 一－一歩
給豚 系
場場） 統 場家
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このインテグレ戸ションは、註（7）でみたように、肉豚の生産から販売まで関連するすべての業務
が一種のグJレ｛プとして一貫体制をとるものである。この体制は、図3-1のように、農協系統自
らが種豚場〈子豚供給場〉を経営し、農協組合員の肥育農家〈肉豚生産者〉に子豚を供給する。そ
して、肥育農家は肥育した肉豚を農協系統（県経済連〉を通して委託販売する。この経路にみられ
る農協系統の機能は、肉豚飼養農家に対する技術指導、子豚の供給、飼料の供給、子豚代金の立て
替え払い、出荷指導、家畜市場〈子豚市場〉の子豚価格や肉豚市況などの情報の伝達、養豚協業経
営の育成・指導、経営資金の融資、畜産公害の除去、畜産労働力の調達・省力化などにおいて積極
的に果たされているO
このような県経済連の活動が存在しているが、本県では、畜産農協という名称の農協資本が存在
し、 28農協によって食肉加工メ｛カ戸としての桜井ハムが構成されているO
さらに、インテグレージョンには、註（ヶ）の表 1-1でみたように、総合商社系資本が契約型の委
託生産や直営農場などの直営生産を行なう機能をもっ型のものも存在する。本県にも、総合商社系
資本系列の畜産インテグレーションの流通形態や流通機構が存在すると推測される。
以上のような肉豚の集・出荷経路の機能のうちでも経路①の場合の県経済連の機能の実態につい
てみる。その他の経路の機能の実態を把握することは容易ではないから、ここでは言及することは
できなし、。
本県の場合、県経済連では、肉豚生産者から集荷した肉豚のうち90%ほどは委託販売で、あって、
残りが買取りの形の集荷であるO この集荷のうちの半分以上を委託販売、残りを売渡しの形で取引
相手先へ出荷する。また、県経済連は、産地食肉センタ｛に対しては大部分を委託販売の形で出荷
し（表3-3）、食肉業者や食肉加工業者に対しては、 70%ほどを売渡しの形で、 30%ほどを委託
の形で販売しているO
県下で取り扱われた肉豚（成豚〉は、表3-1の通り、例えば、 47年度は、 103.200頭であり、
このうちの約80.9%に相当する83.367頭を県経済連が取り扱い、その残りの約19.1%に相当する
19.833頭を家畜商、その他が取り扱っている。 48年度の場合は、表3-7の通りである。
本県の47年度の市町村別肉豚出荷頭数をみれば、県内への肉豚出荷頭数は、 47年度は102.718頭
であり、表3-2の41年度の80.266頭に比べて約1.27倍に増加している。
表3-1 肉豚の集荷別割合 （単位：頭〉
年度 1 肉豚金時ヲEl 県集経済荷連頭によ数る ｜ 東集部荷畜産頭によ数る ｜！家集畜商荷、その他頭によ数る実数｜ 実 数｜構成比実数 1構成比実数｜構成比
昭和39 51, 676 100% 26,496 51.3% 9,723 18.8% 15,457 29.9% 
40 ~~， 010 100 31. 050 50.1 9,0~3 14.6 ~5·~38 35.7 
41 
,612 100 45,324 52.3 10,6 9 13.0 ' 99 32.2 
96' 146 100 4~·088 51. 4 10,830 12.2 36,228 36.~ 43 98,678 100 ,746 49. 1, 1 §6 11.3 33,878 39. 44 84,838 100 50' 776 55.5 5,0 6.0 28,972 38.5 
4~ 95.§gr 100 68,468 72.0 26,784 ~~－ 0 102, 100 74,949 72.9 27,90~ 
47 103,200 100 83,367 80.9 19,83 19.1 
資料：富山県経済連調査により作成。
註 1. 県内外への肉豚出荷頭数は、表3-2で示している。
2. 東部畜連の生産部門は、 44年9月に富山県経済連に合併した。
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表3-2 市町村別肉豚出荷頭数 （単位：頭〉
瓦ぉ~I 41 42 43 44 45 
滑黒魚富高 閉部岡山 市
7,366 7,679 8. 772 8,634 7,924 
3 ， ~85 4,632 5,057 3.991 4,624 
4, 91 5.415 5,052 3,848 5.754 
1. 380 1. 912 10. 307 7.804 8,584 
.041 10.654 10, 715 9, 152 1. 164 
新益主 義湊基章 市需耳
333 189 187 231 288 
2,458 2,908 2,617 2 ，~~~ 2 ： ~~t 2,670 3,634 4.407 3, 4. 3,9~~ 4,990 1 ： ~i~ 4.451 5, 1. 1 ,849 1.057 1.458 
大舟上立宇 奈橋市山月 村町
352 
4Jif 
814 500 344 
170 141 119 
3, 1~~ 3,469 4,452 4, 161 
6,9~~ 8,649 7, 122 8,322 9,727 100 133 152 400 
朝八婦入山 善尾中田日 町
1, 178 1. 726 1. 952 1,439 r:1~~ 1. 105 1.089 1.212 980 
1, 371 2,015 2,46 1,971 1.10x 2,927 4,978 5,0~9 4.241 5.72 
103 1 5 11 
~ 町 iJ4~ 。 1J~~ 120 9~~ 1,3~~ 1, 199 
, 7~i 1. 9 3,033 2. 35 2.812 78 119 52 36 。 56 。 。 1 
町村田I
2,457 2. 134 2,577 2.319 2,499 
113 166 82 49 5~ 46 46 74 46 
27 18 9 1 19 
373 249 263 213 339 
町村
501 654 432 502 623 
5.4~~ 10 4 5.53~ 2 6.440 6,332 6, 11~ 
2.708 3 ， ~~4 4, 162 3,916 4,77 256 41 262 232 
県内合計｜ so. 266 I 95,205 
2. 132 615 1~~ 。
1 ~~ 20 52 。 112 16 。 120 。
県外出荷頭数合計｜
資ギい北陸農政局富山統計調査事務所編、 『富山農林水産統計年報J、昭和41～42、
42～43、43～44、44～45年版、により作成。
註 1. 県内合計の46年度は101.354頭、 47年度は102.718頭である。
表3-3 県経済連の48年度屠場（産地食肉センター〉別肉豚出荷頭数 （単位：頭〉
年 ｜黒部食肉 ｜立山食肉 ｜富山食肉 ｜高岡食肉 ｜福野食肉 ｜号本済所手｜月 センター センター センター センター センター 1伽長在ひ五 言十
昭和48年4月 1,852 968 896 1. 113 2. 100 。 6,929 
5 1,774 860 762 1, 142 2.081 。 6.619 
6 1, 694 813 778 1. 118 1. 91 205 6.519 
7 1.837 803 686 1. 143 2,071 906 7,446 
8 l ,753 763 656 1,411 2. 149 610 7,342 
9 1. 814 930 775 1. 099 2.328 783 7,729 
10 1,843 865 852 1,457 2,323 3 7,342 
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1 1, 753 852 1.649 2. 183 4 7.347 
12 2. 122 1.201 1.202 1,994 2,890 。 9,409 
49年1月 1,531 791 861 1.519 2.406 。 7, 108 
2 1.883 1,023 702 1. 171 2,294 。 7,073 
1, 721 880 699 1,332 2,059 。 6,691 
僻度合計｜ 山， I 85, 731 
資料：表 3~1 に同じ。
註 1. 49年2月における福野食肉センターの数値には石川県への出荷頭数29を含む。
2. 48年度の県内肉豚総出荷頭数は、 49年8月現在、集計中のため、不明である。
最近では、肉豚の集・出荷経路が変化し、ひいては肉豚の生産構造ないし供給構造が変化してい
ることに注目しなければならない。特に、農協系統〈県経済連、単協、その他〉が共同販売方式や
インテグレ｛ジョンを導入することによって集・出荷面へ進出している反面、子豚・肉豚生産者と
の聞に依然として旧来の取引関係を温存させている家畜商などの集・出荷業者による集荷が大きな
役割を果たしていることに注目しなければならなし、。
さらに、総合商社系列資本がインテグレージョンという流通形態で肉豚の生産段階やその流通段
階に進出して肉豚生産構造を大きく変化させていることに注目しなければならない。この場合には、
家畜商などの集・出荷業者も総合商社系資本の系列下におかれる場合も生じ、集・出荷業者の性格
もそれにつれて変化していくと思われる。
2. 家畜市場における生体の流通
家畜市場については、流通機構上の相違、所在地域および取り扱う家畜の種類などによって各種
の分類が行なわれているが．一般には、産地家畜市場、集散地家畜市場および消費地家畜市場の3
つに分類されしているのが普通である。
産地家畜市場は、子豚の生産地にあり、 3つの市場のうちでは最も数が多く、主として子豚の取
引が行なわれている。農林省においても35年度から家畜市場再編整備事業を実施しており、当初は
この産地家畜市場を対象にし、その後は広域的な整備事業として、いままでにかなりの数の市場が
整備統合された。しかし、現在もなお市場の取引範囲が狭心出荷も市場開設者の事業区域、ある
いは、行政区域に限られるものが多い。このため、市場の規模は小さく、上場頭数、開催日数の少
ないものが多く、なかには 1年聞に 1回も開催されない市場もある。従って、買い手も数市場を回
って必要頭数を買い集める場合が多いのである。この点は肉豚の飼養規模が零細で子豚が点在して
いることなどに原因があると思われる。しかし、最近では家畜市場再編整備事業によって、全国の
主要生産地に取引規模が大きく、地域の中心となる子豚市場が増えてきている。
集散地家畜市場は、子豚、肉豚の生産地域にあり、西日本に多く見受けられるO この家畜市場は、
一般に産地家畜市場に比べて取引範囲が広く、取引規模も大きい。この市場へは売り手の家畜商が
育成用・肥育用子豚を農家から購入して出荷する場合が多く、買い手も家畜商である場合が多い。
この家畜市場は、従来、消費地への肉豚の供給、生産地域内の子豚や肉豚〈肥育豚）の需給調整・家
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畜の基準価格の形式などにおいて子豚や肉豚の流通に大きな役割を果たしていたが、最近では、輸
入飼料価格の暴騰を主要な原因として飼料費が高騰し、その他の諸費用も増加し、従って、子豚や
肥育豚の年間生産費が増加し、その上、子豚や肥育豚の販売価格が極めて低いために、収益が少な
く、採算のとれないこと〈農林省の『肥育豚の生産費調査Jによる。〉、流通経路の若干の短絡化な
どによって、育成・肥育地域の集散地家畜市場における上場頭数は急速に減少してきている。
なお、消費地家畜市場は、消費地における大規模屠場の周辺で生体市場が分業独立して市場とな
ったもので、肉牛の場合に存在し、京都、大阪、岡山などにみられるが、近年急速に減少しているO
このような特徴を家畜市場はもっているが、家畜市場における生体の流通は、豚出荷後の取引形
態という観点からみる必要があるO この取引形態は、生体の場合と屠殺解体後の枝肉や副産物〈皮、
内臓など〉の場合とに2分される。生体の取引形態には、子豚の場合と成豚（肉豚〉の場合があり、
前者はさらに繁殖用子豚〈登録子豚〉の場合と肥育用子豚の場合とに分けられる。これらの生体取
引の場所が家畜市場であるO 豚の場合、家畜市場といえば、事実上子豚市場が中心であるO
本県の産地子豚市場は、子豚の流通機構の一面のみならず、豚の流通機構全体においても流通上
極めて重要な機能を果たしているO しかし、本県の現状では、子豚流通の60%ほどは子豚市場を通
らない経路で成立している。このような流通経路の実態を把握することは容易なことではないが、
子豚市場を通る子豚の流通経路の存在意義とその実態については後で述べることにする。
問中央畜産会、日本食肉協議会、日本食肉加工協会監修、前掲書、 176頁。
(1) 子豚市場を通る流通経路
子豚市場を通る子豚の流通経路は、図3-2のように、 (A) 子豚飼養農家（子豚生産者〉か
ら子豚市場へ出荷される場合、すなわち、中間流通主体〈県経済連、東部畜連（（富山県東部畜産農
業協同組合連合会一黒部市天神町一の略称〉〉、家畜商〉が子豚生産者から集荷する場合と、（B)
中間流通主体が子豚市場から肉豚飼養農家（肉豚生産者〉へ出荷する場合、とに大別される。
前者（A）の流通経路は、さらに次の3つの経路、すなわち、子豚生産者から子豚市場へ、①直
接出荷されるもの、② 農協系統〈県経済連、単協、さらには、東部畜連など〉を通して出荷され
るもの、① 家畜商を通して出荷されるもの、に分けられる。
図3-2 子豚市場を通る流通経路
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農
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註 1. 東部畜連の生産部門は、 44年9月に富山県経済連に合併した。
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これらの経路のうちで、経路①で流通するものは本県の場合には少ない。なぜならば、子豚飼養農
家の経営規模は、表2-15、表2-16の通り、零細規模であるから、 1回の出荷頭数が少なく、取
引上不利であるし、 1頭当りの輸送経費も割高になるからであるO 50頭以上の大規模な生産者では》
子豚市場へ運ぶ労働力や飼養管理面においてかえって不利であり、肉豚生産者と直接取り引きした
り、農協系統〈経済連、単協など〉や家畜商などの中間流通主体に委託販売する方が有利であるか
らであるO
経路②は、 3つの経路のうちで最も太い流通経路である。この経路で県経済連が流通近代化を促
進するために、公正な取引と適正な格付けのできる子豚市場へ出荷を進めるような積極的な活動を
している。
経路③は、県下の家畜商（48年8月31日現在、免許登録者数は、個人19人、法人7人、使用人
31人、計229人。〉が、本県の肉豚生産者に販売しないで、県外の子豚市場へ上場販売する流通経路
であるO この場合、集荷地と販売地の距離が畏いほど、子豚は損傷したり疲労したり死亡したりす
ることがあるから、家畜商にとってはその危険負担が大きくなり、これによって家畜商の流通マー
ジンは相対的に高くならざるをえなくなるO そのため、家畜商のつける庭先価格、すなわち、子豚
生産者の受取価格〈販売価格〉は低下する傾向があり、手数料などの流通マージンのつけは子豚生
産者にまわり、そのマ｛ジンが生産者へ後転するわけである。
表3-4 都道府県別家畜商免許登録者数（全国〉 （単位：人〉
年度｜登録者数 II 農道~1叫個＂~I 法人 I~i賢官品主 内訳個人｜法人｜使用者 I
北海道I5.292 I州 41 回5~ I 要：兵事大歌書阪庫良山 360 267 92 昭和40 56,094 ~93 520 。 73 
福青岩宮秋山 森手城7島田~ 1, 1~~ 1,09~ 13 52 345 5 102 2. 1 1.91 9 259 1'54( 1.34 3 203 I 2.000 1,918 6 76 193 168 。 25 41 57.087 1. 346 1 ,338 11~ 324 296 28 1,523 1.400 5 
2, 151 1,994 2 155 
広鳥島山 取根島l口IJ 
468 ヰ28 3 47 
42 57, 110 
2.020 I 
も1 549 。 ~~ 
栃五茨群神埼奈葉城木馬玉川
2,584 ~1 542 1.061 979 2 1.299 1.op 195 947 835 4 108 1.949 1.6 0 271 875 824 50 
43 57,559 1, 123 956 15 1§~ 1,946 1,474 77 
徳香愛高 川媛知島
768 678 。 90 
909 519 96 294 676 642 6 28 
44 5. 773 71 550 17 204 970 901 4 65 
553 480 。 73 
新福富石長山 潟j井梨野山｜ 
1.200 15 137 
45 57,019 223 185 7 
31 福主熊大鹿宮児分語本崎岡島 , ss9 I 1.262 s 119 ~59 222 4 33 680 631 1 49 210 169 。 41 1 ;r~6 1. 659 1 o 107 
453 369 2.~4 2,8 9 2,547 0 3~2 
46 57,555 1.425 1 .201 8 6 1.194 1.173 0 1 
1.825 1. 751 2 72 
岐静愛三 阜知重岡
60~ 2 122 4.861 4,829 7 25 
47 58,348 1 ,036 81 2 2 6 1.043 867 17 1~9 沖縄 l I I I 
568 415 5 8 I 計 I58，出8I 51.8~1 I 433 I 6.054 
資料：日本家畜商協会調査による。中央畜産会、日本食肉協議会、日本食肉加工協会、監修、 『日本食肉年
鑑』、昭和47年、 180頁、に所収。
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ここで参考までに、最近における全国の家畜商の推移をみれば、表3～4の通り、登録者数には
年による増減はあまりみられず、死亡、廃業などによる登録の消除と新しく免許を取る数とが殆ど
相拾抗していることを示している。最近の都道府県別の内訳をみれば、表3～4のようになってい
る。すなわち、 47年度現在における全国の家畜商の免許登録者数は53,348人である。このうちで、
実際に家畜の取引業務を行なっているのは、約半数以下である。
次に、子豚市場へ上場され取り引きされた子豚は、（B）の流通経路では、さらに3つの経路、すな
わち、⑧ 直接肉豚生産者に買い取られるもの、⑥ 農協系統〈県経済連、東部畜連、単協など〉
が肉豚生産者の委託を受けて購買するもの、＠ 家畜商〈食肉卸売業・小売業を兼ねているものも
ある。〉が買って肉豚生産者へ販売するもの、に分けられる。
経路⑧は、一般に大都市近郊の大規模残飯飼養農家で代表される流通経路である。しかし、本県
では最も太い流通経路である。農協系統のうちでも、県経済連〈富山県経済農業協同組合連合会
（（富山市新総曲輪、昭和会館内））の略称〉は買手として最も強い立場にあるから、子豚生産者から
購入する価格は相対的に低くなる場合が多い。例えば、 47年度の場合、県内産子豚市場への上場率
は36.8%弱であり〈表3-5）、このうちの大部分を県経済連が購入し、子豚は肉豚生産者（肥育
豚生産者と同じ意味で用いている。〉に預託している。従って、子豚流通過程における県経済連の占
める割合は実に約90%に達している〈表3-6）。
経路⑥は、本県では、 10%ほどであり、経路⑥に比べて少ないと思われる。なぜならば、家畜商
という産地集荷人、あるいは、集・出荷業者は県経済連に比べて子豚市場における競争力が弱いの
で、家畜商が肉豚生産者へ子豚を販売するときには、手数料などのマ｛ジンは高くなる場合が多い
からである。この場合、家畜商は大低の場合零細な肉豚生産者へ子豚を販売していると思われるの
で、このような肉豚生産者は高い子豚は購入しがたい、というのが現状である。このため、家畜商
は、子豚市場で安い子豚を購入して平均価格並みに販売するか、あるいは、零細な子豚生産者から
購入するか、しなければならない。また、肉豚生産者が子肉市場における子豚 1頭当りの平均価格
を既知の場合には、家畜商が販売する子豚価格は相対的に低くなる場合もあるであろう。
本県の子豚取引頭数は、 47年度は44,672頭であり、これは子豚生産頭数121,496頭の36.7%強に
相当し、本県の子豚市場における取引総頭数46,898頭の約96.2%を占めている。 39年度の子豚取引
頭数は5,759頭であり、これと比べて約7.7倍に増大している〈表3-5）。47年度の子豚生産頭数12
1,496頭のうち、一貫生産頭数は約60%の約72.898頭であり、流通頭数は約40.0%の約48.598頭であ
る。このように、約40.%しか子豚市場を通っていないことになるO ことばをかえていえば、約40.0
%が子豚市場を通る流通量である。ここで注目すべきことは、既述のように、流通頭数約48,598頭
のうちの90%ほどを県経済連が取り扱っており、残りの10%ほどを家畜商とその他が取り扱ってい
るということである（表3-6）。
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表3-5 子豚の需給 （単位：頭）
年度
子豚生産頭数
実 数｜ 県外出荷頭数
県外入荷頭数｜｜ 家畜市場取引
頭数｜ 市場上場率
% 
昭和35 32,420 一 一 一 一
36 42,926 一 一 1.856 4.3 
37 53, 170 一 一 2.730 5.1 
38 6, 344 505 一 5.759 8.7 
39 52,653 1,933 一 1. 591 22.0 
40 77,907 3,378 3.666 16,572 21.3 
41 93,452 3,225 4,851 24.299 26.0 
42 86,588 4,644 6,686 24.889 28.7 
43 80,684 3,275 8,004 28.454 35.3 
44 92,065 6,993 6,514 29.585 32.1 
45 109, 190 7,336 4,583 36,085 33.0 
46 111, 104 6,857 7,823 40,364 36.3 
47 121,496 1. 089 5,701 44.672 36.8 
資料：富山県農業水産部畜産課、 『富山の畜産』、昭和41～48年版、により作成。原資料は、同
謀、 『肉豚生産出荷動向調査』。
註 1. 市場上場率＝窒者貴男里町璽盆で、あり、この率は小数第2位を4捨5入している。
子豚生産頭数
表3-6 子豚の流通 （単位：頭〉
., , b I I c I Id I I e I If I I g 
子豚生産頭数｜子豚一貫｜ ｜子 豚 ｜ ｜県経済事ll家畜商、｜ ｜東部畜連｜ ｜県経済連
年度｜ ｜生産頭数｜州一注趨塾一le/alによる子IdleIその他に｜叫による子Itic Iによるf:lg/aI 
実数｜指数l実数｜指数｜ ｜実数｜指数｜ ｜豪流通頭ll品議｜ ｜霊流通頭l｜雲流通頭
昭和1 I I I I %1 I I %1 I %1 I %1 I %1 I % 
39 I 52. 65司100.0123,6941100.0145128.9591100.01551 9,759133.71 13,147145.41 6,053120.91 8,824[16.8 
40 I 77,9071148.0:35,0591148.0i 45 142,8481148.0I 55 I 21.296149.71 15,296135.71 6,256114.61 14,428118.5 
41 I 93,4521 177 .5[49 ,5271 209 .31 53 143,9251 151. 71 47 I 20, 797143. 31 14. 629137. 41 8,499119. 31 20, 797i22.3 
42 I 86,5881164.4:48,1431203.2155.6138.4451132.7144.41 19.338150.31 11,533130.31 7,574119.71 26,469122.3 
43 I 80,6841153.2148,0071 202.7159.5132,6771 112.8140.41 22,907170.11 3, 1651 9.91 6,535120.0I 22.907128.4, 
44 I 92,0651 174.8!51,5561 226.0I 56 140,5091 139.91 44 I 36,8631 91 I 3,6461 9 I I 27,716/30.3 
451109,1901207.4:62.2381271.21 57146,9521162.1143 I 36,1491771 10.803123 I I 36,474旧1.o・ 
46 ¥ 111,1041211.4'.65,5511276.6159145,5531157.3¥ 411 40,542¥ 89 I 5,011111 I I 42.445旧2.1
47 I 1川町I230. 7178 ,2981飢 5160 148, 5981 140. 71 40 I 43, 7381 90 Iι8側 10I I 46, 1叩2.9
資料：富山県農業水産部畜産課、 『富山の畜産』、昭和43～47年版、農林省統計情報部、『農業調査』、昭和37～47
年版、により作成。
註 1. 44年度の県経済連には、東部畜連分18%が含まれる。東部畜連の生産部門は44年9月県経済連に合併し
た。
2. 頭数は畜産課の推定頭数である。
3. 子豚生産頭数は、表3-4の資料と同じである。
4. 「一貫生産」とは、肥育と繁殖を一貫して行なう生産形態であり、経営形態である。
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表3-7 県経済連の48年度月別子豚・肉豚取扱い実績 （単位：頭〉
月 l魚津支所／ ~w~m I高町｜砺制所 l糟｜総 計
肉豚｜子豚肉豚l子豚肉豚l子豚肉豚l子豚肉豚｜子豚肉豚｜子豚
; 4昭8年和4 月 560 708 476 1,387 763 1.685 565 107 。7,036 2,364 
5 2.83 730 725 523 1, 469 1.869 1.588 1.506 133 。6,752 4,628 
6 2.74 754 666 486 1.437 1,684 1.468 1. 176 205 。6,519 4, 100 
7 2.789 957 653 580 1.407 1 ,646 1,696 1. 147 906 。7,446 4,330 
8 2.619 688 696 505 1. 654 1.211 1'763 1. 104 610 。7.342 3,508 
2.898 556 746 443 1.379 1. 309 1.923 1. 154 783 。7.729 3,462 
10 3, 171 504 811 434 1.531 1. 156 1,826 836 3 。7,342 2,930 
、 1 3,227 727 886 578 1,480 1.344 1.750 788 4 。7,347 3,437 
12 539 1. 148 462 1,993 1.270 2.360 758 5 。9.415 3,029 
t 49年1月 2.94 544 677 398 1,483 1,032 2.003 815 7 。7' 115 2,789 
2 3,37 554 592 502 1. 116 1,251 1.960 916 688 。7, 732 3,223 
3 2,90 409 641 209 1,405 1, 136 1, 740 559 442 。7' 133 2,313 
48年度計I36，日 7.5221 s.叫5,596, 17，叫 15,671j 21，叫 1，叫 3,8931 oj 88, 861 40. 113 
資料：表3ー 1に同じ。
註 1. 48年9月の子豚の計3,462頭には、市場外流通頭数6頭が含まれる。
2. 子豚は県経済連によって販売されたものである。
県経済連が37～48年度において販売した子豚と肉豚の取扱い実積の推移をみれば、表3-6、表3
・－7の通り、年々漸増しているが、例えば、 47年度をみても、その実績は約32.9%で、あり、この残
りの約67.1%は家畜商A、家畜商B、その他によって取り扱われているようであり、家畜商の集・
品荷力の大きいことを意味していると推測されるO
43～47年度の家畜市場別子豚取引頭数についてみれば、高岡市場では年々増加しているが、婦中
表3-8 県内主要市場における子豚の取引状況
高岡市場 婦中市場
年度 取引頭数
実 数 I県出荷頭数外構成比
構成比
実 数 I出巴荷頭外数
昭和43年 2.3561 50.3% 8,031 
44 16. 182 2.086 54.7 7, 758 40 26.2 
45 19,975 2.871 55.3 9,045 14 25.1 
46 24.706 3,013 61.3 8, 172 20.2 
47 29.448 6, 161 65.9 8, 168 一 18.3 
資料：富山県経済連畜産酪農課調査により作成。
註 1. 取引頭数は、各年1～12月のものである。
魚津市場
取引頭数
構成比
実 数 I県出荷頭外数
% 
6, 107 919 21.4 
5.614 737 19.1 
624 19.6 
7,48 22 18.5 
7.05 15. 
（単位：頭〉
取3引市総場頭数の
実数｜｜出i旦荷頭外数
28.489 一
29.554 2,863 
36,085 3.509 
40,364 
44.672 一
市場ではやや減少し、魚津市場で、は殆ど変化していない〈表3-8）。高岡、魚津、婦中の3大家
畜市場のうちで、高岡市場が毎年60%前後の市場構成比を占めており、ここで県内の子豚は最も多
く取り引きされていることになる。これはや子豚肉豚の飼養地域別分布に関連していると思われ、
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距離的に高岡市場へ近接した地域に飼養頭数が多いからであると思われる（図3-3）。 豚の県外
出荷頭数は、高岡市場の場合だけが、豚肉価格の低下した41～44年度の影響を受けて減少した〈こ
の点については、第4節、（1）で述べているO ) 44年度を除いては、年々増加しているのに反して、
魚津、婦中両市場では年々減少しているO
取り引きされた子豚の産地別頭数についてみれば、表3-9の通りである。資料の関係で、例え
ば、 45年度の場合をみれば、入場総頭数36,325頭のうちで取引規定による入場頭数は36,101頭で
あるO このうち、県内産の取引頭数は35,747頭であれ県外産のそれは366頭である。県内産取引
頭数のうちの16,062頭は県東部管内のものであり、残りの19,685頭は県西部管内のものであるO 県
東部では、婦負郡が6.607頭で群を抜き県東部子豚生産、従って、取引頭数の中心的位置を占め、
これに次いで下新川郡が3,10頭、魚津市が2,198頭と続いている。また、県西部では、氷見市が
ふ174頭で県西部子豚生産、従って、取引頭数の中心的位置を占めているO 次いで、砺波市が4,298
頭、高岡市が2,587頭、東砺波郡が2,489頭という序列になっている。これらの生産地の総取引頭数
は、 30,463頭となり、これだけで既に本県取引頭数36,113頭の約84.3%強を占めていることになる。
いずれの産地も取引頭数が増加しているのに、黒部市と魚津市では減少傾向を辿り、新湊市も減少
傾向を示している。このような県内の動向に対して、県外からは本県に隣接した新潟県、岐阜県か
表3-9 取り引きされた子豚の産地別頭数 （単位：頭〉
年 度 昭和40 41 42 43 44 45 
入場総頭数 9,959 13,380 086 28,639 29,726 36,325 
取入引場規定に頭よ数る 9,914 13,084 24,544 28,425 29,624 36, 113 
取価引規定額にL千よ円）る 791. 340 901. 550 207 357,708 467.221 378. 181 
下 新 JI I 郡 。 2.249 2.468 2,503 2. 103 3, 110 
中 新 JI I 君B 。 。 117 85 30 720 
上 新 JI I 郡 1,695 。 67 146 166 293 
婦 負 郡 。 。 6,364 6.327 6,316 6,607 
射 水 郡 。 203 217 466 432 260 
東 砺 波 郡 。 。 105 2,032 2. 147 2,489 
西 砺 波 郡 。 7 47 224 214 225 
黒 部 市 2, 123 2.094 1.849 968 1,056 747 
魚 津 市 4.448 4.070 2,907 2,541 2,407 2. 198 
滑 JI I 市 。 。 19 52 35 871 
富 山 市 17 3 1. 712 1,451 1. 197 1,516 
高 岡 市 。 1.379 940 2.011 2,317 2,587 
新 湊 市 。 9 68 469 52 38 
71< 見 市 1,621 3,039 5,492 6,574 7,566 9, 174 
砺 波 市 。 。 2,099 2,293; 2,949 4,298 
矢 部 市 。 30 283 505 628 
県 内 産 5十 9. 904 I 13.053 I 28.425. I 35,747 
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石 Jl 県 。 。 。 。 。 45 
新 潟 県 10 31 43 。 23 161 
群 ，馬 県 。 。 。 。 。 。
王五 庫 県 。 。 。 。 。 。
，鳥 取 県 。 。 。 。 。 。
岐 阜 県 。 。 。 。 109 160 
県 外 産 言十 366 
資料：表3ー 1に同じ。
ら移入され、取り引きされている（表3-10）。
木県の家畜市場の設置状況は、表3-11で、示される。全国の登録子豚市場数は、 48年4月1日現
在、 21市場であるが、このうち3つの市場〈高岡、婦中、魚津の各家畜市場〉が本県のものである。
表3-10 子豚の取引先別頭数 （単位：頭〉
年 度 昭和40 41 42 43 44 45 
富れた山県頭数内に引き取ら 32,390 
石 Jl 県 588 698 1.674 2.715 2.537 2,682 
新 潟 県 2. 172 691 369 653 549 703 
長 野 県 。 。 。 。 。 。
山 梨 県 。 。 。 。 。 。
岐 阜 県 。 。 142 34 37 326 
宮 崎 県 。 。 。｜ 。 49 。
そ の 他 。
県外出荷頭数 3.486 I 3.711 
資料：表 3-1 に同じ•）
表3-11 家畜市場の概要 (48年4月1日現在〉
名（開 設 者称〉 在 地！日（取扱肉種 l敷地面積｜霊大出雲｜日除ろ
（富高 山岡 県家経畜 済市 場連〉 高岡市戸出野瀬 42.11.9 子源、種啄 種子豚豚、1. 0頭0 { 5 月25 日100 10 25日
（戸富山県出家家畜商畜業協市同組場合〉 高岡市戸出 肉豚、牛 肉牛 30 
（婦富 山中 県家 経畜 市済 場連〉 婦負郡婦中町広田 41. 11.29 子豚、牛 子肉豚牛 400 40 
（富富山家山畜市場市〉 富山市赤田 牛
（魚富 津山 県家 経畜 市済 場連〉 種子豚豚、牛、 種子肉豚牛
350 
{, 叩1月1~ 日魚津市相の木 1 ￥~ 
資料：富山県経済連（富山市新総曲輪、昭和会館内〉における聞き受り調査により作成。
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図3-3 豚の市町村別飼養頭数分布（48年4月1日現在）
資料：富山県畜産謀、『富山の畜産』、昭和48年版、により作成。
ここで、参考のために、 46年度に取引の行なわれた全国と北陸の家畜市場数をみれば、表3-12
で示されるが、全国の家畜市場数は年々減少している。
表 3~12 全国と北陸の家畜市場数 〈単位：箇所〉
889 
833 
806 
707 
13 
6 
7 
2 
子牛品目L牛｜成：｜馬｜子豚I001v~ I山羊 休業市場数｜和
205 
165 
135 
91 
238 
237 
221 
???
? ?
?
?
? 』??』
? 、
???
???
?
????
?????????? ???????? ?
? ? 』
? ?
ー ???
????
??
??
?
??
』
?
????
?
資料：農林省農林経済局統計情報部、 『肉畜流通統計』、昭和48年、により作成。
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次に、 46年度に家畜市場で取り引きされた子豚の産地別および取引先頭数をみることは、本県を
含む北陸の場合の全国的な位置づけをみるのに役立つと思われる（表3-13と表3-14）。
地域的に取り引きされた子豚の産地をみれば、各地域とも90%以上が地元地域から上場されたも
ので占められている。ただし、関東と近畿は〈大都市〉大消費地をひかえた肥育地で、あることもあ
って、他地域からの入荷が多く、関東では東北産のものが、近畿は九州産のものが目立っている。
地域別取引頭f数は、 45年度の実績に比べれば、東海を除いて各地域とも子豚の取引頭数は増加し
ているb 北陸はi3,500頭で、約38%増加し、東山の約48%( 1 LOOO頭〉に次いで子豚出荷産地のうち
では第2位の増加率である。
表包－13 子豚の産地別頭数 （単位：頭〉
家 畜 市 場 所 在 地
国
北海道｜東北i関東｜北陸｜東山｜東海｜近畿｜中国｜四国｜九州｜
全国 3,501.008 24,2581 315A63 729,843 87 ,207 31.255 813.,502 230,651 225,912 85,033 957,824 
北海道 24,258 24,258 一 一 一 一 一 一
子東北、 358,416 315,247 43,075 94 一 一
豚関東 671, 032 一 216 670.816 ← 一
出北陸 86,807 一 一 86,764 一 43 一
東山 33,692 一 一 31.255 2,437 一 一
荷東海 814,451 一 2.083 409 一 811.065 894 ← 
産近畿 216,405 一 一 216,40~ 一
232.980 一 6,002 1,066 225,912 一 一
四国 85,659 626 85,033 
九州 977' 308 7,867 11,617[ 
資料：表3-12に同じ。
取引先についてみれば、各地域lとも大半は地元地域へ引き取られているが、東北、東海地域で取
り引きされた子豚はそれぞれ約16%、約21%が関東、中園地域で取り引きされた子豚は約30%が引
き寂られているO
表3-14 子豚の取引先別頭数 （単位：頭）
国北海道l東北｜関東｜北陸｜東山｜東海｜近畿｜中国｜四国｜九州、｜
全国 3… 24 258…729.843 山 31 25: 813 502 230,651 225,91285 033 957 824 
北海道 27,010 24,258 2,752 一一 一一一
子 東北 259,723 258,611 893 160 59 
関東 960,972 53,306 717,510 一 1, 011 173 ,258 13,889 1,998 
豚北陸 102,640 一 388 4,649 87, 102 3, 182 1. 104 6.215 一 一
取 東山 50,713 198 6,608 一 30.244 13,663 一 一 一
引東海 588, 133 一 5 587,309 80 739 
近畿 363,218 一 208 32,679 223.430 68.303 13,269 15,329 
先中国 135,791 183 189 55 122.002 1.160 12.202 
四国 125,448 一 3, 144 5,982 15,478 70.604 30.240 
九州 897,360 一 一 一 19 一 25 897,316 
資料：表3-12に同じ。
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(2) 子豚市場を通らない流通経路
既述のように、全国的にみてもそうで、あるが、本県の子豚総流通量のうちで、子畜市場を通って
流通するものは、例えば、 47年度の場合は約40%の48.598頭で、あって、残りの約60%に相当する72
,898頭は子畜市場を通らないで流通するものであるO このうち、若干の頭数は肥育と繁殖の一貫生
産〈一貫経営〉において経営経済的に内部に向けられるが、流通経路で流通していることになる。
子豚市場を通らない流通経路は、図3-4のように、 3つの経路、すなわち、①子豚生産者と
肉豚生産者とが直接取り引きするもの、②両生産者の聞に農協系統、 ことに県経済連が入るも
の、① 両生産者の聞に家畜商が入るもの、に分けられるO
図 3-4 子豚市場を通らない流通経路
① 
一一一接
② 
－－－：；州I 飼養豚農家肉 者（ 営産）恩防K
子（
竪言 L一一→｜農協系統
制圧｜ ｜ （県経済連〉
養産｜ I 
農者
家） ① 
一一一争
註 1. 富山県経済連には、 44年9月以降東部畜連の生産部門が含まれてし、る。
経路①は、子豚飼養農家（子豚生産者〉と肉豚飼養農家〈肉豚生産者〉の合意によって成立す
る契約取引であり、価格の決定方法は両者の競争形態・条件やそのときどきの全国的、あるいは、
地域的な子豚需給量に対応して多種多様であるO その実態を把握することは容易なことではない。
経路①は、県経済連が仲介する預託方式で示される流通経路である。この方式は、県経済連が
子豚生産者に種豚（子取り用めす豚、あるいは、繁殖用めす豚〉を貸し付け、生産された子豚を全
部県経済連が引き取り、さらに、肉豚生産者に貸し付ける方式であるO この意味において、この方
式は、生産者が県経済連を信頼し、強力な指導を受け入れる意，思があってはじめて存続できるもの
である。この方式によれば、強力な組織力をもっ県経済連が生産者相互の経営を安定化させること
を目的にもちながら 1つの中間流通主体として介在するから、生産者の経営を安定化させる可能性
が大きいし、また、経営上の技術的〈品種改良、飼料確保、肥育方法など〉諸問題・経済的諸問題
（子取り用めす豚や子豚の購入とその販売方法、取引業者の選択、畜産金融など〉の指導面でも子
豚生産者と肉豚生産者の両者に細かな指導ができることになるO しかし、子豚生産者の品種改良や
飼養などの技術格差によって子豚の個体差や品質差が生じ易いし、また、その品質差や個体差を子
豚の生体評価と子豚の価格にいかに反映させるか、という依然として回避できそうもない極めて困
難な問題が残存しているO
子豚価格の形成は、本県の場合、全国の主要な子豚市場の取引相場を参考にして行なわれるよう
であるから、経路①は、経路①の取引と異なり、それよりもなお一層公正な取引と適正な格付
けが行なわれる経路であるとみなすことができるO
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経路③は、子豚市場者f通らない流通経路のうちでは最も太いものである。既述の約60%のうち
の大部分は家畜商などの集・出荷業者の手になるものであるO この数字のように、子豚生産者、肉
豚生産者と家畜商との聞に存在している後進性の強い前近代的で閉鎖的な関係ないし家畜商の子豚
涜通機構の支配は依然として大きいことに注目しなければならない。
このような明らかに前近代的で非合理的と思われる流通機構が、なぜ存在しているのであろうか。
この点については、その流通経路や流通機構が子豚・肉豚生産者にとってむしろ有利であると考え
られている次の少なくとも 9つの点があるからであると推測されるO 例えば、① 木県ではまだ食
肉中央卸売市場や食肉指定市場が開設されていなし、から、食肉問屋が特定の家畜商や小売商を自己
の傘下に収め、家畜商は特定の生産者を自己の支配下に収めるという形式で、食肉問屋を中心とし
た生産者から小売商までの流通系列化が成立しているからであるO ② 家畜市場で販売する場合と
異なり、子豚や肉豚を移動させる前に予め子豚・肉豚価格がわかっているからである。① 子豚や
肉豚の発送時点で体重が計量されるから、速い家畜市場まで輸送する場合に輸送途上で生じるかも
しれない減量による損失、事故、死亡などによる危険負担が免れるからである。④ 子豚の供給と
肉豚の買上げ（需要〉を比較的短期間でしてくれるからである。
① 飼養面の技術的指導や世話をきめ細かくしてくれる可能性があるからである。① 子豚と肉豚
の生産・肥育段階がそれぞれ異なる飼養農家によって行なわれている場合には、各段階の聞に取引
の必要が生じているからである。① 子豚や肉豚を出荷してからの代金決済期間が数日というよう
に早い場合が多いからである。③ 資金経営やその他の生活資金などに関しても人間関係が強いか
らで、ある。① たとえ子豚・肉豚価格が暴落した場合でも、旧来の得意先として妥当な市場価格で
買い上げてくれる場合があるからである。ことに、枝肉歩留りも良いし、上物率は高くなる場合も
あるからであるO これらのことが生産者にとって利点となるのは、① 生産者の零細な経営規模、
② 生産者の低い技術水準、① 子豚・肉豚市場における価格形式の情報に関する不完全な知識、
④ 乏しい畜産資金、① 最近では確保困難な飼料、などに問題が生じるにもかかわらず、これら
の諸問題を独力では解決できない生産者の経営体質と生産構造の脆弱さや流通・消費構造の複雑多
様性・前近代性が現存しているからであると考えるO
家畜商が介在する取引価格はそのときどきの市場価格を参考にして決められるが、たとえ子豚市
場の価格情報が入手できても、生産者の大多数は適正な子豚価格を推定できないから、不公正な極
めて陵味で非競争的な取引方法がとられているし、その上、取引関係では生産者の方が家畜商より
もカが弱いため、子豚価格はどうしても不利なものとなりがちである。この点に価格決定方法の決
一定的な欠陥が存在し、ひいては子豚市場を通らない流通経路の問題点が残存している。
3. 産地食肉センターにおける豚枝肉の流通
第2節、 5. の「豚肉の商品特性」において既述したように、生体から正肉に至るまでの形態変
化の多様性と複雑性の過程において最も特徴的な段階は、屠畜場における屠畜（屠殺〉であるO こ
の意味において、まず最初に、近年における屠畜場整備の動向について調べ、次に、本県の屠畜場
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の現状について検討する必要がある。
日本における屠畜場の規制は法律的には明治39年に法律第32号として制定された「屠場法Jによ
るのが初まりで、あって、食肉衛生の基盤としての屠畜場に関する制度が確立した。
戦後の新しい社会情勢と獣医学の進歩に対応して、 28年に、法律第 114号として「屠畜場法Jが
制定公布され、従来の「屠場法」は廃止され、今日に至っている。近年における屠場数の推移は、
35年の895か所を最高として、それ以後年々減少の傾向にあり、 47年末現在では599か所（簡易58・
か所〉となっている。この点は、従来屠畜場がその地域における食肉の需要をまかなうための処理
施設として多数設置されたが、現在では道路交通事情ならびに運送車輔の発達などによって、より
広域的な食肉流通センター的な性格が強まり、整理統合、経営の合理化、施設の近代化を図らなけ
ればならなくなった結果であると考えられる。
屠畜場の整備については、屠畜場が食肉生産の第 1段階であれその衛生的な処理が食肉衛生の
基盤をなすものであることに鑑み、 32年を初年度として屠畜場再建整備10か年計画が立案され、全
国の屠畜場のうちで449か所を再建整備することを目的として、総額85億円の起債（準公営企業債）
をもって最終年の41年度までに375か所の屠畜場の整備を行ない、一応の成果を収めて終7したが、
引続き42年度も59か所、約14億円の起債をもってその整備が行なわれた。
43年度からは、従来の準公営企業債からさらに有利な「厚生年金積立還元融資」による特別地方
債によって屠畜場の整備を行なうことになり、 ζれに伴って屠畜場に対する融資の査定基準が大幅
に改められた。例えば、従来 1日当りの平均処理頭数に対する施設規模を8つの段階に細分してい
たが、これを5つの段階に整理するとともに、それぞれに対する処理施設、検査施設などの必要な
規模面積について全面的に改めたこと、さらに、屠畜場が公害の発生源となることを考慮し、病畜
施設、汚物処理、汚水処理施設などの整備事業ならびに他の屠畜場との整理統合による新増築など
の整備事業に対しては優先的に融資の対象となるような積極的な改善が行なわれてきた。
この特別地方債によって43年度から47年度の5年間で200か所の屠畜場の整備を行ない、それに一
要した融資額は約80億円で、あっ f.:.o48年度の資金伴40億円を含め、 49年度から新規整備計画が推進
され、現在まで、あるいは今後とも、屠畜場の整備促進を図ってはいるが、全国的にみた場合、現
状でも施設の改善、衛生管理の向上を望まれるところは多く存在する。また、衛生の向上にも限度
があると思われるので、必然的な整理統合を考えられるが、現実には地域的特性、利用者の利害関
係もあって必ずしも円滑に行なわれ難い面もあるようであるO
一方では、屠畜場の整備事業は、主として起債によって行なわれているが、起債の性格上、これ
を受けられる屠畜場は公営のものに限られ、民間の私営屠畜場についてはその対象とはならない。
起債の割当てにしてもそれが査定基準に適合し、その枠内であれば融資が受けられる仕組みであり、
全国的にみた屠畜場の再編合理化、その他食肉流通全般の問題としての取り組み方などを必ずしも
考慮していなかったうらみがないとはいえない。
現在でも、屠畜場数がどの位あれば適正な経営を図り、屠畜場の衛生保持に万全を期すことがで
きるかということがいまだに不明であれまた、最近の大型化する屠畜場に対して現在の査定基準
について、例えば、 500頭処理以上の大規模といわれる屠畜場については100%融資などとしづ点も
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含めて種々再検討し、今後の屠苔場のあり方とその整理統合を強力に推進する必要がある。
近年、屠畜場における食肉の細菌汚染が問題となり、施設の改善、衛生的な処理方法の確立が急
務となっているが、一方では、 「水質汚濁防止法人「悪臭防止法」などの公害関係法律が公布施行
され、生産面以外での多額の設備投資が必要となりつつある。従って、好むと好まざるとにかかわ
らず、屠畜場の整理統合を行なわざるを得ない社会情勢下にあることを認識しなければならない。
次に、屠畜検査の実態についてみなければならない（「日本食肉年鑑J、昭和49年版、 215～216
頁によるけ。通常食用に供されている牛、馬、豚、めん羊の5種類の獣畜は、すべて都道府県知
事の許可をうけた屠畜場で屠畜解体され、屠畜検査員による厳重な検査を経て食用に適する安全な
食肉だけが流通する仕組みになっているO 従って、屠畜場それ自体は、そして、その存在は、生き
た健康な獣畜を屠畜解体して食肉を生産する一種の食品工場とも考えられ、食肉衛生の第 1の関門
であり、その重要性を考えて食品衛生法とは別に独立した「屠畜場法Jによって規制されているO
屠畜検査は、獣畜の生体検査、解体前の検査ならびに解体後の枝肉および内臓の検査という 3つ
の段階に大別され、その聞に人畜共通疾病などの有無について望診、触診、解剖検査、顕微鏡検査、
病理学的検査、さらに、理化学検査などの獣医学的知識ないしは技術を応用して検査が行なわれる。
この検査にあたる屠畜検査員は、都道府県または政令市の職員であって獣医師の資格のあるものだ
けが任命され、獣医師以外の者にあっては屠畜検査はできないことになっている。
この屠畜場検査の方法は全国的に統一が図られているが、この検査に従事する屠畜検査は、 46年
3月現在、 2.404人（このうち専任568人〉である。一方では、屠畜頭数は畜産の振興政策ならびに
食肉需要の増加につれて年々増加し、 41年度から10.000.000頭の大台を越え、 47年度には14.380.0
iO頭余りとなり、これは10年前の37年度に比べれば約2倍の増加となっている。
屠畜検査の結果、疾病の種類などによって屠畜または解体の禁止、全部廃棄ならびに肉、内臓の
部分廃棄などの処分を行なっているが、 47年度において、屠畜または解体の禁止953頭〈このうち
豚853頭〉、全部廃棄9,549頭（豚8.006頭〉、部分廃棄7.soo.169頭（豚7.422.359頭〉となっている。
その大部分が豚であるが、これは、全国における屠畜頭数のうち、豚のそれが13.070.000頭余りで
あって、その約91%を占めているためである。
屠畜検査に合格した枝肉、内臓などには一定様式の検印が所定の場所に押印されるが、これには
都道府県名および屠畜場の番号が入っている。
屠畜場は、産地における① 地方屠場、② 産地食肉センタ戸屠場、① 消費地における食肉中
央卸売市場（48年4月1日現在、全国に9市場〉、④ 消費地における食肉指定市場（48年4月1
日現在、 6市場〉、の4つの類型に大別される。
本県の屠畜場は、現状では、①と②の性格のものであり、また③と④の性格のものにまで整備、
拡大発展していない。ここでは①と②が併存した屠畜場を取り上げて、これをめぐる（1) 産地食肉
センタ｛設置の経緯・目的・設置状況および機能、（2) 屠殺の現状、（3) 豚枝肉生産量、性） 集・
出荷後の流通経路、（5) 産地食肉センタ｛の存在意義とその若干の問題点、（6) 豚肉の市場外流通、
について順次調査し、考察する。
(1) 産地食肉センター設置の経緯・目的・設置状況および機能
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30年代に入って経済成長期、国民所得の増大、食生活の多様化・高度化に伴って、肉畜と食肉の
流通合理化が叫ばれるようになった。
それとともに、一方では、食肉の冷凍・冷蔵技術の発達、輸送技術の改善も急速に進み、産地に
おいて肉畜を処理して枝肉にし、これを消費地に出荷できる条件が整備されてきた。
このような事態に対処するために、農林省では35年から家畜および食肉流通改善の具体的施策の
1っとして、農家庭先での生体取引きおよび産地からの生体出荷を枝肉出荷へと流通の合理化、産
地における取引きの合理化、地場需要の拡大および生産者団体などの枝肉による共販体制の整備を
より一層推進するために、食肉流通施設を補助設置することとなり、産地枝肉共同出荷施設、中小
都市枝肉冷蔵施設、食肉流通施設および基幹食肉流通施設、また、全国の主要な肉用牛の生産地に
牛肉産地処理加工のモテツレ施設として、牛肉産地処理加工施設を45年に2か所、 46年に2か所、こ
れまで実施してきた。
これらの施設は、いずれも肉畜と食肉の流通上のいくつかの機能を果たすということから、食肉
センターと呼称されている。食肉センタ｛は、屠畜解体施設、湯はぎ施設、内臓処理施設、取引き
施設、冷却冷蔵施設、部分肉処理加工施設および冷凍トラックなどの施設の全部、または一部の施
設によって構成されており、その数は47年末現在．全国に84か所を数えるようになった。
本県では、 29年10月に立山畜産屠畜場が開設されているだけで産地食肉センタ｛は全く開設され
ていなかった。しかし、その後30年代に入って、牛、豚、鶏などの肉畜産地やこの産地を後背地に
もつ地方都市周辺における屠殺解体処理と食肉流通の合理化・近代化、地元消費量の増大、消費地
域の広域化、地元需給の実勢を反映する肉畜価格の形成などを目指して設置されてきた。そのため
に、主としてお年から前述の施設設置補助事業が行なわれてきた。しかし、食肉需要量・流通量の
増大とその広域化に対処するために、それらの事業を拡大発展させ、 38年から食肉センタ戸設置補
助事業が着手された。これにもとづいて、本県にも4つの産地食肉センタ｛が開設者の出資によっ
て設置された。
本県のいわゆる産地食肉センターの設置状況は、表3-15で、示される。
表3-15
マ開設判所在地
高岡市食肉センタ｜
一（高岡市営〉 ｜高岡市北島
黒部屠畜場 ｜ ｜黒部市石田（黒部畜連〉｜
富山食肉センター｜婦負郡婦中町
乙婦中町営〉｜中の宮
立山畜産屠畜場 ｜中新川郡立山町
（立山畜産側〉｜五百石
福野食肉センター｜東砺波郡福野町
（経済連）｜柴田屋
県畜産試験場 ｜上新川郡大沢野
（富山県〉｜町春日
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資料：表2-11の資料と富山県経済連における聴取り調査により作成。
-86- 豚肉の流通・価格形成の現状とその問題点
次に、前述の食肉センタ戸の機能とその運営の方法は多岐にわたっており、これを分類すること
は困難であるが、通常、機能面からみて少なくとも次のように分類されている。すなわち、①豚
肉をはじめ食肉として商品化されるために必要な屠殺解体処理の場であるという意味の単なる屠富
場的性格ないレ屠場市場的性格をもっ機能、① 公正取引を重点とする産地食肉セシグ｛屠場とし
ての機能（この機能をもっ屠畜場は、一種の産地市場であり、地場の消費のための市場でもある。
〉、すなわち、産地の市場への枝肉出荷基地機能、① 生産者団体の産地における部分肉の集・出
荷基地機能、そして、④ 食肉中央卸売市場や食肉指定市場への枝肉出荷基地機能、がみられるO
本県の場合の屠畜場は、屠殺機能が主で、取引の具体的な場としての役割は従であるがL本県に
はまだ食肉中央卸売市場や食肉指定市場が設置されていないので、家畜市場とならんで産地食肉セ
ンタ戸がそれらの市場の機能の一部分を果たしている。しかし、本県の産地食肉センターの併設屠
場はそれらの市場の併設屠場における諸施設に比べれば、組織や設備で劣り、建坪面積や敷地面積
が狭く簡易零細なものが多く、その上、交通環境は不便であり、住宅地域に近いものが多い。その
ため、本県の産地食肉センぷ｛は十分な市場機能の発揮を期待することが困難な現状である。
ここで、参考までに、本県の産地食肉センタ｛を肉豚屠殺頭数の規模でみれば、中小規模のもの
である（第3節、 3.、（2）、の諸表による。〉。これを、例えば、 46年度の全国の肉豚屠殺規模と
比べれば、同じ規模のものは約10.8%存在している（表3-16）ことがうかがわれるO
表 3ー 16 全国の肉豚屠畜場規模別数 (46年現在〉
年間屠殺頭数規模別 ｜屠 場 数｜構 成 比
1～ 1.00頭0 162 25.6% 
1.000～ 4,999 144 22.8 
5,000～ 9,999 74 11.7 
10, 000～ 19,999 68 10.8 
20.000～ 29,999 50 7.9 
30.000～ 49,999 53 8.4 
50,00J～ 69,999 41 6.5 
70.000～ 99,999 21 3.3 
100,000～ 19 3.0 
メロ込 言十 632 100.0 
資料：農林省畜産局、『食肉流通統計』、により作成。
(2）屠殺の現状
47年2月1日現在、県内の豚飼養頭数46.800頭に対して県内産豚の屠殺頭数は103.082頭であ
り、豚飼養頭数の約2.0倍弱に相当する。このことは、肥育期間が約6～7か月で全体として年2回
転弱の生産と出荷を行なっていることを意味すると思われる。屠殺頭数は、 44年度に一時的に減少
したものの、 45年度以降は年を追って増加傾向を示している〈表3-17)。
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（単位：戸、頭、匂〉
年度！
｜実
昭和
35年
枝肉生産量
｜指
数罪史
肉豚の飼養農家数、飼養頭数、屠殺頭数および枝肉生産量
屠
数｜実： 1指数｜実数｜指
飼養頭数
数｜指
飼養農家数
数｜指
表3-17
数数
?
数
?
数
100.0 1, 371. 643 100.0 23.739 100.0 2.7 100.0 2.030 
? ?
?
????17 .210 6, 370 
142.2 1, 963' 583 136.0 32,275 103~ 7 2.8 126.6 2,570 103.7 17,840 99.5 6,340 36 
208.8 2,854,211 262.3 48,935 151.8 4.1 187.2 3.800 149.4 25,720 97.5 6,210 37 
174.4i 2.667,985 199.2 47,309 248.1 6.7 170.4 3,460 165.2 28,430 66.9 4,260 38 
216.6 2. 971, 250 226.2 53,696 288.9 7.8 185.2 3.750 172.6 29.700 60.0 3.820 39 
275.9 3,783,986 275.4 65,381 407.4 11.0 231 .5 4,700 234.5 40.320 57.3 3,650 40 
384.4! 5,272.747 374.4 88,889 566.7 15.3 278.3 5.650 301. 1 51,820 48.7 3, 10 41 
460.6 6,317,812 438.2 104,002 681 .5 18.4 280.8 5.700 
????? ?
??
?
? ?
?
?，?
?
?
55,960 45.2 2.880 42 
467.3 6,456,025 443.4 105,255 874.1 23.6 285.7 5,800 55,000 36.6 2. 330 43 
456.0 6,254.306 398.0 94.486 988.9 26.7 291 .3 5,950 325.2 55,980 32.8 2, lOJ 44 
473.9 6,499.602 449.7 106,648 32 . 81 1. 214. 8 318.2 6,460 327.7 56,400 27.1 1 .720 45 
517.7 7,101,014 474.8 112, 713 39.81 1.474.4 324.1 6,580 281.2 48,4JO 19.2 1.220 46 
? ? 、 ? ?
? ?
????
?
????????
?
???
539.8 7,404,728 5%.4 120,271 40.41 1.496.3 313. 3 6,360 271.9 46,800 18.2 1, 160 47 
529.2 
資料： 1.飼養農家数、飼養頭数、子とり用めす豚飼養頭数および1戸当り飼養頭数は、富山県畜産課、『富山の畜産』、
昭和41～48年版、により作成。
7,257.480 509.7 i20,994 59.51 2.203.4 311.8 6,330 304.6 
? ??? ?
?，??? ? 』?13.8 880 48 
2.屠殺頭数と枝肉生産量は、富山県厚生部、『衛生統計年幸町、昭和38～48年版、および富山県環境衛生課、『食品
乳肉衛生』、昭和38～45年版、により作成。
（単位：頭〉
年度
9 I 40 I 41 I 42 43 44 I 45 I 46 47 -48 需要別
食肉｜加王食肉i加工食肉｜加工食肉｜加工食肉｜加工食肉｜加工食肉｜加工食肉｜加王食肉｜加工 食肉｜加工 食肉｜加工生産地別
下上婦中射新新水負川川郡
1,625 349 966 367 2,936 724 3,033 1,038 1, 754 l,294 1, 141 1.382 1.2~日4日7! 1. 517 1, 187 2.185 2,316 1, 126 3.722 871 6,392 247 5.731 219 6,805 1. 049 9,617 3, 137 8,358 6,814 6.789 6,934 8, 7 0 9,957 5. 318 9.254 4.496 10, 139 2, 138 
1.535 149 2.807 921 834 244 725 322 1'188 526 723 260 1, 3 0 1.173 246 977 158 1.037 472 
2,814 673 3,365 1,378 4,981 1, 344 5,804 1. 700 5,855 1'666 6.502 1.579 5.802 0 6' 598 973 7.200 1.175 7.855 832 
1.498 483 1,420 1, 131 1, 736 1. 687 2, 121 1,457 2. 758 1. 600 1,304 1,881 2,089 0 3. 134 341 3, 737 568 4,094 248 
東西黒滑魚砺部津川波郡市
1,057 527 3,385 1. 764 4, 379 2.853 4,258 2.718 7,440 2,487 6,953 2,016 7,230 0 6, 105 2,794 7.922 757 7,846 1.010 
3,425 1,474 2, 7LIO 1.2J4 3,089 2.461 3,476 1. 721 2, 907 1, 959 2,234 1, 810 3, 304 1, 937 2.847 2,581 3,707 2, 158 3, 117 1, 723 
2, 145 1. 390 2. 039 873 2.459 1.119 2..497 5，〔94 2, 3J1 6, 134 1 ,609 6,898 328 8,962 533 11,239 6. 149 7,462 9,550 7.749 
1, 702 989 1 ,048 61 2, 198 598 ,329 1. 768 1, 614 2,808 1, 792 1,997 1.901 2,941 2. 01 3, 788 2,521 2,487 1. 731 2,422 
81J 。893 27 637 222 1,824 578 1. 119 559 1.409 889 2,304 408 2,0J1 286 3.586 644 2,845 1.560 
砺富事氷 湊波山岡見 市
3.247 985 4,475 1.434 4.~45 1.992 5.Ti8 3,707 6,245 5,834 6, 174 3,035 6,559 2,505 5,421 2,264 5.482 2.015 4,007 2,457 
1, 030 435 2,648 567 2. 14 552 7.491 471 9,459 1, 194 7,987 560 6.527 !II!!tj~I ！~； 351 7,499 6.066 44 し 。0 0 0 138 110 148 58 257 7 488 0 143 。1'369 958 839 577 705 1,355 2,U63 361 2.2i刷引71 657 2,098 U8 1.447 33C 2, 148 695 2.84 3.208 305 429 96 855 250 842 347 846 785 1.656 733 1.8 1.616 2,692 1.455 2.446 990 3, 104 1. 1 7 0 3 ' 1 3 1 ' 3. 338 394 3.689 436 小県矢内部産市計 728 617 837 573 1.040 1.249 1.749 1.786 1,6 2,911 2. 182 1.545 2,667 1,766 3, 91 1,548 4.03 1. 4,723 832i 5.221 777 30 ,276 9. 526 34.695 11,993 39,70418,2附，叫6.701[56,2 39.附川和571川叩，仙57.016 36,594164, 38 36, 78, 156 24,92676.890 28,857 
2.582 4.573 2,442 530 6,049 742 7.218 223 8, 184 338 6.720 1.256 9.756 3,045 9, 736 2,381 8,909 
352 0 4 。。22 。。。。。721 0 1.041 14 1,731 48 2,845 。。 。 1, 348 400 25 4 65 45 58 。283 1,050 1,499 803 324 。 177 。174 413 35 2. 119 0 3,298 400 2.974 30 692 80 。。。。 。 105 。。。。。105 。。。。
0 0 。。。 。。。。。。。。55 。。。。。。。。 u 108 。 60 85 17 60 。。 0 0 0 4 。6 。。。。。。。。。 。。
0 0 0 。0 。。 。
0 0 。0 0 0 。 。。。。。。。。。 。。
草産量品案詰重量書
。 。 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。 。 。。。 。 13 。。。。 。 。。。。。。。 。 。。 。。 。。。。 8 0 。。。 。 。。 。。
2,934 4,573 2.446 4,562 1,375 4,98 2, 167 6,462 1,074 7' 631 262 10, 304 399 10,0831 2.667 10,371 1,904:10,745 5,906 11.283 6.029 9,233 
総計＼33,210;1仰や川＼16，叫1，叫3,214¥55，吋引が叫6，叫8叫 6,875:51叫
肉豚の産地別罵殺頭数および需要別屠殺頭数表 3~13
?、??
??
? ? ? ?
?
????????
?
??
資料：富山県環境衛生課、『環境衛生行政の概要』、昭和47～49年版、および同課、『食品乳肉衛生』、昭和38～46年版、により作成。
??
（単位：頭〉
年度
黒部食肉センター 立山食肉センター 富山食肉センター 高岡市食肉センター 福野食肉センター 畜試 朝日
成牛 成牛 成牛 成 牛
暫昭i乳用！！役肉｜｜計
肉肱
乳用｜役肉｜計
肉菰 肉豚
乳用！役肉｜ 計
肉豚
乳用｜役肉｜ 計
肉豚 肉豚｜肉豚
乳用｜役肉｜計
35 50 384 434 3,410 1, 134 4,043 238 1,591 1,829 6, 168 266 1,657 150 849 999 2,057 307 504 
36 6 370 436 4.595 9J 1.068 1.158 4,932 207 1.541 1, 748 7, 182 242 1.605 1, i 10' 928 135 839 914 3,561 356 641 
37 42 326 368 7.044 83 952 1,035 6,355 241 1,625 1.865 12,032 18[ 1.749 1, 17,568 128 808 936 4.939 249 600 
38 63 409 4 726,841 81 , 12~： 1, 20 3 6,531 345 1 ,970 2.315 13,095 277 1.887 2. 16,319 226 99611.222 4,000 226 762 
39 43 7,574 74 I, 3 1.409 6,481 414 2.263 2.677 14,554 369 2, 193 2.562 18,220 200 1,322 1.522 5.599 199 1. 030 
40 41 402 443 6,734 55 1 ,330 1, 385 7.381 597 2.210 2,887 15,907 495 2.025 2.520 24, 334 247 1, 102 1. 349 9, 796 0 1, 153 
41 23 236 259 8,997 55 833 88811o,729 470 1.423 1,893 20,556 476 1. 121 1,597 30,853 173 724 897 16.418 
42 38 139 177 10' 397 98 560 65812.484 666 826 1.610 23,046 571 1,039 1,492 37,322 186 487 673 19,340 
43 42 93 135 1. 043 110 486 596 13,049 698 753 1.451 20.983 895 561 1.456 39.905 254 479 733 19 .294 
44 19 138 257 9,707 206 479 68~： 15.269 927 82J 1, 747 17' 567 1,283 535 1.818 34,554 454 613 1,067 16.509 
45 42 183 225 12,481 206 581 78 17 .21 1.035 1. 103 2. 138 19 .201 1.532 703 2,235 36,358 557 641 1.198 20.225 
46 46 236 282 15,947 149 500 649 15,853 1 ,096 1.269 2.365 20,098 1,527 967 2.494 34,925 563 642 1,205 25,878 
47 20 243 263 19, 159 140 546 686 15, 775 1, 170 1, 380 2.550 23,208 1.604 1.059 2,563 35,505 770 876 1'646 26,624 885 
48 31 170 ?01 21.3201180 町5,1621 953 ?2,901 1.207 799 2.006 34,851 665 573 1,238 26,489 271 
屠畜場（産地食肉センター〉別屠殺頭数表3-19
資料：富山県環境衛生課、『食品乳肉衛生』、昭和35～45年版、および富山県厚生部食品衛生係、『環境衛生行政の概要J、
昭和46～49年版、により作成。
朝日屠畜場は48年 1月で廃止された。註
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（単位：頭〉48年度月別の屠畜場別屠殺頭数表3-28
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畜試l高岡市食肉センター ｜ 福野食肉センター
成
乳用｜役肉｜
月｜成牛
I I l肉豚
乳用｜役肉｜計
黒部食肉センター
62 57 
68 
1891 2.533 121 77 1731 2' 140 821 91 131 46 16/ 161 1, 619 1月＇ -
70 1901 2. 751 72 118 1481 1, 780 81 67 171 31 1 131 141 1, 699 2月
571 38 1951 2. 476 1271 68 851 69 651 1, 375 40 25 
151 37 
?????
? ?
?
?，，???，?
??
?
?
? ?
????
3月
29 
871 1'990 
??
??
???
??
???
??
?
?
?
?
?
?????，．，，，?
??? 』
???
??』「?．
?
????
??
?
?
，???
??
?
???
43 44 1471 2,817 861 61 1271 1.590 691 58 
?? ?
? ? 』
?
，?
?，，????????
??
4月
61 41 
??????
?
? ?? ?????
??
???
981 58 
581 47 951 68 
54 
??
「??
??
?
「
?
??
1561 2' 795 68 88 
41 1861 2.892 72 114 
1351 1,840 54 81 
86 
151 31 121 1. 834 21 10 5月
55 481 1.208 151 33 191 1, 747 21 17 6月
7月
8月
851 63 461 1, 122 341 12 
19 
21 141 1 61 1 '835 
73 85 31 521 1.267 181 1, 773 21 16 
36 1371 2, 542 81 49 691 47 
38 
351 1. 082 101 25 141 1.674 31 1 9月
471 39 1451 3, 125 871 58 1151 1.960 77 41 1.361 151 29 21 151 171 1, 898 10月
461 31 1431 3' 474 841 59 1201 2, 137 45 28 171 1 1月
? 、 ?
??
? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ?
1 DI 89 
資料：富山県経済連酪農畜産課調査により作成。
黒部屠畜場と立山畜産屠畜場は表中のような名称に書きかえた。畜試は県畜産試験場（簡易屠畜場〉のことで
ある。成牛の場合も併記した。
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表3-21
食肉業
；年度j竺む_j外屠護｜ 計 ｜室内屠委 I:71数｜ 員 ｜掛 凱｜明 凱｜
実数｜構成比｜実数｜宮内実数｜構成比i実数｜構成比｜実数｜構成比｜実数｜構成比｜実数｜宮内実数｜宮内実数｜構成比
宮口l I %1 I %／…o~I I %1 I %1 s.525 
? ??? ?
? ?総
??? ?
?
?
業
肉豚の業種別屠殺頭数
力日
48 ' 9 351 100 . 0 30.2115.2461 100.0 69.81 4.605 
47,3091100.0 32.41!4,0991 100.0 67 .61 4. 573 
53.6961 100.0 27.5116.5551 100.0 72.51 4,562 
93.41 2.2401 6.6 37 131.449 
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資料：表3-19に同じ。
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47年度の豚枝肉生産量は約7.405tであり、 35年度の約1.372tに比べて約5.4%とかなり増加してい
る。なお、最近3年間の全国の食肉生産量についてみれば、豚枝肉生産量は、 45年度が648.193t、
46年度が752,774 t、47年度が769,056tであり、 牛枝肉生産量は、 45年度が260.531t、46年度が
275.902 t、47年度が295,106 tであり、 鶏肉生産量は、 45年度が490.075t、46年度が539,965 t、
47年度が626.500tであり、その他の食肉生産量は、 45年度が11.341t、46年度が10.183 t、47年度
が7.891tであり、食肉生産量の合計は45年度が1.410,140 t、46年度が1.574.912t、47年度が
1.698.553 tであり、いずれの食肉生産量も年々増大しているが、豚肉生産量は総食肉生産量のう
ちの45～46%ほどを占めており、豚肉は第1位の地位をもっている。
肉豚の屠殺頭数、生体量および枝肉生産量についてみれば、 44年度に一時的に減少したが、その
後は増加しているO 肉豚の飼養頭数と豚枝肉生産量との関連は、表3-22に示しているO
表3-22 食肉の生産量 （単位： t) 
｜豚肉｜牛肉 l鶏年度 実数｜指数実数｜指数実数｜指数
昭3和5 1. 120 100.0 
36 ~： 5P 140.4 1,280 9J.8 52 152. 5 37 2~~.3 1.243 88.2 ~60 162.5 38 2.~~~ 2 .4 1.496 106. 1 46 187 .2 39 2, 0 261.6 1.644 116. 6 716 207.5 
40 3,516 315.7 1. 646 116. 7 1.414 409.9 
41 4,690 ~~3.1 1.141 80.9 2,472 816.1 42 5,415 3.~ 932 6. 1 2,902 841.7 43 5,872 523. 945 67.U 3, 75 1.1~6.2 
44 5.573 497.5 1, 173 83.2 4,762 1.3 0. 3 
45 6' 113 5~~ ：~ 1,384 98.2 5,335 1.546.4 46 6,5 1 1,498 106.2 5,344 1. ~43.2 
47 6,595 288.8 1. 728 122.6 6,221 1. 03. 2 
資料：富山県畜産課、『富山の畜産』、昭和41～48年度版、により作成。
註 1. 食肉生産量は、 t以下を4捨5入している。
表3-23 肉豚の屠殺頭数、生体量および枝肉生産量 （単位：頭， kの
年度｜ 屠殺頭数 i生体量 ｜実枝肉生産量数｜指数
昭和
2,164,51f9 
kヲ
3 25,ci~6 1 ,580.034 1 lg.2 34 30. 2,660.055 1,739,445 12 .8 
35 §3.~39 2,089,716 1. 3l1・643 100.0 
36 §・ 35 3, 122.906 1. 9 '583 142.2 
37 4 ,935 4, 393, 521 2.854.211 208.8 
38 4~.309 4, 163,408 2.667,985 174.4 
39 5 ,696 4,i~i,232 2, 9~1.250 216.6 ~~ 65,381 5. .783 3, 7 3.986 ~~~.9 88,889 8, .31 5.272 ， ~i' .4 42 104,002 9,738.349 6,317. 2 460.6 
43 10~·~r 9,l~~.501 6 .410, 025 467.3 li 9 'Fi 9, ·~~ ! 6,254.306 4f6.0 106, 8 10.741. 0 6,499,602 -4 3. 9 112. 713 7, 104.014 517.7 120.214 7.40 ,7§8 39.8 
48 120,99 一 7.257.4 0 529.2 
資料：屠殺頭数と枝肉量は、富山県厚生部、『衛生統計年報』、昭和34～45年版、および昭和48年度は
富山県経済連調べ、により作成。
生体孟は、富山県環境衛生課、『食品乳肉衛生』、昭和34～45年版、および富山県厚生部、
『環境衛生行政の概要』、昭和46～48年版、により作成。
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(4) 集・出荷後の流通経路
本県では、 29年10月にはじめて私設の立山畜産屠畜場が設置され、その後次第に表3-15のよう
に設置されてきた。その初期の段階では、食肉問屋が卸売業者、小売業者および家畜商の性格と特
質をも兼ねて、食肉業者自身が家畜市場で肉豚を仕入れ、これを屠畜場で屠殺解体処理して枝肉化
し、この枝肉を冷蔵保管、分荷、価格設定などの諸機能〈いわゆる問屋機能〉をもって、小売販売
するか、他の小売業者へ販売したため、屠畜場は豚肉の取引が行なわれなくて市場としての機能が
果たされなかったようである。しかし、食肉需要の増大に伴って子豚や成啄の飼養頭数も増大、屠
畜場の規模も拡大し、既述の35年と38年の補助事業もあって、家畜市場と枝肉市場が成立するよう
になり、いわゆる地方屠場市場が成立してきたのこの市場への出荷者の販売方法には、① 生体販
売、② 枝肉販売、の場合があるが、生産者が直接その市場へ出荷する場合は殆どなく、農協系統
〈県経済連、単協など〉や家畜商A、家畜商Bが中間流通主体として介在する経路と販売方法がと
られているの
次に、屠殺解体処理後の枝肉は商品化されて、食肉加工業者（これは食肉加工資本で、あり、大口
需要者でもある。〉に対して県経済連が設定したそのときどきの建値（豚肉市況〉を参考にして相
対で販売される場合、食肉卸売業者を通して食肉小売業者にその建値で相対取引きさせる場合、食
肉卸売業者や小売加工業者へ相対取引きされたり、自家用にされる場合、その他の場合などの複雑
多様な流通経路が現存する。
このような本県の屠場市場ないし産地食肉センタ｛を中心とする流通機構は、一方では、やはり
→家畜市場→A枝肉の上場率が低く、家畜商Bの支配する流通経路、すなわち、生産者→家畜商B→屠畜場→食
肉問屋という系列的閉鎖的体系が存在し、地方屠場市場と類似した性格を強く残存させているが、
他方では、産地食肉センターの機能が存在していてやや近代的であり、閉鎖的性格から脱し℃い
るO この意味において、本県の場合も多くの県と同様に過渡的な性格をもっ屠畜場であり、枝肉市
場であるとみなすことができる。
屠場市場ないし産地食肉センタ｛（本県の場合には、屠畜場は両者の中聞に位置づけられ、地方
屠場市場から産地食肉センタ｛へ移行整備発展するという過渡的段階にある肉畜市場であるとみな
している。〉を中心とする豚枝肉の流通経路、すなわち、既述の産地集荷前の豚肉流通経路とは異
なる肉豚生産者からの集・出荷後の流通経路の実態は、極めて複雑多様である。この流通経路の概
略を図示すれば、図3-5で示される。 （図3-6は、参考図であり、全国の場合である。〉この
図の屠場市場ないし枝肉市場のような市場機能をもつものが産地食肉センタ｛であるとみなすこと
ができるようである。
肉豚生産者から屠場市場ないし産地食肉センタ｛への流通経路は、農協系統県経済連が集・出荷
する経路と家畜商A、家畜商Bが集・出荷する経路とに大別される。
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富山県産地食肉センターをめぐる流通経路図3-5
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図3-6
資料：中央畜産会，日本食肉協議会，日本食肉加工協会監修，前掲書，により作成。
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表3-1、表3-3、表3-7の通り、県経済連の取り扱う流通量の割合は極めて大きく、県経
済連は本県肉豚流通の大きな担い手であることがうかがわれる。この点は本県における集・出荷後
の流通経路にみられる特徴であるのしかし、家畜商Bのような食肉問屋と食肉卸売・小売業者を兼
ねている集・出荷業者も存在し、このような集・出荷業者による集・出荷は、食肉取引の伝統的な
閉鎖性や前近代性を内包し、子豚の供給、飼料の供給、肥育・品種改良の技術供与、経営資金の供
与などによって零細な生産者との前近代的な結合関係を温存する性格をもっていることは否定でき
ないの最近では、このような存在形態も、既述のように、農協系統の共同販売方式・インテグレー
ジョンや商社系資本系列の畜産インテグレーションなどが本県へ産地進出しているから、これに伴
って集・出荷業者の性格も変化していくことが推測される。
本県の場合には、産地食肉センタ｛における取引形態は、県経済連が設定したそのときどきの建
値による豚枝肉の相対取引である。例えば、表3-24のように、 47年度には、肉豚の総出荷頭数、
すなわち、総生産頭数103.200頭に対して、県外〈石川県〉への生体出荷頭数は118頭であり、県
内への生体出荷頭数は103.082頭であるから、県内生体出荷頭数が総出荷頭数に占める割合は約9
.8%であるのこの県内生体出荷頭数に県外から移入した県外産生体頭数17.189頭を加えた合計頭数
120.271頭が、県内屠畜場へ入場した頭数であるのこれは47年度の肉豚屠殺頭数であると同時に豚
枝肉出荷頭数であるのこのうちの約2.8%に相当する 3.468頭が県外枝肉出荷頭数であり、約97.2
%に相当する 116.808頭が県内枝肉仕向頭数であるのこの頭数に県外から移入した豚枝肉頭数535
頭を加えた合計頭数117.343頭が、県内枝肉頭数である。 47年度には、このような肉豚の流通が存
在する（農林省、 『食肉流通統計」、昭和48年版、による。〉。
県内枝肉頭数も県内枝肉仕向頭数も年々増加しているが、ことに後者は、 47年度が 116.808頭で
あるから、 38年度の46.102頭に比べ℃、 2.5倍ほど増加しているの自給率（県内推定枝肉消費頭数
に占める肉豚生産頭数の割合〉は、年々低下する傾向を辿っているのこのことは、やはり県内の豚
肉、ことに豚肉需要の増大に起因しているo
(5) 産地食肉センターの存在意義とその若干の問題点
① まず最初に、産地食肉センタ戸が食肉流通機構の合理化・近代化過程においていかなる存在
意義をもっているか、について考察する必要がある。産地食肉センタ｛の存在意義、少なくとも次
の5つの点にあると考える。
第1に、最近では産地食肉センターの設置やその整備拡大の必要性が増しているという点にあ
るO 最近は、食肉需要の増大に伴う子豚・肉豚飼養頭数の増加、生体量や屠殺頭数の増大がみら
れ、これらの点を解決する必要に迫まられているO そこで、この解決を図るためには、大都市〈大
消費地〉における食肉中央卸売市場の併設屠畜場では間に合わず、そのため産地における食肉セン
タ｛の設置やその整備拡大が必要になった。この場合、 35年以降の農林省の食肉流通政策の一環と
して全国各地に設置され、各種団体が出資者となっているO
第2に、産地食肉センターに設置された近代的、かつ、効率的な冷蔵・冷凍施設、冷蔵技術の向
上、技術指導の普及、枝肉輸送者の開発・利用などによっ℃肉豚を中心とする生産の増大に対応し
て大量処理のできる可能性があること、これに関連して生体が産地で解体処理されて枝肉、あるい
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表3-24 肉豚の需要および肉豚の流通 （単位：頭〉
:I =b" !m蝶 z肉豚生産頭数 屠殺頭 c a 年度
実数i撒 1：思議｜臨実数｜指数｜室内品外霊協 b-c 自給率
昭和
26.835 32,2751100.0 26 '835b6, 835 
。70ノ
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
27. 743 100.0 908 578 
44.706 161.5 42.090 2.616 48.935 151.9 42,090 6.845 750 48, 18 150.2 107.8 
46.596 168.0 39,802 6,794 47.309 146.5 39.802 7 ,507 1,207 46, 102 145.4 101.1 
51 ,676 186.2 47. 037 4,639 53,696 179.8 47,037 6.659 6.250 47.446 149.7 108.9 
62.010 226.5 59,036 2.974 65, 381 202.6 59,036 6.345 3,825 91. 556 194.2 10. 7 
86,612 312.2 84, 198 2.414 88,889 275.4 84, 198 4.691 6. 610 82.279 259.6 105.3 
96, 146 346.6 95.297 849 104. 002 322.2 95.297 8,705 10.676 93,326 294.4 103.0 
98.678 355.7 98,401 277 105,255 326. 1 98,401 6.854 5,358 99,897 300.5 98.8 
84,838 305.7 84,004 834 94.486 292.8 84.004 10.842 2,500 91, 986 290.2 92.2 
95.252 343.3 93. 610 1,642 106,648 334.4 3,542 103, 106 348.4 92.4 
102,851 370.7 101.060 1. 791 113, 709 352.4 101,0 12,649 3,243 110,466 348.5 93.1 
103.200 372.0 103. 082 118 120,271 378.8 10 3' 0 17' 1 89 3.4~； 1116叫制6 88.4 
資料：富山県農業水産部畜産課、『富山の畜産』、昭和41～48年版、により作成。原資料は『肉豚生産出
荷動向調査』である。
註 1. 自給率＝ 肉豚生産頭数 である。
県内推定枝肉消費頭数
2. 屠殺頭数、県内外枝肉出荷頭数は、富山県環境衛生課の前掲資料および富山県畜産課の推定に
よる。
は、部分肉の形態で県内外へ出荷できるようになれこのことによって、豚肉の流通を生体流通か
ら枝肉流通に代え、流通経費を低減することなどして、食肉流通の近代化と合理化に貢献している
ことがあげられる。実際、枝肉の輸送は生体の輸送に比べて輸送経費が節減され、生体輸送に伴う
事故、損傷、死亡、品質低下などの危険が小さくなる可能性が生じる。
第3に、本県一円の流通機構が多少なりとも単純化される可能性が生じているという点にある。
第4に、従来から存続する地方屠場市場における取引方法が相対取引を残しているとはいうもの
の、やや取引形態や決定された価格の公表などに明朗性と公正さがみられ、産地で肉豚を生体から
枝肉化することによって的確な肉豚の評価が可能になり、食肉の取引上その近代化へ向って一歩前
進したということができるO ことに、県経済連を通る流通経路では、家畜商の集・出荷業者を通る
場合と異なり、過大な流通マージンの介入する余地は殆どなく、取引価格は 1頭ごとに正確に生産
者へ情報伝達されるし、さらに、例えば、総販売額から2%の手数料率（47年度〉が控除されるこ
とも予め決められているO このような点にも価格形成における明朗性があらわれている。
第5は、産地食肉センターの設置によって、生産者は肉豚をセンターで処理することによって自
己の肥育技術を自分の限で確かめることが容易となれこのことによって肥育技術の向上に役立つ
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とともに、自己の生産した肉豚をより有利に販売するために、家畜商に対する庭先取引を避ける側
面も生じており、センタ｛へ出荷する傾向が出てきているということであるo
② 次に、産地食肉センFーの問題点についてみれば、少なくとも次の4つの点があげられる。
第 1に、家畜商A、家畜商Bを通る流通経路では、相対取引という取引方法それ白体に最も大き
な問題点があるO 豚枝肉価格が相対取引で決定される場合には、豚飼養農家の庭先で家畜商が行な
う生体評価、すなわち、生体の体重、肉質および枝肉歩留りは正確に推定されないままで庭先価格
が決定されるという不明朗さや暖昧さが残らざるをえない。この点に相対的に過大な流通マージン
の生じる要素が潜在していると思われるO
第2に、屠場市場的性格の流通経路が残存していることは、特定の家畜商や食肉問屋〈売手〉が
特定の買手（食肉卸売業、食肉小売業者、食肉業者、加工業者など〉の聞で取り引きするため、生
体評価や価格形成や格付けが非競争的に行なわれて生産者は不利な立場におかれること、また、公
正明朗な近代的な取引が行なわれにくいこと、市場へ参入もできないこと、などによって旧来から
の閉鎖的性格が強く残され、このことがひいては家畜や食肉の前近代的な肉畜流通機構を温存させ
る根源であると思われるO
第3に、本県の摩地食肉センターの施設の零細性・非能率性・老朽化、組織力の不完全さ、需給
の実勢を反映するだけの集・出荷力では、屠場経費や上場経費がかえって高くつくことになり、流
通経費の節減効果が十分に発揮できなくなるという点にあるO また、売買仕切金が現金で短期に決
済されない場合には、金利、危険負担などの経費が軽減されなくて、価格も合理的に形成されなく
なる場合も多い。
第4に、第 1、2の点に関連することであるが、屠場と産地食肉センタ｛（枝肉市場〉とが一体
化していないという点にあるの一体化して直結できないのは、様々な要因が存在しているからであ
るO このことが枝肉上場率（＝枝肉市場上場頭数／屠殺頭数〉を低位におかせている根本原因で
あると考えられるの枝肉上場率が低いことは、合理的・近代的な取引方法による適正な価格形成と
格付けが十分に行なわれていないこと、肉豚の上場頭数の少ない場合が多いことは枝肉市場（産地
食肉センター〉の拡大発展に影響すること、さらに、県経済連の集荷や出荷といえども物流上の限
界があり、集荷における弾力性が欠けること、さらにまた、飼養規模の零細な農家が多い〈表2-
2）ため、子豚や肉豚の販売適期が失われ易くなり、生産者の飼養農1家にとって不利になること、
などを意味する。枝肉上場率を高める可能性は、本県のような畜産立地条件の中に存在するとは思
われない。なぜならば、本県の近隣地や近接地に大消費地も大量集荷の可能な大集散地もなく、産
地食肉センター発展の基本条件を具備していなし、からであるのそれにもかかわらず、本県の産地食
肉センターを肉畜市場流通機構の拠点市場にするためには、豚に限らず他の肉畜としての鶏や牛の
経営規模を拡大して生産体制を強化し、生産段階の流通機構の合理化・近代化・開放化が必要であ
る。これを可能にさせるものとして最も重要なものは畜産金融であると思われるのこの資金によっ
て生産、流通および消費の各段階を改善するための施設や事業を強力に推進し、実践することが必
要であるO さらに、きめの細かし、行政指導が必要である。
(6) 豚肉の市場外流通
-98- 豚肉の流通・価格形成の現状とその問題点
「市場外流通」とは、一体どういうことであろうか。この問題の定義を考える前に、この問題に
対する農林省の取組み方と取り組まざるをえない背景について考える。
47年3月以降、農林省は新流通経路等適正推進研究会を設け、ことに、 48年度には新流通経路等
情報提供事業を実施するなどして、農林省、は市場外流通問題に取り組んでいる。
なぜ市場外流通方式が検討されなければならなくなったのか。その背景について考えることが必
要であるのこの場合、茨城県生活福祉部、 「生鮮食料品市場外流通方式の確立に関する報告書J、
昭和49年3月、 7～8頁、によれば、まず第 1に、需要面の変化があげられるの既述のように、所得
水準の上昇にもとづいて食生活の多様化・高級化への傾向がみられると同時に、家事労働節約の 1
っとして食品の簡素化傾向を反映した食品の流れ、すなわち、生もの→干物、塩漬、：属製、詰めも
の→インスタント→調理済食品〈冷凍食品〉という流れが生じていることなど、生鮮食料品に対す
る消費者の欲求の多様化、複雑化がみられるようになっているO また、地域的にみれば、各地に都
市化の急速な進展に伴い都市近郊に新たな住宅区域が形成されているが、これらの区域は交通機関
の整備の遅れとならんで小売・卸売などの流通機構の整備が全くとし、ってよいほどなされていない
ことが需要面の変化を規制しているO
第2に、供給面にも大きな変化がみられる。生産地の大型化、専門化、団地化〈養豚団地〉など
の諸傾向がみられ、品種改良、その他の飼養上の技術的経営の高まりや資本装備率の上昇傾向もみ
られる。このような状況の下で、生産者側から価格決定へ積極的に参加したいとしづ意欲、あるい
は、流通面への進出意欲も高まっているO
第3に、流通面にも変化がみられるの流通面の変化としては、まず、若年労働力の需給が一層逼
迫し、このため早朝の仕入労働など特殊な労働に依存する卸売業、小売業においてこれへの対応が
大きな問題となっていることを指摘しなければならなし、また、物流面において、自動車輸送の一
層の進展によって既存の卸売市場内外の混雑が目立ち、仕入コストが増高している。
また、このような状況を背景にして、零細な構造を特性とする生鮮食料品小売業においても大型
スーパ一、生協などの進出や既存の小売業者による共同仕入れなどの近代化の動きがみられるのこ
れに伴って、いかにして大量の商品を、価格上昇を招くことなく、かっ、労力を節減しつつ仕入れ
るかが大きな問題となり、さらには、自店への配送をも望むようになってきているO
第4に、卸売市場における対応はどうであろうかの以上のような、需要供給、さらに、流通面の
変化に対応するために、卸売市場および関係業者において、施設の整備を計画的に進めるとともに
予約相対取引など、取引直の改善合理化を図っているO しかし、これらは容易に進歩し難いものを
もっており、このような状況の下で卸売市場を経由しない流通が随所に展開されるに至っている。
このような背景によれば、 「市場外流通」は、 「消費者物価の安定を図るうえで重要な位置を占
める生鮮食料品の流通の改善合理化を図る見地から、いわゆる産地直接取引など卸売市場を経由し
ない新たな流通の発展をはかる」 〈農林省同研究会資料〉ために必要であるのこのことから、 「市
場外流通Jとは、 「市場に上場されない流通」であり、しかも、 「生産者と消費者にとって共通な
利益を得ることに貢献し、豚肉〈あるいは、子豚、肉豚などの生体〉の安定的供給を確立するため
の流通である」と定義できるように思われるの
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このような意味をもっ市場外流通には、① 食肉加工業者の小売系列化傾向の中における生肉取
扱い比率の上昇によるもの、① 比較的大きな流通資本としての食肉問屋の広域的な集・出荷活動
によるもの、① 農協系統の大消費地への枝肉出荷増大や、④ 産地直結取引〈例えば、福島県経
白日
済連食肉販売所〈（郡山〉）、茨城県経済連の肉豚事業。産地直結事業の取引類型は、 36類型が存在
し、その取引主体の事例数は全国で19主体である。これは、 「全国段階における産地直結事業の実
施状況調査』 (48年2月実施による。〉によるもの、① 食肉共同処理施設を通るもの、① 総合
商社資本系列の畜産インテグレーV ョンや、⑦ 農協系統〈県経済連〉の進展による系列内食肉消
費率の上昇によるもの、などがある。
本県の場合には、①、②、①、①に関する豚肉の市場外流通が若干ながら存在している。このこ
とは、一方において、豚肉の流通機構が合理化・近代化、そして系列化されていく傾向のあること
を示す近代的側面の 1つであれ他方において、県内消費分がそのときどきの価格情勢と必要に応
じて比較的小口に相対で取引される場合のあることを意味していると恩われる。
第4節豚肉の価格形成
既述のように、豚（生体〉の形態変化は、それに対応する価格を形成させるの豚肉の価格形成に
ついては、少なくとも次の3つの観点から、すなわち、 1.豚肉価格形成の一般的特徴、 2.家畜
市場における生体の価格形成、 3.産地食肉センターにおける豚枝肉の価格形成、に関する実態調J
査の観点から検討する必要があるO 以下においてこれらの点について順次考察するの
1. 豚肉価格形成の一般的特徴
豚肉それ自体は既述のような商品特性をもつが、このことが生産・流通・消費段階においていか
なる価格を形成させる要因になるのか、についてまず考察する必要があるの
豚肉の商品特性は、豚肉の価格形成に顕著が影響を及ぼしているの豚肉は高級な生鮮食料品であ
り、その価格は、子豚や肉豚の生体の生産段階では生産者価格、屠殺解体処理後の枝肉の流通段階
では卸売価格、加工食品や小分割肉の精肉加工の消費段階で、は小売価格が形成される。このように
段階別に価格が形成されるが、実際には豚肉の価格形成は極めて複雑多様な諸要因の相互依存関係
によって行なわれているの例えば、生産者、農協系統、卸売業者、小売業者、大口需要者などの経
営効率上の価格マ｛ジン、生体取引価格と卸売価格と小売価格との関係、 「子豚安定基金」や「畜
産物の価格安定等に関する法律」 (36年12月施行〉にもとづいて設立された畜産振興事業団の売買
による価格安定化対策、消費者の豚肉や豚肉加工製品に対する購買選好行動などの様々な問題に内
包された相互依存関係、その他のこと、などによって豚肉価格が形成されることになるO
さらに、豚肉の価格形成には、他の食肉とは異なる特徴があることに注意しなければならない。
間渡辺哲男、 「『産地直結J事業発展への可能性と限界一一福島県相馬地方連合農協と東京都町田市境川
団地自治会との取引事例を踏まえて一一」、 『農業と経済』、昭和49年2月号、 53～62頁。
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豚肉の価格には、 4つの変動、すなわち、① 季節的変動、① 中期循環的変動、いわゆるピッグ
・サイクノレ（pigcycle）、① 不規則的変動、③ 長期的変動（seculartrend）、がある。
豚肉価格の季節的変動は、天候の変化、世界の農産物価格や畜産物価格の変動に伴う輸入量や保
冷期間、安定価格帯〈基準価格と上位価格との価格幅〉などの調節的操作、大口需要者、総合商
社、畜産振興事業団などの貿控え・買占めやその他の人為的操作によって、小幅化で、きる可能性が
あるO この操作によれば、豚肉価格は年聞を通じて安定化する傾向を示しているが、それでもなお
相当の季節的変動が生じることはやむをえない。このようなことは図4-1で示されるO この図は
43年4月～49年2月までの期間における本県の家畜市場平均子豚価格（44～46年間は30匂換算1頭
当りの価格、 47～48年間は35匂換算1頭当りの価格〉と本県の産地食肉センタ｛における豚枝肉価
格 c1均当りの建値〉の6年間の月間変動を示したものであるのこの図によれば、 5月頃までの買
気一服による安値市況、年末年始の需要期に至って堅調な市況が生じるという形で季節的変動があ
らわれている。このような変動は、本県のみならず全国ことに食肉中央卸売市場や食肉指定市場に
おける子豚価格や豚枝肉価格についてもあてはまることであるo
豚肉の中期循環的変動、いわゆるピッグ・サイクノレは、豚肉の季節的変動や不規則的変動、偶発
的変動を平均化してみれば、卸売価格の変動が基本的には3～5年程度を周期として中期の規則的
変動を繰り返しており、これは日本のみならず他国にも共通してみられる豚特有の中期の循環的価
格変動を表現するためにつけられた呼称であるO ピッグ・サイクノレは、最近では、畜産物安定法の
(21) 
施策によって、 3年～3年弱（約34か月〉よりもやや長くなっているといわれるo このサイク／レの
生じる根本原因は、一方では、戦後の経済環境の激変によって、豚肉の生産・流通・消費構造の特
質が変化し、豚肉輸入量〈輸入割当量〉の変動していることにあると考えられる（表4-1、4-
2）。また、他方では、子豚価格や肉豚価格の変動に伴う飼養面の利潤の増減に対応して飼養規模
を調整しようとする生産者の意図と実践が、飼養頭数の変動ひいては豚枝肉価格（豚枝肉市況〉の
変動を生じさせていると考えられる。
仰 ピッグ・サイクルは、生産・流通段階に即してみれば、そのような1つのサイクルをなしているが、この場
合に妊娠、育成、肥育の時間を考慮し加味した全体としてのサイクル時間を試算したものによれば、次のよ
うにほぼ3年弱のサイクルを形成する。 松下道夫、 『豚の繁殖と肥育一貫体系の技術』、昭和45年、 50～
59頁、による。
豚枝肉価格の下落期間
子とり用めす豚減と子とりの（繁殖〉休止期間 妊育娠成→→育肥成育 約 6 ～~かか月
新子とり用めす豚の仕立期間 約 7～9か月
新子とり用めす豚の種付・妊娠期間 約 4か月
出産子豚の肥育期間 約 6～7か月
メ口与 言十 期 間 約 29～34か月
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資料：富山県経済連酪農畜産課調査によるの
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表4-1
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豚肉の輸入量 （単位： t)
年度｜豚肉生産量l豚肉輸出量｜豚榔量｜ 百十 15臨時諮L
昭3和5 円 ，~~： r 147,318 5,897 153.215 178 36 206,288 988 201.n~ 159 37 324, 188 43 2 324, 239 149.9 
38 279.354 1 6,512 285,855 303 126.9 
39 298,057 17 4,015 302,055 281 92.6 
40 363,513 1 70 363,572 384 108.4 
41 504,667 13 28 504,682 282 92.4 
42 556,760 73 556,688 491 174.2 
43 570,242 71 l~ ， 484 530,685 394 80.3 
44 508,461 84 ,651 51 ,028 437 110.9 
45 648, 193 12 17. 149 665,330 439 100.5 
46 752.T74 18 27,204 779.960 
47 769,056 7 67.932 836 '981 
資料：；農林省畜産局、『食肉関係資料ム昭和48年3月、により作成。生産量は、枝肉のことであり、
厚生省統計である。輸出入量と輸入価格は、大蔵省関税局、『日本貿易月表J、昭和36～48年
版、による。表4-2を参照。
註 1. 計＝豚生産量十豚肉輸出量一豚肉輸入量、である。
2. 輸入価格（生鮮、冷蔵または冷凍〉は、 1勾当り円である。
3. 数値は4捨5入している。
表4-2 食肉の輸入量および輸入金額 （単位： t,100万円〉
年
牛 肉｜羊肉｜豚肉
（生鮮、冷蔵または冷凍〉｜（生鮮、冷蔵または冷凍） I c生鮮、冷蔵または冷凍〉
度｜一一一 ｜ ！ 
数量｜価格｜数量｜価格｜数量｜価格
6.200.01 
10,813.91 
13.493.11 
13. 793. 21 
13, 503 .01 
18,623.8 
23,226.9 
41.571.6 
57 ,609. 1 
138.61 
1.579.1 
6.326.8 
6, 128.5 
5,316.2 
4, 105. 9 
資料：表4-1に同じ。
註 1. 羊肉にはやぎ肉を含む。
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8. 192.8i 
7 ,937. 31
14.025.5) 
14,636.51 
14.827 .41 
16,959.21 
17,966.71 
21. 393 .81 
26. 888. 81 
125.71 
1, 371.31 
1.876. 7 
3,217.1 
2. 751. 7.
3,623.5 
2, 948. 3 
2. 711.41 
2 '069. 31 
3,075.61 
3, 453. 8i 
4.915.61 
4.217.61 
4,014.61 1.126.8 
69.91 21.3 
27.51 7.8 
0.91 0.4! 
10.483.71 4. 132.5 
42,651.11 18.623.8 
17, 148.71 7,533.5! 
27,203.91 11.22J.0 
67.9 32. 31 30' 596. 0 
249.71 271.9 
10.957.7! 4.672.1 
6. 187 .01 2,861.3 
4,861.81 2.172.8 
8,760.41 4.036.6 
7,430.11 3.422.8 
5,678.81 2.731.0 
3, 219. 31 1. 511.7, 
3. 430. 51 1. 611. 0 
11.243.91 4,930.7 
14,982.41 7,187,0 
15.571.81 8,029.4' 
22.389.61 11,773.。
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度 ｜ （馬生鮮、冷蔵または冷凍肉〉
生鶏除鮮く（生、〕冷おきているものを
（ 蔵よびまたそはの冷肉凍〉
メ口』 計
年
数 量｜価 格 数 量｜価 格 数 量｜価 格｜翠の要
27 ，之50.~ 4.2~1. 4 5,936.4 1,475.9 
104,ltr 
16,3~~.2 13~. 
12, 103. 1,8 4.3 6, 134.5 1.656.8 82, .1 13.9 .4 7 .2 
41 26,495.6 4.643.9 7,934.8 2, 175. 7 
1u・ .8 24,655.6 4~ 22, 1 ~~－ 1 4.246.9 8,400. 1 2, 128.2 1 ' .0 ~5.9 .8 101. 32,9 .0 6, 175. i3 16,204.5 3,969.6 1 ' .5 33,824.9 30. 
44 7.092.8 20. 103.3 5.390.0 24 ,019.7 53.744.J 136. 
45 42, 8,266.6 10, 109.5 2.710.8 203,639. 0 44.~02. 82. 
46 37' 14 . 7.601 .4 26.989.0 6.49~.7 262,982.7 6~ ， 90.5 129 .1 
47 46,579. 10,006.0 29' 135.6 6.85 .3 352.712.6 9 .706.8 134.1 
前年対比｜ 125.41 131 .61 108 .01 105.61 134.11 157 .Of 
47年7月｜
3.511 :s；出! 副! ~~~－ 71 1. 098. 7 ~r 24.913.8 ~＇ 788. 3 8 2. 321. .4 2. 561.9 .2 27.142.3 .379.3 104. 9 3.~R 732.9 2. 326. 1 .2 36.775.3 9.250.1 165. 10 3.2 f~4.1 3, 194.4 .6 ~§·048.6 10.661.4 116.9 1 3, 580. 4.58~.o 1. 042. 1 ,415.3 10,8~~.3 
12 5, 074. 1.087.0 3,34 .0 767.8 38,094.1 11.9 .5 07. 
48年！月 1i 
478.91 1, 744. 4 406.7 8.~46. 日回四司2. 656. 1 634.6 2, ~~1. 0 540.4 23,244.2 7 75 99. 
6. 116.4 1. 336. 2 2. 7. 1 563.7 38.8t~·5 12.815. l~f: 4,475.7 1. 097 .0 2.700.7 6~~.2 41. 1 . 7 1~ ， 045. 180.9 5.221.6 .333. 7 1, 793. 1 4 .2 45,458.0 
1 ·~1i: 7.682.8 1.97:1.6 1, 116 .9 292.2 56. 471 .5 25. 194.9 
次に、戦後の経済環境の激変が、ことに食肉需要量の増大が豚肉価格を必ずしも定型的な周期性
の枠内に閉じ込め℃おくことができなくなり、ピッグ・サイクノレも当然変形していることが推測さ
れる。例えば、豚肉市況が価格安定帯の下限価格まで低落した場合には、農協系統（県経済連、単
協など〉、畜産振興事業団などが買い支え、逆に、安定価格帯の安定上位価格を上回って上場した
場合には、売り支えが行なわれる場合が多い。このような措置は、豚肉価格の安定化効果をもっ反
面、豚肉価格の下方硬直性もひき起こさせている（図4-1）。さらに、 46年10月からの輸入自由
化や安値輸入の際の差額関税や高値輸入の際の関税減免制度などの関税措置も豚肉価格を安定化さ
せる効果をもっている。しかし、最近の世界的な農産物と畜産物の需給逼迫、飼料価格の高騰、輸
入諸経費の急騰などによって、特に生産・流通段階や豚肉・牛肉輸入量が極めて大きな厳しい影響
を受け℃いる。これらのことはピッグ・サイクノレを変形させるであろう。この場合、この変形が、
子豚や肉豚の出荷頭数〈生体生産量〉、枝肉生産量、これらの流通量や生産者、中間流通主体のマ
｛ジンや豚肉価格の安定にどのような効果をもっているか、ということが問題である。
2. 家畜市場における生体の価格形成
家畜市場における生体、すなわち、子豚の価格形成について、ここでは、（1) 子豚価格形成の現
状、（2）子豚市場における価格形成の意義とその若干の問題点、について考察するo
(1) 子豚価格形成の現状
養豚経営における子豚問題は、肉豚（成豚〉肥育の経営経済性や肉豚の需給（表3-24）調整や
それらの価格との関連で極めて重要な問題であるO
本県における子豚の繁殖農家は、既に表2-15、表2-16でみた通り、比較的零細規模であり、
しかも、肥育との分業形態で営まれているものが多いのそのため、 37年、 41年3月、 45年末に豚枝
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肉市況が低迷したときには、この影響が子豚価格に直接波及し、短期には回復不可能なほどに繁殖
農家の子豚生産意欲を失なわせ、子豚の需給（表3-5）事情を悪化させ、このことが再び肉豚価
格に影響を及ぼすという一種の悪循環が存在した。また、最近の飼料価格の高騰による子豚価格の
上昇も生じているの子豚問題には、まず何よりも、このような子豚価格の不安定性という問題が存
在することを決して見逃してはならない。
47年度の県内市場における子豚の標準取引価格と取引体重は、それぞれ15.490円、 39.9均であ
る。 42年度の場合がそれぞれ8.353円と29匂であるから、これらを47年度に比べると、標準取引価
格では約1.8倍上昇しており、取引体重も大体増加している〈表4-3）。 また、 43～48年度にお
ける5年間の子豚市場実勢価格は、子豚35匂で11.215円、約11.000円であるO この5年聞における
子豚の標準取引価格の平均は、 13.834.7円であり、子豚の平均体重は38.1均である〈表4-4）。
44～47年度における本県の子豚取引状況は、子豚取引頭数も i頭当り平均体重も増加の傾向を示
しているが、価格面では、 45年度に一時的に低下したものの、その後は年々上昇している傾向がみ
られる。この傾向は、表4-5の通り、 1頭当りの平均取引価格、総取引金額、子豚1勾当りの平
均取引価格および換算価格のいずれにおいてもみられるものであるO
本県の子豚取引状況において共通してみられる特徴は、少なくとも次の4つの点にみられるの
第1に、子豚取引頭数は、 4～47年度では多少の変動はあるものの夏季と冬季に比較的少なく、
5、6月、 10～12月に多い傾向が認められる。
第2に、子豚1頭当りの平均体重は、 44、45、46年度では前半安、後半高であり、 47年度では年
聞を通じて殆ど一定である、という傾向が認められることである。体重と価格との聞には、高い相
関関係があり、体重は価格決定の際に重要な意味をもっているに注目する必要があるの
第3に、子豚1頭当りの平均価格は、 44、45年度では前半高、後半安であり、 46、47年度では前
半高、中盤安、後半高である、という傾向が認められる。
第 4~こ、子豚 1k手当りの価格については、後述する（表4-10、表4-11 、表4-7)ので、省略する。
また、 47年度の場合だけであるが、家畜市場別の各月における子豚取引状況、特に、子豚の取引
頭数、 1頭当りの価格および35均換算価格は、表4-6で示される。県内市場平均価格表示の子豚
取引単位（ 1均当り平均〉の月間変動には、やはり季節的変動がみられる。すなわち、季節的変動
としては、既述の種々の操作によって、子豚供給の相対的不足に伴う需給の不均衡によって2～4
月ごろに価格が上昇し、 5月から年末にかけては子豚の産出増、肥育増、出回り増なども影響して
低下しているO
表4-3 家畜市場における販売子豚価格とその平均体重 （単位：円，匂〉
?
? ?
?
?
? ? 』
? ? ?
???
?
?
???
平均取引価格
8.353 
12.398 
14.324 
1. 093 
12.888 
15.490 
平均体重
29.0 
33.6 
35.3 
39. 1 
39.9 
39.9 
資料：富山県経済連調査により作成。
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表4-4 子豚の標準取引価格および取引体重 （単位：円．匂）
年 月｜ 子伊 1~ 〔 x 12.州 ~x2 1 子炉 1~ （ X ＇釦） I ~c叩
昭 43年4月 11,249 一 751 564,001 33 3 9 
来日 5 12,22.4 224 50. 176 33 3 9 
6 12,075 75 5,625 3 3 9 
7 12,597 597 356,409 34 4 16 
8 13,217 1.217 1,481.089 34 4 16 
9 15.387 3,387 11.471.679 33 3 9 
10 13, 260 1. 260 1. 587' 600 3 3 9 
1 14, 709 2, 709 7, 338,681 34 4 16 
12 13.848 1 848 3,415, 107 35 5 25 
44年 1月 13,672 1,672 2, 795,584 34 4 16 
2 14,806 2,806 7.873,636 34 4 16 
3 15.345 3,345 11.189,025 37 7 49 
4 17.998 5.998 35,979,004 35 5 25 
5 16, 178 4,ii~ 17,455.684 36 6 36 
6 17, 754 5, 3, 108,516 34 4 16 
7 17,543 5. 30.724,849 35 5 25 
8 18. 068 6. u98 36. 82c1, 624 35 5 25 
9 18,637 6,637 44,049,769 36 6 36 : 
10 15,062 3.062 9,375.844 36 6 36 
1 12,507 507 257,049 37 7 49 i 
12 12,071 71 5.041 35 5 25 
45年 1月 11.553 - 447 199,809 36 6 36 
2 13,650 1,650 2, 722.500 38 8 64 
3 13.490 1,490 2.220, 100 38 8 64 
4 13,396 1.396 1.948,816 39 9 81 
5 10,807 -1, 193 1.423.249 38 8 64 I i .281 - 719 516.961 39 9 81 
10 ,405 しー 5 2.544,025 39 9 81 
10. 491 -d69 2.277. 081 40 10 100 
9 1. 328 - 672 451. 584 40 10 100 J 
1 0 9 '246 -2 754 7' 584' 516 40 1 0 100 
1 8.561 -3,439 11.826,721 42 12 144 
12 8.910 -3,090 9.548. 100 41 1 121 
46年 1月 9,134 ー2,866 7.929,856 41 1 121 1 
2 11.714 - 286 81,796 41 1 121 
3 14. 174 2. 174 4.726.276 41 1 121 
4 14, 166 2. 16 4,691.556 39 9 81 1 
5 14.642 2,642 6,980,164 39 9 81 
6 13,214 1.214 1.473.796 39 9 81 
7 12.980 980 960,400 39 9 81 
8 14, 191 2. 191 4,800,481 40 10 100 
9 13,876 1.876 3.519,376 39 9 81 
10 12.102 102 10,404 40 10 100 
1 12.244 244 59.536 43 13 169 
12 12.230 230 52.900 41 1 121 
47年 1月 12.947 947 896.809 42 12 144 
2 16, 126 4. 126 17.023,876 44 14 196 
3 17,971 5.971 35,652,841 40 10 100 
4 18,315 6.315 39,879,225 39 9 81 
5 1 6 '276 4' 276 18. 284' 1 76 39 9 81 
6 14' 4 76 2, 4 76 6' 1 30' 5 76 41 1 121 
7 14.747 2.747 7,546,009 40 10 lQO 
8 14' 722 2 '722 7' 409 '284 40 10 100 
9 13.735 1.735 3.010,225 41 1 121 
10 12.496 496 246.016 40 10 100 
1 12,768 768 589,824 41 1 121 
12 13' 77 4 1. 77 4 3' 14 7' 076 40 10 10 
48年 1月 15.680 3,680 13,542,400 41 1 121 
2 19,979 7.979 63.664,441 40 10 100 
3 20.075 8.075 65.205,625 38 8 64 
合計 I 830,079 I 110.or9 I 616,680,488 I 2,284 I 484 I 4,416 
平均 I 13,834.7 I 1.834.7 I I 38.1 I 8.1 l 
資料：富山県経済連調査により作成。
註 1. 43～47年度の市場実勢価格は、子豚35k-9につき12,215円であり、約12.000円である。この
市場実勢価格と子豚の標準取引価格との差額を示したものが第2欄である。
（単位：円， k-f)
子豚取引頭数 1頭当りの平均価格 総取引金額 平1均頭体当重りの 1 k-9当りの価格 換算価格
品ir/ 45 I 46 / 4 7 判／ 45 I 46 / 47 4 45 46 47 44145146 14 7山
5 2,473 3,214 3,844 4, 171 16. 178 1o.sd14,542!16 .216139, 926 .200 34. 736. 300 56,287,400 …3 .6¥37 .6お::139.34891 292 …／14師 8,745 12,079 14.560 
6 3,051 3,609 3,932 3,876 17 '754 11.28113,21414,47654, 167,90040,714,580 51,9S5,800 56,110,90034.838.838. 40.8 515 294 372 35315,450 8,800 1, 146 1?,355 
7 2,343 3,560 3,599 3,760 17 ,543 10,40512.980 14, 747 41, 103 '700 37 ,041,800 46,716,500 55,449 ,500 35. 2 39.8 38. 40 .1 503 279 365 36115,075 8,355 1o.923 12.635 
8 2, 353 2.597 3,508 3,802 18,068 10.491 14. 191 14. 722 42,515.400 27,245,500 49,040,400 55,972.700 34.2 39 .6 39. 1 39.9 538 284 391 367 16, 125 8,505 1. 710 12,845 
9 2,470 2, 737 3,304 4,032 18, 637 1. 328 13, 876 13. 735 46.033,500 31,006,600 45,848,800 55,384,700 35.7 39.3 528 318 370 334 15,840 9,545 1. 104 1. 690 
10 2,615 3,249 3.514 3,352 15.062 9,246 12, 102 12,496 39,388,200 30,345,600 42,527.200 41.886,000 35.6 39.8 39 .9 40 .1 425 271 335 307 12, 735 8, 123 10.027 10,745 
1 3, 105 3,729 4,219 4,319 12.507 8.561 12.244 12.768 38,836,300 31 ,927.600 51. 657, 600 5, 144,600 36. 5 41.8 43.0 40.7 334 272 311 313 10.020 8, 150 9, 323 10. 955 
12 3,012 3,724 4, 378 3,878 12.071 8.910 12.230 13, 774 36,358.200 3. 180,800 53,542,700 53,414.400 35.0 40.7 40.5 39.6 345 271 332 347 10,350 8, 135 9.969 12, 145 
2, 137 2.433 3, 116 3, 183 11,553 9. 134 12.947 15,680 24,690,600 22.224,200 40, 341. 900 49,908,300 36.4 40.8 41.7 40.8 315 285 335 381 9,450 8,545 10,020 13,335 
2 2.628 2,393 3,218 3,580 13,650 1. 714 16, 126 19.979 35,874.300 28.033,900151.894, 10 71,524,900 37.8 41.2 43.4 40.0 362 317 390 499 10.845 9,490 1, 683 17.465 
3 2.474 2.364 2,932 2,89613,490 14, 17417.97120.07527.978,600 3, 507' 580 52. 692, 100 58, 137 ,600 37. 6 40.4 371 379 483 52111パi511. 35514,494 18.235 
4 間乙814,2161 1川 14 166118 315 13山 6004 2'1 09' 300 7 ' 216 '610 38 . 4138. 9 38. 3981 498 356 10,68011,93814,945 
品12.627[3.川3,6481 /14,992/10.…2371 ｜ぉ076.m/32. 672. sool51, 6叫 ｜ぉ判 ド2313051お2 /12.仲1山521
況状ヲl取豚
?
別月度年44～47 表4-5
? 、 ? ?
?
??????
?
???????（???
4億6,521.25万円、
資料：富山県経済連畜産酪農課調査により作成。
子豚取引頭数は、 44年度が31,523頭、 45年度が36.490頭、 46年度が43.780頭であり、各年度の総取引金額はそれぞれ
3億9.207.36万円、 6億1.972.111万円である。
?
? ? ?
（単位：頭，円， k~）
家畜月｜取引 11 君主平均的｜巧言｜月｜取引 11 君主｜平均四｜吟謝月取引 11 君主｜平均的135~当｜月｜取引 11 君主｜平均立時議
市場名 別｜頭数｜品価格：体重刷会話間別｜頭数（品価品｜体重I~門会価問別 頭数 i~価志l体重！納長価審｜別｜頭数 lj;~価志｜体重量局長括審
魚津 18.680 38149111.185 435113,57638 35712,495 的仇01443 3叫0'605 318~ ｜問19,122:40 478116,730 
和昭 115,847 38 41714,595 189!15.53439 39813,930! 37sl11.22437 303110.so5 348 38 53518.725 
富 !16.280一39468 1fj' 380 8 一一17一1一一一4一3一一3一8513,475 1一4一3312,82642 30510,675 2 249 /41 48316,905 
山 15,322 40 38413,440 377 38 43115,085! 38711,88141 29010, 150 241 , u541 49817.430 
4年民7 16.4801 一I40一41214, 385 日 1，日＇6I一1~J~§！一41.8一336 1. 760円一889113,4'9 41 .5 口111,340月五18,5911不…80
高岡員J 1~ ， ~~~＇ ~9.6 削日刊 635~4·~~~！ 39 5 3681問。 875,12,60040 10,990 75820,373'.42 7 477116,695 
13. 370度 95815,23040.337513,055度 9021 3' 1 4440 • 6 1 ' 340度 77521. 320 36. 2 588 20' 580 
問 ….3 …∞ す寸J而司！~l~li珂記示元雨珂；五扇珂i函元可0』（ 617下1両7同 40. 71 1 叩 51；而lト瓦；－14仰附町…ω山引iげ川7日500
色 津 288 15, 738 38 414 ；；凶刷日 I 1.20115.10739 I 38713,545 39911.35437 30710.745 I 29917,30334 50917,815 
30615,69739 402 I 32213.48538 I 35512.425 11113,80039 25412.390 19920.24138 53318.655 
骨山 44313,56943 315 9一3一2115,7364一2一一3一7313,055 12 33113,74240 34412,040 3一一28一6 16' 345 38 509 17' 8 9 5 
曲 35513,75243 327 35614,28341 35612,460 23314.11541 34412,040 19819,75437 53418,6 l 
一一一月一一一一一一一一一一一ー 月一一一一一一一一一一一一一月一一一一一一一一一一一一一月一一一一一一一一一一一
822 対40.9 35012,250 97913,57642 32311.305 89013,32540 33311,655 ii721.03637.7 55819.53[ 
高岡 770 42. 35412,390 80013,60342 32411.340 83213,80440 34512.075 921.36539 54819,18C 
度 892 40.3 34912.215度 95312.78341 31210,920度 1.02215.01240 37512,125度 68 19. 610 41.7 4 7016 , 45C 
月平均 574 40 .8 35312,400 70513, 735140. 7 33411.700 55413, 774 39 .6 34712, 100 71420. 076 37 .9 521 18. 200 
魚 津 29914,91237 40314,105 25413,74240 3 判12，阿 15，限39 跡 3,510 I 19,150138.31 492111.22〔23615.05638 39613,860 23412,57235 5912.565 14,33138 37713,195 I I 
富
山 7 38815,32141 36612,810 10 31713,24740 33111.585 年48 14, 965141 36512, 775 4 ←一 19,820 4一1一.4一4一90 17, 15C 
36114,99341 36512,775 27712.66341.3 30710,745 16,250!42 38713,545 
月 703 13, 762 42 327 11'445月 71811.14042 265 9.275 月 15,493i4一 37813.230 月一一一一18,98540.4一4一9517, 325 
高岡 83714,87040 37112,985 75012,81640 32411.340 38613,510 
度 9361山 042 354 12' 390度 8山，63842 3011叩 5度｜度
月平均 閉山740 .1 3611川 0 479112.4964J.9 307110.700 45515 68040.8 3811問。｜ 19 '502 40. 1 492117' 231 
47年度月別家畜市場開設毎の子豚取引状況表4-6
， ? 、 ?
??
? ? ?
?
???????
?
???
資料：富山県経済連調査により作成。
註 1. 各家畜市場の各月度の欄に2っか3つの数値があるのは、市場が少くとも2回開設されたことを意味する。表4-4、表4-5を参照。
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表4ー 7 県経済連の48年度月別肉豚取引状況および肉豚の平均取引価格 （単位：頭，円，匂〉
年 月 I｜場面品の行均体重体l儲りI説話器ーの l肝関参考］脇
昭和47年4月 457 15, 995 476 
5 29,661 67 .7 437 15,295 458 
6 29,839 67.9 439 15,365 465 
7 30,067 66.4 453 15,855 480 
8 29,727 64.4 461 16, 135 480 
9 29, 123 64.5 455 15,925 468 
10 27' 180 65.3 415 14,525 427 
1 26,690 66.9 398 13,930 425 
12 27,202 65.9 400 14,000 433 
48年1月 27,790 65.4 424 14,840 449 
2 31. 075 67.8 458 16,030 488 
3 30,772 63.4 485 16.975 510 
4 20,493 66.2 495 17 ,325 513 
5 31 ,807 66.8 476 16,660 489 
6 33,035 66.7 495 17 ,325 531 
7 34,630 66.4 521 18.235 554 
8 34,4:,5 65.3 528 18,480 550 
9 33,205 65. 1 510 17,850 526 
10 29,653 66.7 444 15,540 459 
1 27,814 69. 1 402 14,070 422 
12 26,895 68.0 396 13,860 429 
49年1月 29,586 66.9 442 15,470 460 
2 30.5J5 66.7 457 15, 995 487 
3 30,861 66.7 462 16, 170 
資料：富山県経済連調査により作成。
註 1. 子豚市場の場合は、表4-6に示している。子豚を肥育した肉豚の取引価格は、
子版や肉豚の生産費、さらにはその経済性に関連するものである。
48年の県内市場平均価格表示の子豚価格は、 1 k9当りの平均価格は392.66円で、ある。この価格は
県内家畜市場で取り引きされた取引単価（ 1均当り平均〉であるO 子豚の 1均当りの平均価格〈県
内市場平均価格〉は、 45年度に入って一時的に低下したが、 46年度からは子豚の需給関係の好転に
よって再び上昇してきているO
ここで、肉豚価格形成の現状についてみれば、資料の関係で制約され、十分なことは不明である
が、 47年度と48年度の県内市場における肉豚の平均取引価格は、表4-7の通り、上昇しているO
この表は県経済連が取り扱う肉豚の取引状況をあらわしている。
(2) 子豚市場における価格形成の意義とその若干の問題点
子豚市場における子豚の取引形態や価格形成は、豚の流通機構全体の一環として、その合理化・
近代化に果たす役割は極めて大きし、。豚は生まれてから屠殺されるまでの聞に、 1度は家畜市場を
通る（木県では既述のように子豚生産頭数の約40%しか通らないで、残りの約60%は市場外流通量
であるO しかし、九州、中園、近畿地方などの主要な県では殆どが子豚市場に上場されている。〉
場合が多く、今後も価格形成や需給調整を行なう意味においてますます重要性をもつものと考えら
れる。それだけに、子豚市場が流通機構の合理化・近代化にいかなる積極的な存在意義をもってい
るか、その問題点は何か、について考察する必要がある。
豚肉の流通・価格形成の現状とその問題点 -109-
① まず、本県の子豚市場における価格形成の意義は少なくとも次の4つの点にあると考えるo
第 lに、家畜市場（子豚市場〉における子豚の取引価格の形成が基礎となって、肉豚需給の変化
や屠殺解体処理後の流通段階の豚枝肉価格の変動や枝肉価格の形成、さらに、消費段階の小売価格
の形成に影響を及ぼすことになるという点にある。また、観点を変えてみれば、子豚市場で取り引
きされる子豚価格のいかんによって、生産者の生産意欲・マ｛ジン、子豚・肉豚の集・出荷業者の
マ｛ジン、小売業者のマージンなどが影響を受けることになるが、特に、子豚価格の適正な形成は
子豚生産の安定に役立つことになると考える。
第2に、本県の子豚市場に上場される子豚のうちで90%ほどのものが県経済連を通じて出荷され
るし、また、県内の輸送距離・時間が短いから、子豚輸送上における損傷や疲労や事故が少なく、
品質の低下が防げるとしづ利点があるO そして、取引と価格形成は公正明朗で近代的であるのこの
場合、取引方法は 1頭ずつ子豚の体重を計量し、取引前に買手に指示されるから、形成された価格
水準のいかんを問わず、買手（県経済連や家畜商A、家畜商B）と売手（生産者〉の双方にとって
納得できるものになるように行なわれる可能性があるO 県経済連の市場手数料率は、 47年度では販
売価格の2%に決められているO 売手の生産者は、子豚価格安定基金として43年以降子豚1頭当り
につき 100円を積み立てている（表4-8）。
第3に、流通マージンの節減効果があるという点にあるO なぜならば、本県の子豚市場における
取引価格は本県の子豚需給の実勢を反映しているため、その価格が子豚・肉豚生産者（飼養農家〉
にたとえ不完全でも情報伝達される場合には、家畜商の手数料率〈手数料マージン〉の上昇が許さ
れなくなるからであるo この点に、家畜商と県経済連との競争関係がみられなくなり、子豚の流通
機構から家畜商が後退せざるをえなくなる場合が生じ易くなるO
第4に、子豚価格の安定化に役立つという点にあるの食肉のうちでも最も消費料の多い豚肉だけ
に、子豚価格の安定問題は既述の第 1の点とも関連して極めて重要な問題であるo
第5に、家畜取引法にもとずく意議があるの家畜市場は、家畜の複雑な流通過程における最も重
要な拠点市場であり、肉畜流通近代化の中核をなすべき所であるという考え方にもとづいて、古く
からこれに対し、法律を制定し、家畜市場の整備や家畜流通の円滑化を図っているO
元来、家畜市場は古くから自然発生的に存在したが、明治13年に家畜市場法が制定され、市場開
設の許可を含むかなり警察取締り的法規としてお年まで存在した。 31年に至り酪農振興、有畜農業
の創設事業などによってようやく畜産が農業生産の中で重要な地位を占めるに及んで、蒙畜取引を
近代化する方策の一環として、家畜取引法が制定された。この法律の目的は、 「家畜市場等におけ
る公正な家畜取引き及び適正な価格形成を確保するために必要な最少限度の規則並びに地域家畜市
場の再編整備を促進するため、必要な措置を定めることによって家畜の流通の円滑化を図り、もっ
て畜産の振興に寄与する」とうたっているO すなわち、この法は、家畜市場についての登録制を取
り登録を受けたものでなければ、家畜市場を開設し、または、運営してはならないとしているO ま
た、家畜市場外における家畜取引きについても、主として家畜市場についての規制を補完する趣旨
で若干の規制を加え、産地の家畜市場の再編整備を推進する手続きなどを定めているO
本県の家畜市場もこの法の趣旨に沿って運営されているところに 1つの意義をもっている。
豚肉の流通・価格形成の現状とその問題点
② 次に、子豚市場における問題点としては、少なくとも次の3つの点があげられる。
第 1に、本県のように、子豚の体重が測定される場合があっても、子豚生産者が体重と価格との
相関関係に関する知識を不完全にしかもたず、取引相手の選択権をももたないで、子豚を県経済連
や家畜商などの中間流通主体へ販売する場合には、子豚市場における価格形成の意義は半減し、む
しろ子豚生産者は不利益を蒙むる可能性があるということであるO
第2に、子豚市場を通る場合でもそうでない場合にも、子豚の販売には肉豚の販売と同様に常に
個体差と品質差が伴い、このことが、生体評価や買手の購買選好行動・購買心理・収益性などの諸
問題を生じさせ、価格形成にあたって避け難い大きな問題点となっ℃いるということであるO
第3に、最近の輸入飼料〈濃厚飼料に関連する〉の高鴨は、子豚・肉豚飼養農壕の死活問題とな
っているということであるO なぜならば、ニサ代とコロ代〈子豚価格〉し、かんによって子豚の生産
ないし経営が決まるといわれているからであるO 輸入飼料問題については、飼料問題研究会の報告
書、「飼料需給の動向と安定確保J、昭和48年1月、に詳述されているので、ここでは、割愛するO
第4に、家畜市場の目的とその機能に関連して家飼市場の再編整備が問題になっているというこ
とである。
家畜市場の再編整備とは、家畜の生産地域ごとに家畜の生産状況および取引状況からみて、家畜
市場の数が多く、そのため 1市場当りの家畜の取引頭数が少なく、市場の健全な運営が確保されな
いとか、家畜の生産事情の変化、道路の整備、輸送手段の変化などによって従来の市場の配置が適
当でないという場合に、周辺の市場を整理統合して新たな市場を作り出すことであるO
このような趣旨によって、家畜市場再編整備事業が35年から39年まで、第 1次計画として産地市
場の整備統合を目指して実施され、さらに、肉用牛対策の一環として広域的な家畜市場を育成する
ため、第2次計画が43年まで実施された。国の補助を伴って実施された地域家畜市場の再編整備と
これと並行して地方競馬全国協会の補助を受けた家畜市場の再編整備が行なわれており、 35年から
46年までに143市場が整備された。
なお、 47年から新たに5か年の家畜市場再編整備計画をたてて実行に移しており、約400か所を
廃止して、最終的に市場数を340か所程度にすることとしているO 46年末現在の全国の家畜市場数
は、表3-12の通り、 707か所である。
3. 産地食肉センターにおける豚枝肉価格の形成
(1) 豚枝肉価格〈豚枝肉市況〉形成の現状
49年2月1日現在、本県には、食肉中央卸売市場も食肉指定市場も存在していないので、産地食
肉センタ戸が既述の機能を果たしており、この地食肉センタ｛において既述のような豚肉の商品特
性が考慮された上で、豚枝肉価格が形成されているO
本県の豚枝肉市況は、富山県経済連によれば、 39年5月までは東京芝浦市場「白上」物前日価格
の5円落ちで設定されていたが、 39年6月以降は、従来の東京芝浦市場建値にさらに大宮、横浜、
名古屋の3市場を加え、これら4つの食肉中央卸売市場における前日の「白上」物の最高価格、最
低価格および平均価格（いずれも豚枝肉「白上」一旬当り円平均〉のそれぞれの加重平均価格の5
業空度 I昭~和~年4年o~月～｜｜ 4t年1~ 月月～I4~年42~月月～I4t年年3~月月～I1~年年44 ~ 月月斗： 4~~年45~月月～1£年6~ 月月ベ: 47 46年5月～47年4月項目
契約頭数 9吋 23吋 山頭｜ 32叶離望者填 繁殖豚 3,500頭8, 178 12,659 9,696 1, 149 。 3,500
需詰整 H襲撃 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一
需給調整積立金 一 一 一 一 ｛ 一 （繁7殖，O豚o,o頭0当円り3,200円〉
i=I喜重喜重 一 円2~1 3.2官 一 一9,3 9 ：印。 1.07~了，ω月
価格差補填積立金 一 一 （繁6殖，3豚70{0頭0当円り3,299円）
取積立｜I総子豚積1頭立当金り 100 円 ~OD 円 100 円 100 円 100 円 100 円 100 円 積子豚立対金象｜｜ 100 円
引金 1.754,000 3,635, 0 3,717,700 2,957,300 1.661.900 1.694,300 3,257,000 4,393, 100 
標準規格体重 20匂 25k-9 25匂 25匂 30匂 30k-9 30k°9 35匂
保証基準価格 6.000円 7,200円 7,200円 7,300円 8,500円 8,700円 8,700円 9,700円
奪｜基本財産 昭和48年8月1日現在 内訳l事冨富産山振県興経山事業県団 ~0:8即10日千千千円円円 富市町山県村信共連済（2連5)4 ， ~f ~千円 農協 (42) 3,670千円
72, 710千円 済連 1~.900 3,400 円
0子豚需給調整事業
業務内容
子取り用めす豚の種付奨励、種付制限による需給調整を行なう。
種付奨励交付金 1頭につき 2.000円 種付制限交付金 3か月 19,000円 6か月 38,000円
0子豚価格差補填事業
子豚の標準取引価格（県内3市場で取引された子j琢価格の 1か月加重平均額〉が保証基準価格を下回ったとき、子豚生産農家にその差額
の80%を限度として補填金を交付する。 44年度から、上限補填事業を中止し、県内子豚市場で取り引きされる子豚を対象とする。
事策対整調五合ε吾百'fの豚
?
表4-8
? ? ?
?
?
?
???〜???
?
?????????
?
??
資料：富山県畜産物価格安定基金協会調査により作成。
註 1. 48年度の保証基準価格は1.000円（35k°9）に改正した。 2. 富山県畜産物価格安定基金協会は、 40年3月1日に設立され、 40年8月から
業務を開始した。 3. 標準規格体重は、正常な発育の場合の体重であるo 4C年度はおおむね80日令による体重である。
契約頭数欄には、肉豚の契約頭数も示した。4. 
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円落ちをとって県内「白上」物肉豚枝肉価格が決定されている、例えば、 49年1月の本県の肉豚枝
肉市況（枝肉1勾当り平均〉は、図4-2の通り、最高価格が51円、最低価格が425円、平均価格
が460円になるO この方法で決められた48年度の各月の枝肉市況が揃えば、 48年度の枝肉市況が決
定されるO そして、各年の枝肉市況が決まれば、特定の期間のその価格の推移がみられる。
49年1月の各自の枝肉市況は、図4-2のように、年末年始の市況がいかに高騰しているかが一
目瞭然、である。 1月10日～17日ごろの聞は、枝肉市況の高騰が季節的変動のみならず年末年始とい
う特定の事情で、あったことも一段落して、平均430円ほどに反落したが、 18日に入って上昇に転
じ、 2日にピ戸クとなり、その後低下し、 25日ごろから横ばい状態となっている。このように、各
月のうちにも枝肉の需給関係によってその市況が変動じているO
豚の枝肉市況は、生産段階の生産頭数、県内生体出荷頭数、県外からの生体〈子豚、肉豚〉の移
入頭数や流通段階の子豚、肉豚および子取り用めす豚の取引価格や消費段階の小売価格や豚肉輸入
量などの相互依存関係によって決定されるが、例えば、 48年度の県内豚枝肉市況は、やはり季節的
変動を示している。
表4-9 月別豚枝肉市況 （単位： 1匂当り円〉
年度｜ 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 
1月 425 380 368 321 349 501 447 358 422 451 
2 380 368 338 314 336 454 426 360 424 488 
3 310 360 314 318 337 439 390 358 456 510 
4 350 350 320 315 488 388 387 476 513 
5 350 350 321.5 320 400 523 390 415 458 489 
6 360 365 325.7 324 444 550 458 442 465 531 
7 374 385 375 369 466 550 463 479 477 554 
8 384 380 428 425 468 559 436 519 488 550 
402 384 434 428 500 563 414 502 468 526 
10 390 381 415 412 500 520 419 437 427 456 
1 378 400 393 471 398 436 425 422 
12 380 390 375 369 478 459 396 439 433 429 
年平均｜ 493 
資料：富山県経済連調査により作成。
註 1. 枝肉市況は県経済連の建値である。 49年 1月は460円である。
2. 39年6月から芝浦（東京〉、横浜、大宮、名古屋の4市場の豚「白上」物加重平均から5円を
差ヲl、た価格が県内建値である。従来は、芝浦市場だけの豚「白上」物価格から5円を差し引
いた価格（芝浦価格の5円落ち〉が県内建値で、あった。
3. 年平均価格は、表中の数値となるように4捨5入している。
4. 49年度は飼料価格の高騰によって枝肉市況は高騰している。
43～47年度の県内市場における子豚生体価格と豚枝肉価格との関係についてみれば、表4-10の
通りである。
動
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資料：≫；1県経済述調査および古山県省産物価格安比基金協会調査により作成。
;J; ！.子豚価格は、県内市場平勾であるの 43～46年度Ii正常な憐育で初旬換算li説当りの価格であり、 47～48年度は正常生発育で35kg換算li調当りの価格
であるの表4-3，表4-5，表4-10 を事照。これらの表に子豚価絡（生体Ikg当り）を示している。
2.技｜勾価格Ii、．県経済連建値（1 kg当りPl" 大宮、東京、繍浜、名古屋の各食肉市場の加重平均）で晶る。表4-6，表4-9，表4-10，表4-111を参照
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46 
12 1 2 10 6 8 
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12 1 2 10 6 8 
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12 1 2 10 6 8 
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（単位： 1 k-9当り円〉
年 月 ｜標準取引価格｜子豚生体価格｜枝肉価格 ｜年 月 ｜標準取引価格｜子豚生体価格｜ 枝肉価格 ［｜年 月 （標準取引価格l子豚生体価格｜枝肉価格
43年4月 7,400 339 356 45年4月 10,700 369 47年4月 14.900 469 476 
5 9,300 375 399 5 8,700 292 361 5 15,700 416 458 
6 9,200 362 444 6 8.800 299 416 6 13,400 353 464 
7 9,500 376 466 7 8,300 271 416 7 13.800 361 477 
8 9,900 394 468 8 8,500 267 407 8 12.800 367 480 
9 1. 100 469 500 9 9,500 289 414 9 11.700 334 468 
10 1. 100 41 500 10 8, 100 241 379 10 10, 700 307 427 
1 1. 000 432 519 1 8, 100 217 369 1 1. 000 313 425 
12 1. 000 409 478 12 8.200 221 364 12 12. 100 347 435 
44年1月 10.200 392 466 46年1月 8,500 224 358 48年1月 13,300 381 449 
2 1. 000 410 424 2 9,500 284 2 17,500 499 488 
3 9,808 451 419 3 11,300 350 359 3 18,200 521 510 
+3年度年平均｜ 10.041. 71 401. 7 I 449 .2 1/45年度年平均｜ 9,016. 71 275. 1 I 381. 0 147年度年平均｜ 13, 758. 31 389. 0 l 463.9 
44年4月 1. 000 516 454 1. 910 377 389 
5 14.600 490 475 12,000 384 415 
6 15.400 517 527 6 1. 100 354 442 
7 15, 100 498 529 7 10,900 339 479 
8 16, 100 534 536 8 11.70J 368 519 
9 15.800 529 543 9 1. 100 348 502 
10 12.700 434 10 10.000 302 437 
1 10,000 336 433 1 9.300 232 437 
12 13,000 341 412 12 10,000 296 439 
45年！月 9. 100 315 410 47年1月 10,000 301 422 
2 10,800 360 398 2 1. 700 368 424 
3 1. 100 370 380 3 14.500 442 456 
44年度年平均｜ 12,891. 71 436. 7 l 465.3 146年度年平均｜ 1, 183. 3! 546.8 I 446.7 
子豚標準取引価格、子豚生体価格および枝肉価格表4-10
? 、 ?
?
? ? ? 〜 ? ?
?
????????
?
? ? ?
???
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42～48年度における県経済連建値による豚枝肉 1匂当りの価格、すなわち、豚枝肉市況の推移に
ついてみれば、 37年の豚肉価格の大暴溶の影響を受けて、本県でも42年度に至るまで傾向的に低落
したが、 44年度に入って急上昇し、 45年度に再び低下し、 47年度には上昇するという中期循環的変
動いわゆるピッグ・サイクノレが示されている〈図4--1）。
このサイクノレが生じる原因は、既述のように、豚肉の生産・流通構造の特質にあると考えられる
が、これを本県の生産や出荷の実態に即してみれば、次のように考えられる。
37年の豚肉価格の大暴落によって、肥育農家はそれまでの肥育頭数を38年度には46.596頭に減少
させた。このことが38年度の子豚需要を子豚生産頭数66,344頭の約8.7%に相当する5,759頭に減少
させた。これは当然子豚価格に反映するので、繁殖農家はその翌年の子豚の生産を手控えて（県内
子豚生産頭数は52,653頭で対前年比約79.4%の減少となっている。〉子豚価格の低落に対応する。
このことはさらに波及して子豚を生む繁殖めす豚〈子取り用めす豚で6か月以上のもの〉をも3.750頭
に減少させた。この子取り用めす豚が減少すれば、子豚、すなわち、肉用素畜の生産頭数が対前年
比の約20.6%減の52,653頭に減少し、肥育農家の子豚需要の減少に対応して県内子豚市場への子豚
供給が対前年比の約23%減（38年度は65,839頭〉の50.720頭に減少しf.:.o このようにして、肥育農家
の肥育頭数が減少すれば、肉豚の県内市場への上場〈出荷、頭数〉が減少し、ひいては豚肉市況〈
1勾当りの枝肉価格。県経済連建値。〉が38年度から39年度にかけ℃反騰した。この価格騰貴が40
年度、 41年度と2年間持続した後で、肉豚の供給（生産〉が相対的に不足し、これに対応するため
に、子取り用めす豚の増加が行なわれ（40年度は4.700頭、 41年度は5.650頭へと増加した。〉て、
本県の子豚生産頭数が、 40年度の77.907頭、 41年度の93.452頭へと増加し、肥育も、何年度の62,0
10頭、 41年度の86.612頭へと増加し、県内市場出荷頭数も、 40年度の59.036頭から41年度の84,198 
頭へと大幅に増加していき、ひいては豚枝肉市況が40年度から41年度にかけて反落した。この価格
低落の現象が42年度、 43年度と続いた結果、県内市場における版枝肉市況の低下（42年度は年平均
358円、 43年度は年平均429円。〉をもたらせ、最初の子取り用めす豚生産頭数の横ばい（42年度は
5.700頭、 43年度はあ800頭。表3-15参照。〉によって子豚生産頭数が42年度の86.588頭から43年
度の80,684頭への減少傾向として逆戻りする形のサイクノレとなるO 44年度から47年度までの聞は前
述の過程によって次の段階のピッグ・サイクJレの特徴が示されている。
表4-11には、 42～48年度における豚枝肉・子豚の ik手当りの価格の推移が示されていると同時
に、また、各年の月別豚枝肉市況〈県経済連建値〉が示され、季節的変動も示されており、特に48
年度の場合には、飼料価格の高騰による枝肉市況の急騰という不規則的変動も示されていることに
注意しなければならなし、。
県内市場における豚枝肉市況、すなわち、県経済連建値で相対取引きされる枝肉 1勾当りの価格
(2) 
設定については、 「畜産物の価格安定等に関する法律」によって決められる「安定価格帯」が安定
基準取引価格となっている。この安定価格帯の聞で推移したのは、 41年2月～42年5月、 42年1月
～43年5月、 45年12月～46年5月、 47年9月～47年12月であって、この他の期間には、安定上位価
格（皮はぎ1勾当り〉を上回る相場となっており、特に、 43年5月～44年12月と48年1月～48年5
月には毎月平均40～50円も上回る高原相場で推移しているO このことは、次のような48年1月以降
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表4ー 11 42年度以降月別啄枝肉および子豚の1勾当りの価格 （単位： 1匂当り円）
年度！昭和42 43 44 45 46 47 48 
区分｜枝肉 l子豚｜枝肉｜子豚｜枝肉｜子豚｜枝肉｜子菰｜枝肉｜子豚｜枝肉｜子豚｜枝肉｜子豚
月度
5 361 283 399 352 475 489 361 292 415 403 458 447 489 
6 319 278 444 366 527 515 416 294 442 371 464 383 531 
7 361 286 467 383 529 503 416 279 479 365 477 395 554 
8 423 322 467 394 536 538 407 284 519 391 480 367 550 
9 423 342 499 445 543 528 414 318 502 370 468 347 526 
10 407 344 500 443 487 425 379 271 437 335 427 307 456 
1 393 335 520 439 433 334 369 272 437 31 425 313 422 
12 369 31 478 442 412 345 365 271 439 332 433 307 429 
351 293 466 408 410 315 358 285 422 335 422 381 451 
2 337 293 424 407 398 362 360 317 424 390 424 499 488 
3 337 305 419 392 380 371 359 379 456 483 456 501 510 
4 356 315 454 401 369 356 389 298 476 498 476 498 513 
年平均｜ 3531 309 I 461 1 406 I 458 I 423 I 3831 305 I 4541 3s2 I 405 I 396 I刊31
17·~ii~I , 7.：~；日 , 8.諜｜ 290 18；鋼 277 
子豚1勾当りの年平均価格 .• 
枝肉1勾当りり年平均価 ×100 
87% 88% 92% 80% 84% 98% 
資料：富山県畜産物価格安定基金協会調査により作成。 48年度は県経済連調査により作成。
註 1. 豚枝肉市況は、県経済連建値である。 39～41年度の場合は、表4-9を参照。
2. 年平均、比率などの数値は表中のものになるように4捨5入している。
415 
393 
393 
376 
348 
317 
278 
288 
340 
の全国的事情に依存していると考える。全国における子豚と肉豚の生産頭数は順調に増加してきた
にもかかわらず〈表4-12）、輸出国における馬肉価格、あるいは、羊肉価格が高騰したことや豚肉
輸入に際して課税される関税の減免適用が解除されて豚肉輸入量が減少した（46年度は28.452t、
47年度は8,379のこと（表4-12、表4-1。表4-2も参照。〉などから、食肉加工食品を中心
に国内産豚肉に対して需要が活発化したため、豚肉の枝肉市況（卸売価格〉は安定上位価格を下回
って上昇し、特に、 2月には最高を記録し、 48年3月には月間平均で500円の大台を越している。
このようなことが本県の場合にも反映し、 48年3月にはやはり月間平均で500円を越えた。このこ
とは44年5月～44年9月の月間平均価格にもあらわれているO
ここで、本県の屠畜場における屠場経費についてみれば、表4-13で示されるO 豚枝肉市況の前
段階としての豚枝肉取引価格は、肉豚 1頭当りの生産費、生産者の利潤やマ｛ジン、県経済連や家
畜商Aや家畜商Bなどの中間流通主体の流通手数料率（流通マ｛ジン〉や生産地から屠畜場や産地
食肉センタ｛までの輸送経費、屠場経費、豚枝肉の取引に伴うその他の経費、などが組み合わされ
て形成されることになるO
（単位：戸，頭， t) 
飼養a農家数 伊野 ~， I d 日障？費？生雪l雇主主主 〔（参生鮮考〕、羊冷蔵肉輸、冷入凍量） 飼頭数 屠殺頭数枝肉生産量 枝肉 啄肉輸入量年度
実数｜指数の1一 実数｜指数実数l撒 7 実数｜指数実数l指数
昭3和5 779, 120 
t 
46.3 317. 100.0 5,897 100.0 18, 107 100.0 
36 929.900 119. 2.639,95J 137. 2.9 3,948, 139.2 206.31 140.1 50.6 376. 118.4 988 16. 7 22,663 124.1 
37 1.025.260 131. 4' 0 32' 7 4021 0. 3. 9 6,244, 220.2 324.2 221.0 64.5 498. 156.9 2 0.0 28, 192 153.2 
38 802, 560 103. 3,296,000 171. 4. 1 5,385. 189.9・ 279.4 189.7 56.4 48,806 269.0 
39 711.200 91. 3,461.280 180. 5.0 5, 700, 209 .7 298. 1 202.4 55.1 541. 170. 4, 014.6 68. 1 61.414.5 339.2 
40 ' 701. 560 90. 3.975,960 207 .3 5.7 6,785, 239.2 363.5 246.8 61.8 588 . 185. 69 . 9 1. 1 53,858.2 292.4 
41 714.300 91. 5, 158, 370 269 .0 7 .2 9' 409' 331.7 504. 7 342. 6 74.9 673. 212.1 27 .5 0.4 92,368.8 510.1 
42 649 ,500 10,329, 364.2 556.8 378.0 74.9 716. 225.8 0.91 0.0 97,538.8 538.7 
43 530, 600 68. 5,535,000 288.6 10.4 9,546, 336.6 520.2 353.2 74.8 109,262.3 603.4 
44 461 .030 59. 5, 429. 080 283. 1 1. 8 9, 172,034 323.4 508.5 345.2 68.9 737. 1 232.2；百42, 651. 0 723. 3 129,220.9 713.7 
45 445.500 57.2 6,335,000 330.4 14.3 11.467, 398 ' 404. 3 648.2 440. 1 70.4 920. 1 289. 17' 148. 7 290. 8 110,857.8 612.2 
46 398.300 51.1 6,904.000 360.0 17.3 12,996,071 458.2 749.7 509.0 72.5 130,071.7 718.2 
47 339,700 43.6 6,985,000 364.3 25.6 13, 254, 607 467.3 769.4 522.0 71.7 1.073. 338.0167.932. 1・152。． 151.455. 7 
豚の飼養農家数、飼養頭数、屠殺頭数、枝肉生産量および豚肉輸入量（全国〉表4-12
?、??
??
? ? ?
?
???????
?
??
農林省畜産局、『食肉関係資料J、昭和47年版、農林省統計情報部、『畜産統計』、昭和36～48年版、により作成。
枝肉生産量、枝肉総生産量は、厚生省大臣官房統計調査部編、『衛生行政業務報告』（厚生省報告例〉、昭和35～48年版、により作成。
豚肉輸入量は、大蔵省関税局、『日本貿易月表』、昭和36～48年版、により作成。
a. b. c以外の欄の数値はすべて4捨5入している。
枝肉総生産量は、肉用牛、乳用牛、とく、馬、豚、めん羊、山羊の各校肉生産量の総計である。
羊肉輸入量を示したのは、食肉の輸入量の中でそれが最も多いからである。
資料： 1.
2. 
?
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表4-13 屠殺経費 〈単位：円）
｜ ｜ 大動物（成牛、成馬〉 ｜ 
小動物（肉豚、めん羊、｜
山羊〉 I 
肉豚 150, I 
めん羊（150〕， 20 I 
肉豚 460, めん羊 60 j 
摘要
? ? ??
?。
?。??? ? 。 ?
????????? ??? ????
? ? ? ?
?
? ?
?
????
? ?
?
? ?、? 費
呉西組合手数料の場合
( 1頭につき）
資料：高岡食肉センターにおける聴取り調査により作成。
註 1. ( 〉内の数値は1年以上のもの、この印のないものは1年未満のものである。めん羊では〈 〉
内の数値は6か月以上のもの、印がないのは6か月未満のものである。
2. 上記の価格は、富山県知事の認可を得て、県衛生部が決めているものである。
表4-14 豚枝肉卸売価格（豚枝肉市況〉 （全国〉 （単位：豚枝肉「白上J1勾当り円）
年度I35 I 36 I 37 I 38 ¥ 39 I 40 I 41 I 42 ¥ 43 J 44 I 45 I 46 I 47 I 48 1 〔参考〕
月 昭3和0 320 340 250 335 417 380 369 319 354 473 41 431 456 493 278 
2 325 330 230 330 364 368 337 ー310 345 422 399 363 423 452 31 246 
3 318 320 230 318 324 360 325 314 345 4/3 381 357 462 500 32 263 
4 333 290 240 339 347 350 319 320 369 494 375 402 484 512 33 235 
5 349 290 245 355 350 350 307 321 415 491 372 426 471 497 34 264 
6 369 320 270 370 354 368 827 326 454 534 427 447 471 538 
7 370 320 299 394 376 382 319 374 470 534 419 481 487 551 
8 398 315 300 423 383 380 313 425 473 540 414 519 490 550 
9 390 300 300 444 404 385 324 430 502 544 426 500 468 520 
10 340 290 310 441 388 381 322 414 514 488 389 439 426 455 
1 330 275 325 451 380 385 320 399 527 435 379 442 432 422 
12 315 260 325 469 380 390 320 373 483 420 375 443 440 440 
｜制｜叫 2781－泊目 1373 ド731 叫（お）｜（器＋~~T＋話〕｜（新刊叶
資料：農林省統計情報部、『食肉流晶統計』、昭和39～47年版、により作成。
註 1. ( 〉内の数値は、食肉中央卸売市場（大阪、名古屋、広島、横浜、福岡、大宮、神戸、東京、
京都〉と食肉指定市場（四日市、岡山、宇都宮、浜松、岐阜、群馬〉の15市場における平均価格
である。
2. 豚枝肉「白上」 1匂当り円表示である。
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ここで、参考までに、 35～48年における全国の豚枝肉市況（これは、豚枝肉取引価格であり、豚
枝肉卸売価格でもある。豚枝肉規格「白上」 ( 1勾当り円O 〉についてみれば、 9つの食肉中央卸
売市場と 6つの食肉指定市場の15市場においてそれぞれ決定された価格をここでは便宜的に15市場
の平均価格で示せば、表4-14の通りである。
35～48年度における全国の豚枝肉市況をみれば、 37年度に278円となり、豚肉卸売価格が大暴落
している。この影響は特に生産段階において大きかったことは、 38年度の飼養頭数、屠殺頭数、豚枝
肉生産量の急減にみられる。その後も3年弱といわれるピッグ・サイクノレの関係によって38年度か
ら40年度までの大暴落の影響が残っている。このため、豚肉輸入量は、 38年度に急増し（6,512t）、
対前年比は実に3.256.0%増である。このような影響は当然本県にも波及したはずであるO
指定食肉の安定価格の推移は、表4-15の通りであるO
全国における豚枝肉市況の推移にも、いわゆるピッグ・サイクノレがみられる。このサイクノレにお
いて、豚枝肉市況が堅調でない年には、畜産振興事業団（37年設置。東京都港区麻布飯倉町3-13・
飼料会館。〉による指定食肉の買入れ業務や売渡し業務や生産者団体による在庫調整保管助成業務
が行なわれ、豚枝肉価格の安定化が図られている（表4-15、表4-16。〉。
37年頃までの豚枝肉の取引上の品質評価は、全国共通の格付基準と格付価格の公表がなかったた
めに、地域ないし生産地や地方都市周辺の取引慣行によるなどして各地各様の状況にあった。
このことが取引上の問題点で、あった。そこで、食肉需要の増大に伴って政府は食肉需給の安定化
を図る積極的な対策を遂行するようになり、合理的な枝肉取引の方法を確立するために、全国共通
の規格を次のようにして設定しようとした。
35年に農林省が畜産物取引規格設定協議会を開いて、豚枝肉および牛枝肉の取引規格の答申を受
け、取引規格の普及とその取引の指導を意図して、 87年2月に豚枝肉の格付けと、これにもとづく
価格公表を指導した。 37年3月～6月には、豚枝肉価格が低落したので、畜安法にもとづいて豚枝
肉の価格下支えのために畜産振興事業団が第 1回の買入れを行ない〈枝肉重量5.908t。買入頭数は
倒畜産振興事業団の豚肉価格安定化対策の 1つは、 「安定価格帯」に従って指定食肉の買入れ、売渡しお
よび在庫調整保管を行なうことである。この場合の「安定価格帯」は、そのときどきの豚・牛枝肉の需
給関係を考慮して生産物価格安定法および暫定措置法の規定によって、決められる。この規定によって、
農林大臣は畜産振興審議会に諮問した上で、毎年度開始前に畜産物の安定価格が決められて告示される
ことになっている。例えば、 48年度は、第8回畜産振興審議会が開催され、 48年3月31日農林省告示第
776号によって「畜産物の安定等に関する法律」にもとずく指定食肉安定基準価格などについて審議が
なされ、次のような決定がなされた。指定食肉の場合、東京都内と大阪市では、豚半丸1勾当りで安定
価格基準は、皮はぎ法により整形したもの360円、湯はぎ法により整形したもの340円と決められ、 47年
度に比べてそれぞれ5円引き上げられた。安定上位価格（48年度〉は、皮はぎ法により整形したもの440
円、湯はぎ法により整形したもの410円と前年度よりもそれぞれ6円の引上げ、で、あった。全国における指
定食肉の安定基準価格は、皮はぎ法により整形したもの380円、湯はぎ法により整形したもの360円であ
り、 47年度に比べてそれぞれ20円（5.6%、5.9%）の引上げ、であり、安定上位価格は、皮はぎ法により
整形したもの465円、湯はぎ法により整形したもの435円で、あって、 47年度よりもそれぞれ25円（5.7%、
6.1%）の引上げとなっている。 「皮はぎ」と「湯はぎ」については、第2節、（5；で、説明している。
〈単位：枝肉 1匂当り円〉
年
安 定 上 位 価 格
36 I 37I 38¥ 39I 40 I 41 ¥ 42 ¥ 4 3 I 44 ¥ 45 46 36 I 371 38 I 39I 40 / 41 I 42I 43 ¥ 44 45 
（~~~） 320 320 390 390 390 東京都区部 一 一 一 一 (300) (300) 一一 一 一 (360) (360) (360) 
食 (315) (325) (335) (380) (392) (404) 
大阪市 220 225 240 270 (290) (300) (300) (300) - 305 310 350 (350) (360) (360) (360) 
肉 310 320 320 320 380 390 390 390 
大 r凸-4 245 250 260 290 (290) (300) (300) (300) - 340 340 380 (350) (360) (360) (360) 
中 310 320 320 320 380 390 390 390 
横浜 290 (290) (300) (300) (300) - 340 340 380 (350) (360) (360) (360) 
央 310 320 320 320 380 390 390 390 
名古屋 250 260 290 (290) ( 300) (300) (300) - 340 340 380 (350) (360) (360) (360) 
在日 一 ー『
京 都 一一 一一
タτ去ロ三
神 戸 (300) (300) (300) 一一 一
市 (355) (360) (360) 
広島 220 235 265 (285) (295) (295) (295) - 300 305 345 (345) 
場 (355) (355) (355) 
福岡 220 235 2651(285) (295) (295) (295) - 300 305 345 (345) 一 一
(355) (355) (355) 
320 320 390 390 390 
宇都宮 一一 一一 一（300) 一 一一 一（360)(360) (360) 
食
肉 群 馬 一一 一 一320 390 390 390 
指 浜 松 一一 ( ;(300) 一 一一 一（360)(360) (360) 
疋，.＿.＿ヲ c~5~） 390 岐 阜 一一 一一 一 一（ 360~
市 320 320 390 39~） 390 
場 四日市 一（300)( ( 300) 一 一（360)
(36 (360) 
岡 山 一一 -(295) C I (295) 一（355)(355) (355) 
格
? ?，? ?
??定
?
の｜夫！食定指表4-15
?、??
?
? ? ? ? ? ?
?
????????
?
??
資料：畜産振興事業団、『畜産振興事業団十年史』、昭和47年、により作成。
註 1. 一印は該当なし。
2. 36～39年度の豚肉の安定基準価格および安定上位価格は大宮市、横浜市およひ、名古屋市にあっては、皮はぎ法により整形したものであり、
大阪市、広島市およひ、福t岡市にあっては湯はぎ法により整形したものである。
40年以降については、上段は皮はぎ法、下段の（ 〉は湯はぎ法、により整形したものである。
44年度以降の東京、大阪市場の所在する地域以外の市場の買入価格は買入れを必要とする際に定める。
豚肉の安定基準価格および安定上位価格は、畜安法施行規則（昭和36年農林省、省令第58号〉第3条第1号の豚半丸枝肉についての価格である。
． ， ?? 。
?，
受入れ ｜払面し
買 入 れ ｜ 部分肉売渡し I I 
年度｜ 頭 数 ｜肉 量｜ I I ｜部分肉｜
五両み戸以外（頭）｜計明｜枝肉量｜宅言語時売市：：左記以外｜小刑務店｜
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資料：畜産振興事業団、『畜産振興事業団十年史』、昭和47年、により作成。
註 1. 41年3月から42年7月までの間買入れを行ない、 43年7月にその売渡しを終了した。
2. この表の受入れは、検収受入時点、払出しは売買契約成立時点による。
3. 表の数値は原則として4捨5入しているので、計または保管と内訳とは必ずしも一致していなし、。
4. 買入れ欄の42年6月「左記以外」の項に全販連調整保管に係わる36,689.5頭（381.9t）の買入れを含む。
5. 買入れ頭数の食品卸売市場55.9%、左記以外、すなわち、産地44.1%である。市場数は10、産地場所数は41である。
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資料：富山県経済連畜産酪農課調査により作成。
豚肉の流通・価格形成の現状とその問題点
大宮、横浜、名古屋、大阪、広島、福岡の6都市で82.818頭、 16産地で28.074.5頭、合計110.892.5
頭。畜産振興事業団、前掲書、 106頁、による。この買入対象となる豚枝肉は、省令規格、すなわ
ち、 35年の答申規格の「上」に相当する規格に適合したものでなければならないことから、食肉中
央卸売市場における豚枝肉格付は当初から順調に行なわれ、現在もこの市場に上場されるものは殆
どすべて格付されている〈格付区分は、答申規格の通り、 「極上」、 「上」、 「中」、 「並」、 「
等外」であり、格付ごとに価格が公表されている。〉。
(2) 産地食肉センタ戸における豚枝肉価格形成の意義とその若干の問題点
① まず、本県の産地食肉センタ｛は、豚枝肉出荷施設であり、食肉のいわゆる地場流通の拠点
市場としての機能を果たしているから、産地食肉セン J)l~ で形成される豚枝肉価格は、子豚市場に
おける取引や子豚価格の形成、子豚市場を通らない市場外通流の場合の子豚の取引や、その価格形
成、さらには、生産段階や消費段階の価格形成に極めて大きな影響を及ぼすという点にある。
第2に、例えば、表4-17のような県経済連による豚枝肉の適正な格付けとその規格別価格の形
成や県経済連建値を基準とした公正な取引や、市場の適正な運営に役立つという点にある。
第3に、産地食肉センタ｛は、市場における入荷状、況、価格動向を的確に掌握し、集・出荷の適
正を期するとともに、生産者にこれらの情報サ｛ずィスを行なうための情報の収集機能・伝達機能
をもつことができるという点にあるO
第4に、将来のことであるが、大都市（大消費地〉の食肉中央卸売市場へ生体出荷するよりも枝
肉出荷や品質の高い部分肉（カット肉〉を出荷する方が、輸送経費の節減になり、輸送途上の目減
りも少なくなり、肉豚の損傷や死亡の危険と疲労や品質低下もないであろうし、さらに、出荷物の
積み降ろしに必要な労力が節減されるという点にある。
第5に、何よりも大きな存在意義は、次の点にある。今後予想される豚肉を中心とする食肉需要
の増大に伴って急増する流通量に対拠するための施策を考える場合、大都市の消費場屠場の機能
は、地価の高騰によって屠場拡大・新設のための土地確保が極めて困難な現状であること、大都市
の公衆衛生上の問題、畜産公害に対する住民運動のこと、などによって、麻揮するであろう。ま
た、従来のままの規模の消費地屠場では、屠殺解体処理に伴う屠殺諸経費や荷受手数料が高くなり
がちであり、組織力、売買参加者の取引方法、資金的側面などにも限界が生じている。このような
点に比べれば、産地食肉センタ｛にはまだ土地やその他の点で屠殺解体処理能力の増大に適応でき
る可能性が残されているO さらにまた、食肉に関連した業者が枝肉を包装部分肉化したものや冷屠
体を大都市の食肉中央卸売市場ヘ出荷することも、将来本県の豚肉生産量がさらに増加し、超過供
給になれば、実現可能である。さらに、屠畜過程の省力化のための機械施設（豚の湯はぎ〉の導入
・設置、冷房・冷蔵・冷凍施設の充実、卸売り場の拡張、取引方法、中間流通主体による集・出荷
機能や市場機能などの点において、産地食肉センターの諸機能が今後生かされてくるものと予想さ
れるO
いずれにしても、産地食肉セシターは豚肉を初め食肉流通量の増大につれて食肉流通機構上極め
て重要な地位を占めてくるものと期待されている。
② 次に、産地食肉センターにおける豚枝肉価格形成の問題点としては、少なくとも次の3つの
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点があげられる。
第1に、本県の産地食肉センタ｛は依然として地方屠場市場的性格が強いため、家畜商B （家畜
商兼食肉卸売・小売業者〉の自家屠殺が存在している。このことが、豚枝肉の流通のみならずその
取引形態、取引方法および価格の形成に少なからぬ影響を及ぼしているという点にあるO
第2に、取引は小口取引が支配的であり、大量取引や取引の迅速化が不十分であり、市場参加者
は固定されており（仲買人制度が設置されていないことである。〉、取引代金が安定的に決済され
ていないし、さらに、公正取引の客観的保証がない、ことなどが豚枝肉価格の形成を必ずしも適正
に行なわせない要因となっている点にある。
第3に、農協系統（県経済連や、単協など〉と家畜商との競争が排除できないこと、また、両者
の間を縫って総合商社系資本が生産から流通までを一貫して支配するというインテグレーνョンを
形成する要因をつくらせている点にある〈表1-1と註（7）を参照。〉。
第4に、産地食肉センタ｛の設置によって肉豚は産地で処理され、生体の形態で県外へ出荷する
頭数は大幅に減少してきているが、これに伴って産地において内臓、原皮、毛などの副産物も生産
されるようになり、 これらの副産物の流通問題が新たな問題として生じているという点にある。
例えば、豚の内臓が産地で大量に生産されるため、これらを消費地へ出荷することもできず、しか
も、内臓の流通はごく狭い範囲で特定の業者によって取り扱われているのが現状であり、また、
副産物の規格もないことから、副産物の取引や価格形成も不明である。
第5節むすびに代えて
一一食肉中央卸売市場、あるいは、食肉指定市場開設の必要性一一
食肉、特に豚肉と午肉の需給量は近年急速に増大しているが、食肉の流通形態・流通機構には旧
態依然として前近代的な側面が残存している。このことが、食肉価格の不安定性と食肉の需給量の
不均衝をもたらせる大きな要因となっているO
生産者と消費者の立場を守るためには、そのような要因を排除するための各種の対策が官民一体
となって早急に立案され、そして、強力に実践されなければならない。
ここでは、 豚の流通段階の観点だけからみた 1つの対策について、すなわち、食肉中央卸売市
場、あるいは、食肉指定市場開設の必要i性について考えているO
本県の産地食肉センタ｛には、既述の問題点とならんで、肉豚頭、数の確保、消費販売先の確保、
関係当事者の運用方式、設備の整備とその効率的利用（肉豚の利用は多いが、肉牛とその他は余り
利用されていない。〉などに問題点がある。さらに、生産地から生体で搬入され、産地食肉センタ
｛〈屠殺場〉で屠殺解体されて、枝肉に形態変化した後、温屠体で卸売業者、食肉加工業者、仲買
業者などの聞で取引きされている。この場合の取引方法は、 「相対取引」であるため、この方法に
よって設定される価格は第三者にとって容易にわかるもので、はない。一般に、公表される価格は基
準価格で、あって実際の取引価格ではなく、しかも、代金決済期間が取引当事者に委ねられているた
豚肉の流通・価格形成の現状とその問題点 -125-
め、肉豚取引価格の内容に種々の金利や、危険負担が内包されている。このように、その価格形成
を複雑にしている面のあることは、産地食肉センタ｛における流通経費を含めた豚肉の価格形成要
因の複雑多様性を示しているO この点は確かに価格形成過程における大きな問題点である。
しかし、卸売業者が定められ、肉豚、あるいは、豚枝肉で出荷者から販売の委託を受け、枝肉に
形態変化させた後、 「せり」などによって売買参加者に売り渡す場合には、価格形成は多少なりと
も公開的となり、取引は競争的に行なわれ、しかも、需給関係を反映し、生産地周知の豚肉市況の
基準となっている。しかし、 「せり」による取引方法にも、枝肉、副産物（皮、毛、内臓など〉の
販売代金それ自体が子豚価格、子牛価格、肉豚価格と子豚・肉豚の需給や予め割り当てられた豚肉
輸入量の変動によって変動するとしづ問題点があるO まして、委託生産の場合にはなおさらのこと
であるO
このような極めて重要な問題点を解消する意図の下に、 47年10月の富山県告示第943号によって
「富山県卸売市場整備計画書Jが提起され、青果物と水産物について業務開始の運びとなったにも
拘らず、食肉中央卸売市場、あるいは、食肉指定市場についてはまったく提起されていない。今後
豚についてだけみても、 ① 集・出荷機能、 ① 需給調整機能、 ① 卸売業者など売買参加者
の統合、 ④ 価格形成機能、 ① 仲卸業者の経営強化、 ① 生体・枝肉の増加に伴う取引・
製造・輸送・冷蔵・冷凍・保管面における品質管理機能、 ⑦ 屠畜場使用に伴う手数料、などの
諸問題に対処するためには、中央卸売市場を中核とする卸売市場流通組織が必要であるO
ここでは、①、⑦、⑥、⑦の機能については言及しないで、その他の機能についてみることにす
るO
豚の需給調整機能については、特に、流通市場の構造に関することが問題であるO まず最初に、
共販規模の拡大によって子豚・肉豚供給の集中化を計画的に図り、優秀な品種の子豚、肉豚の歩留
り、豚枝肉の肉質を正しく規格化し、枝肉の大量取引の可能性を大きく、かっ、継続的に行なうこ
とが必要であるO さらに、生産者の豚飼養農家も卸売業者も完全な流通知識や流通情報を得ること
によって販売先や取引先を選択する可能性をつくることが必要であるO さらにまた、子豚、肉豚お
よび豚枝肉の需給を調整する可能性とその範囲を大きくさせる条件が必要であるO そのためには、
子豚や子取り用めす豚の計画的飼養、枝肉の貯蔵・冷蔵・冷凍施設の完備、規格取引の推進などが
必要である。これによって、生鮮食料品としての豚肉の商品価値を高めると同時に、豚肉の需給調
整やその価格形成などに役立つことができると思われるO
卸売業者などの売買参加者の統合については、特に、流通機能をいかにして効率的に高めるか、
ということが問題である。流通機能を多数の卸売業者が分担して行なうことはかえって流通経費を
かさませることになるから、効率の高い流通技術を導入するによって規模の経済の有利性をもたら
せることが必要である。
価格形成機能については、特に、流通利潤と節減された流通経費が流通市場に参加した卸売業者
にいかにして、しかも、いかなる割合で配分されるか、ということが問題となるO この問題は価格
形成の際に生じることであるからであるO 流通経費が節減されないで、生産者〈豚飼養農家〉から卸
売業者（農協系統、家畜商、食肉加工業者など〉への流通過程の構造がそのまま温存される場合に
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は、卸売業者に帰属する流通利潤は大きくなる可能性が強い。この場合には、生体（子豚、肉豚〉
や豚枝肉の価格形成が影響を受ける。これらの価格が前転されて生産者が影響を受け、それが後転
されて消費者が影響を受けることになり、ツケは結局のところ消費者にまわってくるO いずれにし
ても、価格形成機能を公正に果たすことができるさまざまな施策が必要である。
